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第１章　赤羽さんちのお兄様







　さて、ギルドショップ正式オープンから三日。

　客足は好調。売り上げの方もいい感じだった。

　やはり『レイブラの魔ま筆ひつ』によるラッピングアイテムは珍めずらしいからな。

　元々はまだまだ低レベルな俺おれの合成スキルでも作れるアイテムなのに、メッチャ売れてくれている。

　これも一種の魔改造だよな。

　誰だれも見向きもしないありふれたアイテムに、ちょっと手を加えりゃ売れるんですよ。

　デザイナーの矢や野のさんのセンスもいいしな。

　こういうのは、先に手を付けた奴やつが有利なのは間ま違ちがいない。

『レイブラの魔筆』の供給が増えて出回るまでは、いい感じで稼かせげるだろう。

　今のうちに稼げるだけ稼ぐぞ！

　そして儲もうけをロマン砲ほうに装そう填てんしてぶっ放すんだ！

　なんて有意義な金の使い方なのか！

「こんにちは。お邪じや魔ましますわよ」

　赤あか羽ばねさんだ。片かた岡おかもくっついてきている。

　もう三日間連続で店に来ている。赤羽さん頑がん張ばってるな。

　まだ笑え顔がおで挨あい拶さつを交かわすなんて友好的な雰ふん囲い気きには遠いが――

「あ……いらっしゃいませ」

　三日連続でさすがに慣れたか、あきらが「うげっ」って言わなくなった。

　昨日まで言ってたけどな。

「ふっ……ようやく人に対する礼れい儀ぎというものを、少しは身に着けたようですわね」

　ちょっと嬉うれしそうだな赤羽さん。

「まあ、見慣れたといいますか……」

　やはりちょっと、身構え気味のあきらである。

　ここは少し、援えん護ご射しや撃げきでもしてみるかなーと思った。

「なあ、あきら」

「ん？　なあに蓮れんくん」

「もうちょっといつも通りに愛あい想そ良くてもいいんじゃね？　せっかく赤羽さんも、打ち解けようとして毎日来てくれてんだし」

　サラッと言った俺の発言が、二人に衝しよう撃げきを与あたえた。

「ええええええぇぇっ!?」

「な、ななな……！　何をバカなことを仰おつしやられますの――!?」

　なんかこう、ドーンと雷かみなりでも落ちたみたいな感じに。

「ちちちち違ちがいますわよ、何を勘かん違ちがいなさっているのかしら!?　わたくしがそんな事するはずがないでしょう!?」

　いや、あきらはまだしもなぜ赤羽さんまでそんなリアクションなのか。

　顔を真っ赤にし、バタバタ手を振ふって否定するのだ。

　そこまでせんでもいいのに……天邪鬼あまのじやくなんだなー。

「そう思いたければご自由に」とか言って受け流せばいいのに。

「おっと用事を思い出しましたわ、では失礼します！　行きますわよ片岡君！」

　あ、逃にげるつもりか……！

　赤羽さん的には刺し激げきが強すぎたのだろうか。

　ちょい失敗か？　直球過ぎたか？　あの子への援護射撃難しいな。

　赤羽さんは立ち去ろうとショップの出口に向かうが――

　ちょうど店の外側から扉とびらが開かれる。そして一人のお客の姿が。

「たのもう」

「!?」

　そいつは一言で表すと――変態だった。

　フルフェイス型のツヤ光りする鉄仮面。その奥おくの表情は全くうかがえない。

　クリムゾンレッドの小さなスカーフマフラー。

　同じくクリムゾンレッドのブーメランパンツ。

　――のみである。あとは裸はだかだ。

　ちなみに体つきは引ひき締しまった見事なものである。

　……こいつ、この間から俺の視界にちらちら入って来てた変態じゃねーか！

　気のせいじゃなく、やっぱ実在したのか――！

　ていうかこいつは何なんだ!?

　いや普ふ通つうのネトゲだと、見た目ちょっと変な装備を愛用しちゃう奴って確かにいる。

　ファッションへの拘こだわりの一種だよな。

　けど自分イコールキャラなＶＲＭＭＯでこんな奴が――!?

　そしてその見た目も驚おどろきだが、もっと驚くことが……

「お兄様！」

　赤羽さんがそう声を上げたのだ。

「何いいいいいいいいぃぃぃぃっ!?」

「えええええええええええっ!?」




　赤羽竜りゆう太た郎ろう（３－Ａ）

　レベル２０８　ソードダンサー　ギルドマスター（真実の姿トウルーフオーム）




　赤羽……!?

　え、これまじで赤羽さんのご兄妹きようだいなのか！

　そしてなぜにこんな変なのが雪ゆき乃の先せん輩ぱいよりレベルが高い!?

　ってか男のソードダンサーって初めて見るな！

「やあ妹よ。お前から聞いたペイントとやらを、早さつ速そく試ためしに来たぞ」

「あら、そうでしたの。きっと気に入ると思いますわ」

「うむ……では君、早速頼たのめまいか」

「え？　えーと……じゃあ奥にどうぞ！　あきら店頼むな！」

　あきらは余りにショックなのかフリーズしていたし、これを他ほかのお客さんに見せるとドン引きされるだろうし――とりあえず奥に隔かく離りだ！

　で、奥の工こう房ぼうに通して椅い子すを用意するが――

　やっぱりこれ、触ふれなきゃダメですかね？

　まあ一応聞くか……

「あの――何なんですか、その恰かつ好こうは？」

「うむ。実は――こう見えて私は露ろ出しゆつ狂きようでね」

「いや見たまんまじゃないっすか！　ストレートすぎるでしょ！　こう見えてもって、どう見えてる想定ですか！」

「ふっ……だが待って欲ほしい。何物にも流されず己おのれのスタイルでゲームを楽しむというのが、ゲーマーとしては正しい態度なのではないかね？　私はそう思うのだが？」

「いくら何でも内容によるんじゃないっすかね……」

　リアルなら捕つかまるよなー。これ。変態だし。

「だが待って欲しい。ならば私の事情を聞くがいい。こう見えて私は露出狂でね……」

「いや同じですって！　ループしてます！」

　ここまで私は露出狂でねとしか情報が入って来てない！
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　しかも二回も！　大事な事なので二回言いましたってか!?

　いや見れば一発でわかるし！

「だが待って欲しい。リアルで露ろ出しゆつすれば捕まるが、ゲームの中は治外法権だろう？　であるがゆえに、私はここで思う存分本当の私を解放しているわけだ。このゲームのリアリティは、リアル露出に近い感覚を与えてくれるからな。このゲームは私のような者の業ごうをも汲くみ取とってくれるのだ！　何と素す晴ばらしい！　ここはまさにユートピア！」

　立ち上がってびしりと腕うでを組むポージング！　キモッ！

　おいおいこの人、完全なる確信犯の露出狂じゃねーか！

　赤羽家ってこれで大だい丈じよう夫ぶなのか!?　政治家とかもやってるセレブの家いえ柄がらなんだろ!?

　あー早くＶＲＭＭＯ内の変態を取り締まる法律出来ねーかなー！

　こいつは早く何とかした方がいいと思うんだが！

「つまり自分の性せい癖へきを満たしてくれるから、この学校に来てこのゲームやってると？」

「だが待って欲しい。それが第一だが、第二に我わが赤羽グループ傘さん下かのレッドフェザーソフトもＵＷアンリミテツド・ワールド開発に協力させて貰もらっているのでね。私自身が入学する事で広こう告こく塔とうとなり、学園の実績にも箔はくが付くというわけだ。この学校の試みは中々興味深い。何とか協力できればと思っているのだよ」

　レッドフェザーソフト！　結構有名なゲームメーカーじゃねーか！

　うわほんとにセレブだな、この方々！

　でも広告塔？　こんなので!?

　レッドフェザーソフトの人達たち困ってるんじゃねーかな……

　こんなド変態を広告塔にしろと言われましても――だ。

　むしろ邪魔してんじゃねーのか。

　しかしツッコミ所が多すぎて困るなこのお方は。

「あーじゃあ妹さんもそんな感じで？」

「フッ、だが待って欲しい。兄の矜きよう持じとして、妹を政治に利用などせんよ。あの子が青あお柳やぎ家のご息女と友人になりたがっていることは分かっていた。生き真ま面じ目めで気位の高い妹ゆえに、決して自分から言い出したりはせんがな。私は単に面白おもしろいからこの学園をあの子に薦すすめただけさ。表向きはな」

　おいおいなんかまともっぽいことを述べるんですが、この変態フルフェイス仮面。

「実は君の事も妹から聞きき及およんでいるぞ。妹に良くして頂いて礼を言う、ありがとう」

　フルフェイスの頭を下げて礼を言われた。

「ど、どういたしまして……」

　うーんどう扱あつかっていいのかなー。これは。

　案外中身はマトモなのか？

　いやでもこんな見た目の奴をマトモと言えるわけがない。

「それから春の新人戦の優勝おめでとう。見事な戦いぶりだったな」

「ど、どーも……ところであの、話戻もどりますけど――なんで顔は鉄仮面なんですか？」

「だが待って欲しい。顔など皆みな露ろ出しゆつしているものではないかな？」

「まぁそうですね」

「ならばそのようなエアロパーツを見せる必要はない。むしろ不要なのだよ」

　……つまり俺的にそうしたいからそうしているって事だな。

　訳が分からん。やっぱ理解できそうにないぞ？

　と、そこで二階から前まえ田ださんと矢野さんが下りて来た。

　二人はフルフェイス裸族を見て、驚きの声を上げる。

「！　きゃー!?　へ、変なのがいますしいぃぃぃっ！　こ、ことみー何とかしてっ！」

「ええええっ!?　私？　私だって嫌いやよあんなおかしな人……！」

　意外と矢野さんの方がこういうのには耐たい性せいがない様子で、前田さんの背後に隠かくれてぐいぐい押おしていた。

　ギャルなのに下ネタ系に近いのは嫌がるんだな、矢野さんって。案外潔けつ癖ぺきなのな。

「おかまいなく！」

　鉄仮面先せん輩ぱいは、なんかやたら嬉しそうに二人に声をかけた。

　ドン引かれるのが快感らしい。生きつ粋すいの変態だわやっぱ。

　そういや三年生の教室で見かけたとき、ほむら先輩は見えてたのにスルーしてたな。

　もう三年目にもなると、慣れられてしまっているのだ。

　だから前田さんと矢野さんの反応はフレッシュでいいんだろう。

　やっぱ露出狂は、見られて騒さわがれてこそだろうし……

「しゃ、喋しやべってるうぅぅ！　ヤダヤダことみー、早く追おい払はらって欲しいんですけどぉ！」

「わ、私にそんな事言われても……！」

「フッ……」

　何だそのニヒルな笑いは。ホント嬉しそうだなー。

「ああ、大丈夫だぞ二人とも。俺いるし」

　いやホントは俺も大丈夫じゃないんですけどね。

「あ、高たか代しろくん……！」

「おおお、よかったぁ――てか高代が連れて来たの？」

　妖よう怪かいはだか仮面のインパクトが強すぎて、俺が見えていなかったらしい。

　まあ無理もない。

「いやお客さんだ、一応――そういや何したいんでしたっけ？」

「だが待って欲しい。妹からこちらでネイルペイントのサービスを行っていると聞いたのだ。であればこのボディにペイントも可能だろうか？　ぜひお願いしたくてね」

「ボディに？　ふむ……タトゥー的な？」

「ああ。そう捉とらえて貰って構わん」

「……できるよな？　矢野さん？」

　確か『レイブラの魔筆』で手に絵を描いたりはできたはずだ。

　一応一番詳くわしい矢野さんに聞いておく。

「出来ると思いますし……けどあたしはやりませんし……！　高代がやってよ！」

　近寄りたくないんだな。ホントにドン引きしてるなー。

　それがこの変態先輩を喜ばせるというのに……

「ああそれは任された。じゃあどんなデザインがいいですかね？」

「だが待って欲しい。願わくば、胸むな元もとに華か麗れいなる一輪の薔薇ばらを頼みたいのだが」

「薔薇っすか――ああ。ありますねえ。大だい丈じよう夫ぶっす。どのくらいの大きさで？」

「拳こぶし大だい程度だろうか」

「どれどれじゃあ、試ためしにペイントしてみますか。位置とか大きさはそこから微び調ちよう整せいで」

「よろしく頼む」

　で――

「ほう……だが待って欲しい。これは素晴らしい出来だな――！」

　工房に置いてあった未加工の姿見ミラーの前に立ち、変態がポーズを決めている。

　背筋をピンと伸のばして、ちょっと斜ななめ気味に腕うで組ぐみポーズ。

　その胸元に、深しん紅くの薔薇のペイントが映はえる。

　カッコいいロボとかがやるとメチャクチャかっこいいポーズなのだが――

　この人がやると怪あやしさ全開だわ。

　かっこいいポーズへの冒ぼう涜とくにしかなってない。

「ま、まぁいいんじゃないっすか……」

「満足だ。それではお代はいくらかね？」

「ああ、えーと新規デザインは無しのペイントのみなんで――５０００ミラですかね」

「だが待って欲しい。それはリーズナブルだな」

　と言いながら、先輩が５０００ミラを渡わたして来る。

「毎度あり――です」

「それでは私は失礼するとしよう。これからも妹をよろしく頼む」

「あ、こっちから出て貰っていいっすか」

　俺は工房から直通の外への勝手口を指差す。

　店てん舗ぽの方に行かれると、他のお客さんがドン引くからな。

　出来るだけ見せたくないんですよ。

「だが待って欲しい。了りよう解かいした――ではな！」

　やれやれ、ようやく帰ってくれたか――

　俺はふうと息をつく。

「妹って言っていたわね……？」

「あんなのがもう一人いるって……？」

「いや、妹は赤羽希のぞ美みさんだし――フルフェイス裸族じゃないぞ」

「ええええええ!?」

「はぁ!?　あれがあのキレーな子の……うっそおおおぉ!?」

「二人ともキャラネーム見落としてたんだな……まああの見た目だし無理もねーけど、今度会った時ちゃんと見ればわかるぞ」

「……だけど大変ね、お兄さんがあんな――」

「あたし絶対嫌ですし！　あんな兄貴……」

「まあ赤羽さんも苦労してるんだなーと」

　Himechan好きの従者には付きまとわれ、お兄ちゃんはド変態だもんなー。

　ちょっとコメント聞いてみたいわ。

　まだ店にいるかな？　ちょっと戻ってみよう。







第２章　ナウでヤングなギルドショップ限定クエスト







「ただいまー」

　俺おれ達たち三人はギルドショップ奥の工房から戻った。

　赤あか羽ばねさんと片かた岡おかはもう帰ったのか姿はない。

　店番のあきらに聞いてみる。

「赤羽さんと片岡は？」

「もう帰ったよー」

　そうか。アレについてどう思ってるのか聞きたかったんだがなー。

　まあまたの機会に、か。どうせまたあきらに会いに来るだろう、あの子は。

「なあ……あきらってさ、あのお兄様ともリアルであった事あるのか？」

「……えっと――まあ何回かは。でも聞かないほうがいいと思う……」

　あきらの表情はちょっと蒼あおざめている。

　まあ、これ以上聞かないほうがいいか。

「それにしても――いろんな人がいるのね。この学園は……」

「だねぇ。こないだのデュエル大会で見た双ふた子ごの先輩も対人厨とアイテム厨でしょ？　上級生はキャラが濃こいですし」

「三年にもなると自分のプレイスタイルも固まって、それぞれ突つき詰つめてるんだろうな」

「にしたって、雪ゆき乃のさんほむらさんと竜りゆう太た郎ろうさんを同列にしたら可哀かわいそうだよ」

「竜太郎さん？」

「フルフェイス裸族さんの名前」

「ああ、下の名前まで覚えてなかったわ。気にしてる暇ひまがなかったと言うか……」

「まあ、アレ見てると高たか代しろが可愛かわいく思えますし……」

「衝撃だったわね――」

「マッチョは好きだけど、さすがにああいうのはスクショに残したくないよねえ……」

　みんな呆あつ気けに取られ過ぎて、嵐あらしが去った後のように気が抜ぬけていた。

　そんな中、再びショップの入り口の扉が開いた。

　お。お客さんだな。さて気を取り直して商売商売！




「「「「いらっしゃいませー！」」」」




　四人の大きな声がハモった。みんな悪い夢を早く忘れたかったのだ。

「まあ、活気のあるお店ね」

　やって来たのはプレイヤーではなく、ＮＰＣのお客さんだった。

　二人連れで、一人は目ま深ぶかにフードを被った少女。

　背格好から年ねん齢れいは15、６歳さいくらいの設定かな。

　フードの端はしからこぼれる長い髪かみは、輝かがやくように美しい銀ぎん髪ぱつだった。

　キャラの名前は――リリィちゃんね。

　もう一人は旅の戦士風の背の高い女性キャラ。背中に槍やりを背せ負おっている。

　こちらはフードなどは被っておらず、少し癖くせのある茶色の髪の美人だった。

　キャラ名はアニタさんだって。仲なか田た先生と同じくらいの年齢な感じだな。

「どうぞご自由に見て回ってくださいね」

　と、あきらが声をかけると、リリィちゃんの方がにこやかに返してくる。

「はーい。どうもありがとう♪」

「ひ――いえお嬢じよう様さま、あまり人前で声をお出しにならないように……！」

「いいではありませんか。ナウでヤングな話題のお店を直接訪おとずれるなんて――こんな機会は久しぶりなのですよ……！」

「ああああおやめ下さい、喋らないで下さい……！」

　なんてボソボソと言い合っている。

　何だろ。身分の高い人のお忍しのびって感じか……？

　でも『ナウでヤングな』って……なんという言語センス。

　聞こえた俺達は、思わず顔を見合わせていた。いつの言語だよ、って。

　わざわざこんな癖がついているあたり、結構重要なＮＰＣと見たぞ。

　キャラが作りこまれてる感！　きっと死語使いの美少女なんだな！

　で、そのリリィちゃんは鼻歌交じりに店内を見て回り――

　ある商品に興味を持ったようで、それを手に取ってこちらを向いた。

「これは、何のためのものなのですか？」

　彼かの女じよが持っているのは、俺が企き画かくした『いぢめないでシールド』だった！

　密ひそかに『マッチョアーマー』シリーズと売り上げを競きそっているあきらが、不満そうに舌打ちしていた。

　俺は喜び勇んで彼女に説明する。

「お目が高い！　それはですねー。涙なみだ目めの美少女を前面に押し出すことによって、見た相手が攻こう撃げきをし辛づらくなる効果があるんです！」

「まあ、つまり精神攻撃用よう途とですね！　相手のメンタルをチョベリバに陥おとしいれるとはなんて恐おそろしい……！」

　チョベリバ……？

　あきらを見たら首を振られた。矢や野のさんも。知らないらしい。

「超ちようベリーバッドを省略したのよ」

　おお前まえ田ださんが知ってた。

「よく知ってるなあ……」

「これはむしろ雑学の範はん囲いね。クイズのゲームとかでたまに見るわ」

　ああなるほど――さすが俺達の学力王。

「面白い用途の装備ですね。アニタ、これがあればあなたのお仕事も助かるかしら？」

「か、勘かん弁べんしてください……！　恥はずかしさで逆にこちらの気が滅め入いってしまいます」

「まあ、このデザインは可愛いと思いますけど……？」

「いえそういう問題ではなく……」

「まあ、こちらも面白そうね！　これはどういう効果なのですか？」

　あ、今度は『マッチョアーマー』に興味を示した！

　あきらが嬉しそうに解説する。

「バッキバキの筋肉を誇こ示じすることで、弱い相手は見ただけで戦意喪そう失しつする効果です！」

　ホントかよ嘘くせーな！　単なる趣しゆ味みで描いただけだろ。

　俺の『いぢめないでシールド』に説明を被かぶせてきやがった。ずるい！

　俺のにはホントに効果あると思うが、こっちにはないだろ。

「まあ。ではこちらも精神攻撃用途――！　では両方を一度に装備したら、光と闇やみが両方備わり最強に見えるのでは？」

「「見えますね！」」

　俺とあきらの答えが被った。だって売れて欲しいし！

「そうですよね！　ではアニタ、いつも頑張ってくれるあなたにこちらをプレゼントしようかと思います。ちょっとつけて見て下さい」

「ええ!?　私がですか……？」

「はい。そちらに試着室がありますよ？　店員さん、ちょっと使わせてくださいね」

「「どうぞどうぞ！」」

「うううう……」

　肩かたを落としながら、試着室に入っていくアニタさん。

　なかなか苦労してそうだなーこの人。

「は、初めて売れるかも……！　『マッチョアーマー』が……！」

　あきらが興奮で目をキラキラさせていた。

『いぢめないでシールド』は既すでにほむら先輩とか何人か買ってくれたからなー。

　営業成績では、今のところ俺のほうが上回っているのだ。

　で、可哀そうなアニタさんが着替え終わるのを待っていると――

　――バタン！

　勢い良く店のドアが開いた！

　何だそんな焦あせって駆かけ込んで来なくても……

　入って来たのは三人の男。こちらもＮＰＣ。皆みな黒ずくめで、顔も隠していた。

「いらっしゃ――」

　言い終える前に男の中の一人が、床ゆかに何かを投げた！

　バァン！

　破は裂れつ音おん。するとモクモクと、すごい勢いで煙けむりが立ち上った。

「！　な、なんだよ……!?」

「ええええっ!?　いきなり何!?」

「何も見えないわ……！」

「ひょっとして、ドロボーですし!?」

　一いつ瞬しゆんにして店の中は煙で一いつ杯ぱいになり、視界が塞ふさがれて見えなくなる。

「何事だ!?」

　アニタさんが試着室から飛び出してくる気配。

「窓開けよう窓！」

　俺は窓に近寄ろうとする。

　そんな中、リリィちゃんの声がした。

「きゃあああああっ!?　お、お先にドロンしますうううぅぅっ！」

　バタン！　と再びドアが開く音。

「お嬢様っ!?　お嬢様ーーーっ!?」

　煙えん幕まくが少しだけ薄うすまり、店内が見えるようになる。

　しかしそこに、リリィちゃんの姿はなかった。

　おいおいおい、人さらいかよ……!?　一体何事だ!?

「た、大変なことになった……おじょ――いや、姫ひめ様さまが……！」

　姫様だと!?

　ピロリローン　ピロリローン

　急にシステム通知音が！　そしてメッセージも表示された。




　限定クエスト『お忍び王女様誘ゆう拐かい事件』が発生しました！




　【クエスト概がい要よう】

　ナウでヤングな話題のショップに、ティルーナ王家のリエルリィズ姫ひめがやって来た！

　だが、姫は謎なぞの集団に連れ去られてしまう。姫を無事取り戻さないと――！

　下手をすればギルドショップの評判にも関かかわってしまう……！




　【発生条件】

　クエスト発生判定時に、ギルドショップを最も繁はん盛じようさせていること




「「「「限定クエスト!?」」」」




　俺達は一いつ斉せいに声を上げていた。

『レイブラの魔筆』パワーでギルドショップを流行はやらせたのがトリガーになったのか。

　俺達がやってなかったら、別のギルドでクエスト発生してたんだなこれ。

　これは急展開だ！　全くの想定外な事が起きたな！

「と、とにかく追わねば――！　君達！　良かったら協力願えないか!?」

「了解です！　追いましょう！」

　俺達はアニタさんと共に、ショップを出て捜そう索さくを開始した。

　すぐ店を閉め、誘ゆう拐かい犯はんを追う。

　俺のフードの中で寝ねていたリューも起き出して、俺の頭の上に乗っていた。

「すまない！　先さき程ほど銀ぎん髪ぱつの少女を連れた黒衣の集団が通らなかったか!?」

　アニタさんが通行人に呼よび掛かけると、結構な人数が反応してくれた。

「あっちに……！」

「ありがとう！　行こう、君達！」

　アニタさんと一いつ緒しよに、目もく撃げき証言を辿たどって追つい跡せきしていく。

「リリィさんって、お姫様だったんですね……！」

　走りながらのあきらの問いに、アニタさんは頷うなずく。

「ああ――あの方はリエルリィズ・フォン・ティルーナ様。この浮ふ遊ゆう都市ティルーナの王家の姫様だ……！　私はその護衛を仰おおせつかる騎き士しアニタ・アーシェス。お忍びゆえ変装はしていたのだが……！」

「あいつら何の迷いも無く、リエルリィズ様を拉ら致ちって行きましたね」

　俺が言うとアニタさんは首を縦に。

「ああ、尾つけられている気配は無かったのだが……！」

「だとしたら待まち伏ぶせされてたって事ですかね？」

「あり得るな――姫様がお忍びでここに来ることは、ごく一部の身の回りの者しか知らぬはず。そのごく一部の中に内通者がいたか……！」

「犯人に心当たりは？」

「あり過ぎて逆に見当がつかないな……！　ティルーナ王家の姫など、その存在だけで何に狙ねらわれても可笑おかしくはない。世界で随ずい一いちの権けん威いと技術を持った王家なのだからな」

　アニタさんの言う通り、この世界のパワーバランスはそういう事になっている。

　天上の浮遊都市に居を構えるティルーナ王家は、地上の各国を直接支配することはないものの、そのずば抜けた技術力を背景とした権威により、世界の盟主的な存在になっているのだった。

　そんな風に情報収集を挟はさみながら進んで暫しばらく――

　俺達はだんだんと、浮遊都市ティルーナの港エリアに近づいて行った。

　定期船等の大型飛空艇ていが発着する大おお桟さん橋ばしではなく、うらぶれた倉庫街の一角だった。

　そこを歩いていた現場作業員風のＮＰＣに、アニタさんが問いかけた。

「失礼！　黒衣の集団がここを通らなかったか!?」

「ああそれなら、そこの倉庫と倉庫の間の路地に入ってったぜ。ついさっきだ」

「よし近いぞ！　追い付ける！」

　路地に入る。すると――

　リエルリィズ姫らしき人を抱かかえた黒づくめ達が！

「いた！　追い付いたぞッ！」

　アニタさんが声を上げる。

「姫様！　今お助け致いたします！」

　それが聞こえたか、向こうも反応を見せる。

　姫を抱えた一人はそのまま走り去り、残りは足を止めてこちらを迎げい撃げきする構えだ。




　人さらい　　レベル50×２　王おう冠かんアイコン（レアモンスター）




　名前はそのものズバリだな。ある意味適当と言うか投げやりと言うか……

　問題はレア系のモンスター扱いっぽい所だな。

　まあ限定クエだし、そうなるのは分かるんだが。

「あいつらは俺達が引き受けますから、アニタさんは姫を追いかけて下さい！」

「すまない！　そうさせてもらう！」

「みんなもそういう事だからよろしく！」

「おっけー！　取り敢えずレアっぽい敵は記念にスクショっと！」

　あきらが『魔導式映写機』をパシャリ。

　まあいつも通りのあきらさんで安心する。変な緊きん張ちようとかはないみたいだし。

「分かったわ、高代くん！」

「レベル50のレア系かあ……勝てるといいですし」

「わたしが二体釣つってみるね！」

「頼むあきら。前田さんと俺おれは『マジックエンゲージ』試してみるか」

「そうね、当たれば大きい――でも外れそうな気がするけれど」

「だな。まあ一応な」

　俺と前田さんの検証によると、レア系モンスターにサークルプラス『ディアボリク・ハウル』は効かなかったからな。ここもその可能性は高い。

　それを踏ふまえた上での試行的なものだ、これは。

　本命はやはり、あきらが釣ってからの『デッドエンド』だな。

「んじゃ効いたら後はお任せ！」

「じゃあ行きまーす！　それそれぇっ！」

　あきらが『スカイフォール』を二連続で振ふり抜く。

　生まれた衝しよう撃げき波はが、左右に並ぶ敵にそれぞれ着ちやく弾だんする。

　攻撃を受けた人さらい達は、あきらに向かって来ようとする。

　その脇わきを、アニタさんが駆け抜けて行く。

「後は頼んだぞ！」

　よし、捕まえてくれよ――アニタさん！

　俺達は俺達で、この敵共を片付けないと。

　レベルは倍近く上で、しかもレア系モンスターだ。

　レア系モンスターは、同レベルでも通常配置のモンスターよりかなり強い傾けい向こうがある。

　通常配置の敵なら、この間アウミシュール大古墳でレベル80くらいの奴やつをやれた。

　今度はどうだ――!?

「前田さん！」

「はい！」

　俺達は手に手を取って――

「「『マジックエンゲージ』！」」

　そして俺は『ディストラサークル』。

　前田さんは『ディアボリク・ハウル』をそれぞれ詠えい唱しよう。

　魔ま法ほう陣じんから生み出だされたドラゴンヘッドが、二人の人さらいに突っ込んで行く！




　蓮れんと琴こと美みのマジックエンゲージが発動！　人さらいはレジストした！

　蓮と琴美のマジックエンゲージが発動！　人さらいはレジストした！




　うわやっぱりダメか！

「ダメだわ……！」

「なら切きり替かえて『デッドエンド』で行くぞ！　矢野さんフォロー頼むな！」

「あいあいっ！」

　俺は大範囲の『ディストラサークル』を展開。ＭＰを空にする。

　そしてあきらに攻撃を加える人さらいのうちの一体に、サイドから突っ込んだ。

「『デッドエンド』おおぉっ！」




　蓮のデッドエンドが発動。人さらいに２６２２のダメージ！




　ＨＰゲージもギューンと減るが――

　それでも減ったのは、三割ちょいという程度だった。

　結構ＨＰ高いな……！

　矢野さんが、すかさず俺からヘイトを引き受けてくれる。

「『ギルティスティール』！」

　俺が稼かせいだヘイトを矢野さんが持って行く。

　これで、あきらと矢野さんがタイマンで一人ずつ人さらいを受け持つ構図に。

　だが――

「れ、蓮くんちょっとマズい……！　こいつ結構強いよ！」

　あきらが敵に押されている……！

　攻撃があまり通らないのはまだしも、一いち撃げきごとの被ひダメージが大き過ぎた。

　これではダンスの回復量とダメージの収支が取れない。

　ＡＰアーツポイントが枯こ渇かつしてしまうだろう。

「痛ったあぁぁ～。やっぱガチで殴なぐり合うとレベル差が響ひびきますし――」

　むう矢野さんも。こいつは厳しい――！

　このクエストは敵が強いな……！

　しかし当然かもしれない。

　発生条件がギルドショップを流行らせることだが、出来たばかりの零れい細さいギルドのショップがそんなに流行る訳がないもんな。

　本来ならこのクエスト、もっと有力な大手ギルドで発生して然しかるべきものなのだ。

　それに合わせて、難易度も調整されているのだろう。

　それをこの春の新作アイテム『レイブラの魔筆』と、デザイナー矢野さんのセンスの力で、出来て間もないうちのギルドに引き寄せてしまったのだ。

　だから難易度的には、ウチに合っていない。ミスマッチだ。

　しかし――だから失敗しましたと言う気はないぜ！

　低レベル縛しばり、大いに結構じゃないですか！

　まだ打てる手はある……！

　俺はすぐ側に浮ういているリューに指示を出す。

「リュー！　矢野さんに抱だっこしてもらえ！」

「きゅっ！」

　リューが矢野さんの所に飛んで行く。

　俺は指示を飛ばすと即そく『ディアジルサークル』の詠唱に移る。

「『ディアジルサークル』！」

『ターゲットマーカー』効果により、リューがサークルの光を纏まとった。

　そのまま矢野さんの元に到とう達たつ。

「矢野さん走ってゴー！」

「りょーかい！」

　矢野さんが敵に背を向け走り出す。

　胸に抱いたリュー中心に広がる『ディアジルサークル』には鈍どん足そく効果がある。

　走る矢野さんに、人さらいは追い付けない。

　これで矢野さんは無傷でいられる――！

「あきらも矢野さんに並走してくれ！」

「分かった！　『ホークストライク』っ！」

　高く飛び上がって距きよ離りを稼ぎ、一気に矢野さんに並ぶ位置に着地。

　矢野さんに並んで走ると、二人ともサークルの範はん囲い内ないに身を置く事になる。

　これで二人とも無傷を維い持じできる……！

　そしてあきらにはタレント『闘神の息い吹ぶき』がある。

　放っておけばＡＰアーツポイントが自動回復だ。

　俺と矢野さんのスキルの再使用時間リキヤストも進む。

　つまり、状じよう況きようの好転が見込める。

「よし二人ともマラソンだ！　頑がん張ばれー！」

　あきらと矢野さんが、周囲をぐるぐると回り出す。

　それを追いかける人さらい二体と、四人で追いかけっこだ。

　そうしながらも、あきらは距離が開くと時折足を止める。

　即そく座ざに振り向むくと『スカイフォール』を一いつ閃せん、衝撃波を放つ。

　それが敵に与あたえるダメージは決して大きくは無い。

　が、攻撃を当てることによってＡＰアーツポイントが稼げる。

　これはＡＰアーツポイント目的の行動なのだ。

「蓮くん！　ＡＰアーツポイント２００超こえたよ！　『剣つるぎの舞まい』行ける！」

「おう！　じゃあこっちに！」

「うん『剣の舞い』！」

　くるくるとスピンしながら沈しずみ込み、ばっと立ち上がり剣を掲かかげるキメポーズ。

　優ゆう雅がでキレの鋭するどい剣けん舞ぶの動きだが、あきらがやると可愛さが先行するな。

　俺の体が、キラッキラのメルヘンな輝きに包まれる。

　これで俺のスキルが再使用可能に。

　奥おう義ぎもう一発行けますよ！　早さつ速そく『仕込杖つえ』を合成して装備しておく。

「矢野さんの『ギルティスティール』の再使用時間リキヤスト待ってもう一発行く！」

　俺の方に『剣の舞い』を貰もらったのは俺の『ターンオーバー』『ファイナルストライク』は再使用時間リキヤスト五分なのに対し『ギルティスティール』は三分で、俺の方が長いためだ。

『ギルティスティール』の再使用時間リキヤストは後一分半程のはず。

　俺達は暫くマラソンを続け――

「よし来たっ！　ぶっぱしていいですし！」

「こっちももう一回『剣の舞い』いける！」

「オーケイ！　では遠えん慮りよなく！」

『デッドエンド』二発目！




　スバアアアァァァッ！




「『ギルティスティール』！」

「『剣の舞い』！」

「『仕込杖』合成！」

　いやこれは口に出さなくてもいいんだけど、気分的な流れで。

「からの――！」

　と、あきらが合いの手を入れてくれる。

　まあ、この流れはもはや俺達のパーティでは共通理解ですな。

「とどめの『デッドエーーンド』っっっ！」




　スバシャアアアアアァァァッ！




　蓮のデッドエンドが発動。人さらいに２６２２のダメージ！

　蓮は人さらいを倒たおした。




「よし……！　行けるっ！」

　やっぱ移動する『ディアジルサークル』によるマラソン戦術はつえーな！

　リューがいないとできない戦術だが、おかげで格上の敵でも捌さばけるのだ。

　さすが守護竜りゆうさんは仕事ができるぜ！

「もう一体もこれで行くぞ――！」

　の前に――突とつ然ぜんファンファーレが鳴なり響く。

　レベルアップ音だ！

　ああそうか、通常の雑魚ざこモンスターはどれだけレベル差があろうが、一体あたりの経験値上限が決まっている。これがレベル差から判定される通常経験値。

　が、レア系モンスターは個体ごとに設定された固定のボーナス経験値も持っており、倒せばそれが人数割りで支給される。

　名前はしょぼいが、レベル的にかなり格上のレア系だ。

　全員、二回ずつファンファーレを鳴らす結果になった。

　これでレベルが俺32あきら32前田さん33矢野さん35になった。

「け、経験値がうまいですし……！」

「うん！　ウマーだね！　もうメ〇ルスライム的な何かにしか見えないね！」

「この敵はあんなに可愛くはないけど……」

「とにかくやっちまうぞ！」

「「「おー！」」」

　と言うわけで、同じシーケンスでもう一体撃げき破は！

　レベルが俺34あきら34前田さん35矢野さん36まで上じよう昇しよう！

「よし倒した――！」

「ぐへへへへ。もっと……！　もっと欲ほしいですしぃぃっ！」

「あ、ちょっと優ゆう奈なちゃんが壊こわれ気ぎ味みだ」

「レベル上げ、好きだものね……」

「も、もう一体いたよね、ね！　アニタちゃんがやっちゃう前に倒しに行くべし！」

「あ、ああ……どのみち追わなきゃだしな！」

　俺達はアニタさんを追いかけ路地を進んだ。

　やがて半分崩くずれかけたような廃はい倉そう庫こに辿り着つき――そこにアニタさんがいた。

　最後の人さらいは既に撃破されたのか、その場にいない。矢野さん残念。

「アニタさん！　お姫様は……？」

　アニタさんは、ローブ姿の人ひと影かげを抱きかかえて立たち尽つくしていた。

「ああ……これを見てくれ！」

　放ほうり投なげる。姫様に対して凄すごいことするなと一いつ瞬しゆん驚おどろいたが、すぐに理由が分かった。

　それはピクリとも動かない――人形だったのだ。

「やられた……！　こちらは陽動だったようだ――！」

　何てこった！　これこの先どうなるんだよ……？

　その後――王様に報告しなければと、アニタさんは城に帰っていった。

　俺達はギルドハウスに戻もどり、もう一度お姫様を捜してみたが成果は無く……

　しかしクエストリストを見るに、クエストが失敗で終しゆう了りようした表示はない。

　だからまだ、事態は続行中なのだ。

　この日はタイムアップを迎むかえたが、また明日捜してみよう。







第３章　劇場版的な展開







　で、翌日――

「っしと……！　今日もクエストの続きを……」

　ログインしてギルドハウスに降り立った俺だったが――

「「動くなッ！」」

　いきなり槍を突き付つけられ、複数のＮＰＣの兵士に囲まれてしまった。

「隊長！　怪あやしい奴を発見しました！」

「なんだよ!?　ここは俺達のギルドハウスだぞ！」

　と、隊長格らしい少し豪ごう華かな鎧よろいを身に着けた髭ひげのおじさんがやって来た。

「済まないが、王命により一時ギルドハウスは接収させて頂く」

「ええっ!?」

「昨日ここで起きた事を知らぬと？　我らは徹てつ底てい的てきに現場を調べ上げ、手て掛がかりを探すよう命じられている。それが終わるまで、如何いかに君がギルドマスターであろうが近づけるわけにはいかない」

「むぅ……！」

　昨日のアレ、やっぱまだ継けい続ぞく中なんだな。

　アニタさんはあの後どうなったんだ……？

「本来なら事件に加担した嫌けん疑ぎで、君やギルドメンバーの身み柄がらを拘こう束そくする事もできる。それをしないだけでも良心的だと思ってくれ。世界の最高学府たるレイグラント魔ま法ほう学園の生徒が、そのような事に加担するはずがないと信じてはいるのだ」

「……分かりました。それでアニタさんはどうなったんですか？」

「アニタ様は投とう獄ごくされた」

「ええっ!?」

「もしあの方が偽にせの証言をしていて事件に加担していたのなら重罪であるし、していなくとも姫様を奪うばわれた失態は申し開きが出来ん……」

「むむむむ――なるほど……」

「我等は本来アニタ様の配下だ。何とか姫様をお助けし、アニタ様を牢ろうから出して差し上げたいのだ。ゆえに君も協力してくれ。我らの手を煩わずらわせないで欲しい」

「了りよう解かいです。何か協力できることがあったら言って下さい」

「ああ。済まないな」

　じゃあとりあえず教室に行くしかないか――

　リューもいないし、先にあきら達たちの誰だれかが連れて行ってくれたんだろう。

　俺は学園の教室へ向かった――

　着くと、既にあきら達が教室にいた。

　リューは前まえ田ださんに抱っこしてもらっている様子だった。

「あ、蓮れんくん！　おはよー」

「おはよう高たか代しろくん。リューちゃんは先に連れて来たわ」

「おはー。高代もギルドハウス追い出されてきたカンジ？」

「ああ、みんなおっす。リュー連れてきてくれてありがとな、俺も追い出されたぜ」

「そうなんだ。ギルマスでもそうなんだねー……」

「ギルドハウスを取られている間、ショップも開けないわね」

「いつまで占せん領りようされてんだろーね、アレ」

「分からんけど、アニタさん牢ろう屋やに入れられたって言うし、ほっとくとマズい気がする」

「だね。クエ情報的にはまだ失敗になってないけど、いつなるか分からないもんね」

「やっぱり、私達がお姫様を見つけてあげるといいのかしら？」

「だろうなあ」

「けど、なんか手掛かりありますし？」

「一応わたし、昨日の敵のスクショは撮とってるよ？」

　と、あきらはスクショがプリントされた写真をぴっと取り出す。

　そこには短たん剣けんを構えた黒づくめ――そのものずばり人さらいの画像が映っている。

「これを情報屋に持って行けば、何か分かるかしら？」

「おおー、いいね琴こと美みちゃん！　わたしのスクショが捜そう査さに貢こう献けんするとか胸熱っ！」

「あと、アニタちゃんが何か知ってないかなーって感じ？」

「矢や野のさんの言う通り、そっちの線もあるよなー。両方の線で追ってみようぜ。まず授業終わったらギルドハウスの様子見に行って、そっから情報屋寄ってアニタさんに話を聞きに行くって感じでどうだ？」

「うん、オーケーだよ」

「私も」

「右に同じくですしー」

　よしじゃあ、放課後を待とう！

　授業はちゃんと受けとかねーとな。

　ＭＥＰメリツトポイントＭＥＰメリツトポイントっと！

　そして放課後を迎え、俺おれ達たちはまずギルドハウスの様子を見に行った。

　だが――朝の隊長さんや兵隊の皆さんはまだギルドハウスを出ていく気配は無い。

　これはもしかしたら、クエストが終わるまでこのままだったりするのか？

　仕方がないので、とりあえずショップには暫く休業の張り紙をしておいた。

「仕方ない、次。情報屋行くか――」

　と、そんな俺達に話しかけるプレイヤーが。

「あら、今日はお休みですの？」

「ん……？」

「あ、希のぞ美みさん――」

　赤あか羽ばねさんだった。片かた岡おかも当たり前のようにくっついていた。

　今日もあきらと仲良くなろうと頑張りに来たのか。

　だけど、ショップいつ再開できるか分からないんだよなー。申し訳ないな。

　と、ここで俺にいい考えが！　ピコーンと閃ひらめいたぞこれ！

「実は何かギルドショップがらみのクエストが始まっちまってさ――終わるまでギルドハウス自体占せん拠きよされそうなんだよ、だからしばらくショップも休みになっちまった」

「まあ……それは残念ですわね」

「というわけでさ！　もし時間あったらクエスト一緒にやらねーか？」




「「えええええええっ!?」」




　あきらと赤羽さんが同時に声を上げる。

　一緒に組んでクエストをやれば、雪解けも早まるってもんですよ！

　俺達も戦力が増すわけだしな。これはウィンウィンな提案ではなかろうか！

　前田さん矢野さんと片岡は、成り行きを見守る構え。

　特に異論は無さそうだ。

「ホラ、赤羽さんも早くギルドショップ再開できた方がいいんだろ？」

　赤羽さんが賛成しやすいように、言い訳を考えてこっちから提示してみた。

　この子の本音は、あきらと一緒にクエストやりたい！　なんだろうが――

　素す直なおにそれを言うことは絶対無さそうだし、何も思いつかなきゃ逃にげそうだからな。

　賛成しやすい口実を与えてあげることが重要と見た！

　さぁ嬉うれしいくせに仕方がないからというポーズを取りつつ乗って来るがいい！

「ふ、ふん……！　どうしてもと仰おつしやるならば、力を貸さないでもありませんわ。緊きん急きゆう事態なのでしょう？」

　うむ釣れたぁ！　なんと言うテンプレ的なツンデレ言動。

　彼かの女じよの本音を知ってるから、ちょっと可愛かわいく見えてくるわ。

　俺はあきらにそっと耳打ちする。

「あきらもさ、二人がライバル的存在なのは分かってるけど――普ふ段だんライバルだって劇場版じゃ味方になったりするだろ？　きれいなジャ〇アン的な、な……！」

　俺の例えに、あきらはくすっと笑う。ちょっとウケたみたいだ。

「ふふふっ。そうかもね。じゃあせっかくだから――蓮くんに任せる。ギルドメンバーとして、ギルマスの方針には従わないとねー」

　と、いう事で赤羽さんと片岡を加えた六人ＰＴが結成された。

　このＵＷアンリミテツド・ワールドの１ＰＴの上限は六人までだ。

　何気に六人ＰＴは初めてかもな。

「というわけで赤羽さんも片岡もよろしくな！」

「ええ、よろしくてよ」

「ああ……！」

　片岡がいやにきりっとしていた。何だどうしたんだ？

　と思ったのも束つかの間ま、小声でなんか言ってる。

「わぁいHimechanがいっぱいだ……！　いい匂においだなぁ……！」

　いやしないから！　これゲームだし！

　食べ物とか、アイテムの香こう水すいとかの匂いはするがさすがに人の匂いまでは分からんぞ。

　こいつ勝手に脳内で補完して喜んでやがる！　ヤバいやつだこれ！

「おい片岡、ちゃんとやってくれよお前」

「わかってるぜ！　もちろんだ！」

「ホントかよ……まあとりあえず、さっそくお前に聞きたいんだけどさ」

　こいつこう見えても情報屋ギルドの知識の泉ナリツジレイクの一員だからな。

　従者としてHimechanに尽くすため、色んな情報を得るために入っているそうな。

「おう、なんだ？」

「あきら、あの写真見せてくれ」

「うん」

　あきらが昨日の敵を撮さつ影えいした写真を取り出す。

「こいつらって、どこの誰だか分かったりするか？」

「んん？　何だよこれ？」

「今やってるクエスト関連の敵でさ。昨日戦ったんだけど――」

　と、クエストの概要やら経けい緯いを説明。

「限定クエストですか……そんなものもありますのね。昨日から街中に兵士のＮＰＣが多いのは、そういう事情だったのですね」

　赤羽さんがそう感想を漏もらす。

「流行はやってるギルドショップでの限定クエストはちょくちょく起きるんだわ。毎度バリエーションは違ちがうわけだが……お姫ひめ様さまが誘拐されるパターンは初めて聞くな」

　まあ、毎度毎度誘拐されてるわけにもいかないだろうしな。

　もしそうだと、余りに不自然でリアリティがないもんな。

　このゲームの世界は、ある意味で生き物。

　意志を持ったＮＰＣ達は、独自に世界の歴史を紡つむいでいる。

　――ように見えてしまうほど、作り込みが凄いという事だ。

　そしてプレイヤーの行動や選せん択たくが、世界の進む方向に影えい響きようを与えていく。

　超ちよう高こう性せい能のうイベントジェネレーターは、単なるゲームイベント発生機ではない。

　一つの異なる世界を作り出す語かたり部べなのだ――！

　あ、はい。学校側の説明の受け売りです。

　俺的には面白おもしろいゲームがやれれば、細けぇ事はどうでもいいんだよ！

「リエルリィズ姫ひめを捜す手掛かりにならねえかと思ってさ。何か分からねえか？」

「うーんこれ見ただけじゃなー。ウチのショップでデータベースにアクセスしねーと」

「じゃあ行こうぜ！」

　と、言うわけで『情報屋　ビッグスマックス』へゴー！

　到とう着ちやくすると、今日の店番は口くち髭ひげのある男性ＮＰＣだった。

　おーやっぱ、大手ギルドは店番ＮＰＣも使うんだな。

　ウチも雇やとえるようにならねば……！

「いらっしゃいませ――やあ片岡君ですか」

「ようマークスさん。ちょっと調べたいことがあってさ、少し代わってくれよ」

「ええ。構いませんよ」

　と、片岡はカウンターの中に入り『ディールの魔ま卓たく』を操作した。

「んー……この敵人さらいって名前なんだよな？」

「だな」

「捻ひねりも何もない名前だよなー。んー同じ名前の敵はデータベースに登録なし……と」

「この手持ちの短剣の紋もん章しようのデザインなど、手掛かりになりませんか？」

　横で見ていたＮＰＣのマークスさんから、そうアドバイスが。

「この紋章の部分をスキャンで取り込み、画像データのマッチング検けん索さくをしてみては如何いかがでしょう？」

　おおう有能！　片岡より話が早いぜマークスさん。

　うちも有能な店番ＮＰＣ欲しいなー。

「よし、じゃあやってみる……！」

　片岡が『ディールの魔卓』を忙いそがしく操作し――

「ん……出た！」

「おお？　どんな情報だ？」

　俺達は一いつ斉せいに、カウンター上に置かれている『ディールの魔卓』の画面を注目。

「ああ。カラナート教主国で使われてる紋章みたいだぞ――」

「カラナート……？」

「ミシュール大陸の新興国ですね。隣りん国ごくミシュリアとは、近年何度も衝しよう突とつを繰くり返かえしています。この浮ふ遊ゆう都市ティルーナはミシュリアとは友好関係が深いですから、直接の敵対関係ではありませんが、潜せん在ざい的てきにはそれに近いかもしれません」

　マークスさんの解説がありがてぇ。

「じゃあもしそいつらが絡からんでるとしたら――」

「お姫様、カラナートに連れて行かれちゃってるのかなあ」

「ティルーナの中は、兵士が大勢で捜そう索さくしているものね。潜せん伏ぷくし続けているなら、もう見つかっていても可笑おかしくないわ。ティルーナの外を捜さがした方がいいかもしれない」

「じゃーこのカラナートに出張してみるべし？」

「つってもそこ行っても、範はん囲いが広すぎてどこ捜せばいいかがなー……」

「『天馬の目』を使ってみてはどうですの？」

　赤羽さんが言ったのは、ダンジョン内などで目的の人物の位置を光で指示してくれるナビ的なアイテムの事だ。

　パーティメンバーがはぐれた時の合流に使ったりするんだが――

　攻こう城じよう戦や都市防衛イベントなどでも使ったりすると聞くし、別にダンジョンじゃないと使えないわけではない。

　ただし、パーティ外のキャラをサーチするには色々と条件がある。

　一いつ緒しよにＰＴを組んだ時間が一定以上とか、そのキャラが持っていたアイテムを用意したりだとか――

　それに、あまりに距離が遠いと『天馬の目』もさすがに無効になる。

　少なくとも同じダンジョン、同じ街くらいにはいないと効果がない。

「となると、何かお姫様にまつわるアイテムが必要だよな」

　お姫様とパーティ組んだことなんてねーしな。

　もしそれが用意できたら、カラナートに出向いていろんな場所で『天馬の目』を使って捜索してみようって感じだな。

「じゃあやっぱりアニタさんに会いに行った方がいいね」

　と、あきらが言う。

　その通りだな。アニタさんなら何か姫様ゆかりのアイテム持ってそうだし。

「あとは『天馬の目』が用意できれば――か」

「ウチのギルドのショップに在庫があるぜ。ちなみに一個５万ミラね」

「結構するなぁ……！」

　ここ数日のギルドショップの売り上げが１００万ミラ位溜たまってはいるんだが……

　それをぶっこむことになりそうな予感……！

「じゃあ姫様ゆかりのアイテムが用意できたら、買うか？」

「そうだね」

「ええ」

「世の中何でも金、金ですし」

　じゃあまあそういう事で――次はアニタさんに会いに王城に行くぞ！

　――で、王城に向かってアニタさんに面会。

　ダメと言われるかと思ったが、案外サラッと面会させてもらえた。

　俺達のゲーム内での立場は、このティルーナにあるレイグラント魔法学園の学生なのだが、この立場がある種結構な特権階級と言うか、社会的な信用が高いっぽいのだ。

　浮遊都市ティルーナの未来を担になう超ちようエリート。世界に誇ほこれる人材。みたいな感じで。

「そうか――君達が私に代わって捜索してくれるのだな。ありがたい――ではこれを持って行ってくれ。姫様が自らお造りなされたものだ」

　そう言って、アニタさんは俺おれにシルバーのリングを手て渡わたしてきた。

「……いいセンスしてますねー」

　材質は高そうなシルバーなんだが、トップが思いっきりドクロなんだなーこれが。

　どっかのロックバンドのセンスだわ。

　変わってそうだったしなーあのお姫様。




　プリンセススカルリング（Ｏ）

　種類：アクセサリ　装備可能レベル：１

　特とく殊しゆ性能：取得経験値３倍。

ただしレベルアップ時のステータスアップ量が１／３になる。




　取得経験値３倍！　は凄そうだなオイ！

　しかしステータスアップ量が１／３ってことは――

　レベルアップ時のステータスアップが３だとしたら、１しか上がらんって事か？

　じゃあ２の時どうなるの？　１未満はもしかして０なのか？

　つまり３倍速く３倍弱いキャラが出来上がる――と？

　なんだそりゃ！　使えんぞこれ！　微び妙みようだ！　呪のろわれてんのか！

　何か抜ぬけ道みちがないか検証してみたくはあるが……

　取得経験値３倍だけはすさまじい効果だから残念感がハンパないぜ。

「姫様をお守りする騎き士しとして、これを装備するわけにはいかぬが……」

「まあ――結果的に弱くなりますもんね」

「だが、そのお心はありがたく頂ちよう戴だいし、肌はだ身み離はなさず持ってはいたのだ。これならば『天馬の目』での捜索に使えるはずだ。まあ装備してくれても構わんが」

「いや……いいです。とにかく借りて行きますね。ありがとうございます！」

　アニタさんからアイテムを受け取った俺達は『天馬の目』を仕入れてから、ミシュール大陸の国カラナート教主国へと向かった。

　仕入れた『天馬の目』は10個で、合計50万ミラでーす。

　俺の合成スキルがもっとあれば自作できて、もっと安く手に入るんだが、仕方ない。

　カラナートへの移動は飛空艇ていになる。

　俺達は港に向かい、定期船に乗る事にした。

　行ったことがないから、一発目は飛空艇で行かなければならない。

「うわぁぁーーい！　やっぱ飛空艇は気持ちいいなーっ♪」

　やはり絶景マニアにはこの光景はたまらないらしい。

　澄すみ切きった空、眼下に広がる海、全すべてが鮮あざやかなブルー。

　浮遊都市とその周囲の人工浮島ラグーンが俺達を見送っているようだ。

「ふふっ……あなたはいつもそれですわね――落ち着きのない」

　赤羽さん、表情は笑っているので、別に悪気はないのだろう。

　しかし――

「えええぇぇっ!?　わたし一緒に飛空艇とか乗るの初めてですけど……！」

「――！」

　赤羽さんがしまったという表情になる。

　うん油断してたよな。赤羽さんはＥＦエターナルフアンタジーで密ひそかに一緒だったから、あきらの絶景マニアぶりとかも知ってるわけだが――

　あきらの方は、その事を知らない。

「……わたしの事、監かん視しさせたりしてたんですか？」

　あきらがジト目で赤羽さんを見る。

　ああ、そういう方向に考えが行くわけな。

「い、いいえ、その……」

　ＹＯＵもう言っちゃいなよ。

　しかし突っ込まれると弱い赤羽さんは、若じやつ干かんあたふたしながら――

「う、うちの従者が勝手に……！」

　あ、秘書が勝手に～的なノリで逃げた！　悪徳政治家かよ……！

　笑えねー！　家が政治家もやってんのに……！

「すまん青あお柳やぎさん！　この通り！　良かれと思って……！」
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　片岡が、がばっとあきらに頭を下げた。

　どこまで把は握あくしてんだか知らないが、なんという瞬しゆん発ぱつ力りよく。

　こいつさすがプロの従者だなー。

「まあまあ、あきら。あいつも謝あやまってる事だし――」

　一応、フォローを入れておこう。

「とにかく、そういうストーキング的な事は今後やめて下さいっ！」

「分かりましたわ……そうでしょう片岡君？」

「はい希美様っ！」

「まーまー、というわけで水に流して記念撮影でもしとくか？」

「……そうだね！　じゃあリューくんまたお願いできる？」

　あきらが笑え顔がおになり『魔導式映写機』をリューに手渡す。

「きゅきゅー♪」

　と言うわけで、六人で記念撮影っと。

「なんかお前らと飛空艇乗ると『スカイフォール』の事思い出だしちまうなー」

　と、片岡がつぶやいた。

「あーそんな事もあったなあ。まあお前らの尊い犠ぎ牲せいによってゲットできた件については感謝している」

「ああ、一人のHimechanがそれで幸せになったんだから無む駄だじゃなかったぜ」

「いやHimechanじゃねえって。お前と一緒にするなよな」

　しかし、片岡はまるっきりスルーした。

「それに、新人戦では決勝まで残るくらい活かつ躍やくしてくれてるしな」

「……そういやお前あきらの『エンジェルチャーム』装備のスクショ撮ったか？」

「ああ、当たり前だろ？」

「……後でＺＩＰでくれ」

「いいだろう」

「いやあああああ～！　やめてよ～！　アレはホントに恥はずかしいんだから……！」

　あきらが真っ赤になっていた。

「確かにあれは、衝しよう撃げきだったですし……」

「ええ。そうね――絶対真似まねできないわ」

　矢野さんも前田さんも思い出すと自分も恥ずかしいのか、ちょっと口くち籠ごもっていた。

「そうですの？　必要とあらば使えばよろしいのではなくて？」

　しかし赤羽さんは平気そうだった。

「えええっ!?　あれが平気なの――？」

「やっぱほらことみー……家系ですし、兄貴があれっしょ？」

「ああ、そういえばそうよね――」

「そ、そうではありません……！　好き好んでそうするわけではありませんが、必要ならば仕方がないという事ですっ！　わたくしは、見られて恥ずかしいようなものは持っておりませんもの」

　スタイルに自信あるから見られても平気って事か。

「さすが希美様！　今度取って来るんで着て下さい！」

「ええ、よろしくてよ」

　やっぱ羞しゆう恥ち心しんの薄うすさは血筋なんじゃ……？

　早く話題を変えたいのか、あきらが違う話をはじめた。

「そういや蓮くん、この航路にも襲しゆう撃げきイベントってあるのかなあ？」

「んー……分からねえな。どうなんだ片岡？」

「ん？　あるぜー。つってもこっちも発生自体低確率だけど……」

　しかし――

「な、なんだあんたら……!?　うわっ、何をするっ!?」

「うわああああああーーーーッ！」

　ＮＰＣの船員さん達が、にわかに悲鳴を上げた。

　声の方向に振ふり向むくと、そこには傷ついて倒れた船員さん達と、この間の人さらいによく似たシルエットの敵が……！

　手にした武器にも、例のカラナート教主国の紋章が入っている。

　これは噂うわさをすれば影かげって奴やつか……!?

　本来の襲撃イベントとは、違う襲撃イベントだろうけどな……！

「こいつらがここで襲おそってくるって事は、俺達の方向性は合ってる！　切り抜けてこのまま先行こうぜ！」

　俺の呼びかけに皆みなが頷うなずく。

　今回の敵は四人。こっちも二人増えたが、向こうも二人増えた。

　獲え物ものが前回は二人とも短剣だったのが、今回は格かく闘とう武器のナックル、剣けん＆盾たて、槍やり、杖つえとなっている。

　恐おそらく全然違う戦い方をしてくるだろう。

　そして、今回は戦う場所も狭せまい。この飛空艇の甲かん板ぱんでは、マラソン戦術がやりにくい。

　レベルは前回と同じ50の王おう冠かん付き軍団だ。

　名前は今回はカッコよく『黒衣の暗殺者』になっていた。

　こっちの構成は――

　紋章術師、ソードダンサー、ソードダンサー、空賊、盗賊ローグ、学者だ。

　盗賊ローグ以外全員ボンクラーズとか、なかなかエキセントリックな構成だな。

　これでどうやってこの格上の敵ＰＴに勝つかな――

　あきらや矢野さんが真正面からやり合うと、ガード削けずりがきつくてジリ貧になる。

　レベル差がある上に向こうは王冠付きだしな。

　それは赤羽さんや片岡でも同じだろう。

　ガチのタイマンは分が悪い。そして地形的にマラソンはむずい。

　その中で一番ダメージを抑おさえつつ敵を維い持じできるのは――

「矢野さんすまん『パリィリング』貸してくれ。俺が杖持ち以外は足止めするぜ」

　あれ元々矢野さんの持ち物だからな。

　春の新人戦の間は借りていたが、終わったら返していたのだ。

「ほい、どーぞ！」

「サンキュー！　前田さん俺のフォロー頼たのむ！　あきらと赤羽さんと片岡で杖持ちを倒してくれ。矢野さんは前田さんの近くにいつつ杖持ち攻こう撃げきしてくれ。もし前田さんにタゲ行ったら『ギルティスティール』でフォローよろしく！」

　俺が三体引き付けて維持している間に、あきら達に一体一体倒たおしてもらう作戦！

　マラソンより危険度が高いが、やるしかない。

　俺がやるのはＶＩＴ耐久極振りと『狂きよう信しん者しやの杖』で一番固いからだ。

　ちゃんと『狂信者の杖』の替かえを仕入れておいてよかったな。

「――向こうから来るみたいだよ！」

　あきらの言う通り、敵は向こうからこちらに襲い掛かかって来た。

　これ以上話す時間がない。俺は『狂信者の杖』装備で皆の前に出る。

「前田さん『リベンジブラスト』頼む！」

「ええ――！」

「『ディストラサークル』！」

　俺は自分の周りに『ディストラサークル』を展開して待ち受けた。

　アウミシュール大古墳でやったのと同じ戦法だ。

　真っ先に突っ込んで来たナックル持ちの左右の拳打を、俺はガードする。




　黒衣の暗殺者の攻撃。蓮は攻撃をガードした！

　黒衣の暗殺者に11の反はん撃げきダメージ！

　黒衣の暗殺者の攻撃。蓮は攻撃をガードした！

　黒衣の暗殺者に11の反撃ダメージ！




　よしガード削りは貰もらわない。

　ガード削りでダメージを負ったり、ガードをミスってダメージを貰うと、前田さんが俺に回復を撃うたざるを得なくなる。

　そうなると、回復ヘイトのせいで敵は前田さんに行ってしまう。

　そうなった時用に矢野さんが『ギルティスティール』待機しているが、そうなったらなったで今度は矢野さんがピンチに陥おちいる。

　俺にヘイト獲得タウント系のスキルがあればそれでヘイトを稼かせげばいいが、そんな便利なものはない。盾役タンク系のジョブじゃないしな。

　今は『デッドエンド』撃ってる場合じゃないし、『リベンジブラスト』の反撃ダメージでわずかなヘイトを稼ぎながら、敵の攻撃を完かん封ぷうする勢いで捌さばかなければならない。

　中々難易度が高いが、やるっきゃない！

　一番難易度が高いのが、三体相手にする戦せん闘とう序じよ盤ばんのここだ。

　格闘に続き、剣と槍の攻撃が来る。




　黒衣の暗殺者の攻撃。蓮は攻撃をガードした！

　黒衣の暗殺者に11の反撃ダメージ！

　黒衣の暗殺者の攻撃。蓮は攻撃をガード。21のダメージ。

　黒衣の暗殺者に11の反撃ダメージ！




「む……！」

　マズい。『ディストラサークル』してるのにガード削りされたか……！

　両手武器の槍だから、ガードブレイク性能が他ほかより上なんだな。

　しかしこれは――このままだと、前田さんが回復撃つ⇒タゲが行くになる流れだ。

　槍持ちのヘイトを、俺がガッツリ稼いでおかなければ――

　そんな俺の状じよう況きようを横目に、あきら達は杖持ちに攻撃を仕し掛かけに行く。

「えぇいっ！」

　スカイフォール一いつ閃せん。衝しよう撃げき波はが杖持ちを撃つ。

　そして俺に向かった黒衣の暗殺者達とすれ違うように、一人後方に残った杖持ちに突っ込んで行く。

　杖持ちを挟はさみ込むように、あきらと赤羽さんが立つ。

　片手剣と両手剣による攻撃を加えると、命中率はそれなりにありそうだった。

　七割くらいは攻撃が当たっているイメージ。

　レベルは結構上だが、相手も杖持ちの後衛タイプで回かい避ひは低めのようだ。

　矢野さんが離はなれて撃つ銃じゆう撃げきもスウェイ無効なので、バシバシ当たっている。

　やはり銃は格上向きだよな。

　しかしそれ以上の活躍を見せたのがこいつだ――

「『スケープゴート』！　『シャドウウォーク』！」

　ダメージボーナス付きのヘイト擦すり付つけスキルの『スケープゴート』。

　これまたダメージボーナス付きの潜伏スキル『シャドウウォーク』。

　これを重ね掛けして――

「『バックスタブ』！」

　さらにこれまた、背面攻撃にダメージボーナスが付くアーツ！

　短剣を逆手持ちし、拳を突つき上あげるように斬きり上げジャンプのモーションだ。




　真しん一いちのバックスタブが発動！　黒衣の暗殺者に１００７のダメージ！




　おおおおおー！　あいつダメージ出すな！

　銭ぜにも投げずに四桁けたダメージとかやってくれるぜ……！

　で、そこに二人ソードダンサーもいるわけで――

「受け取りなさい――『剣の舞まい』！」

『スケープゴート』と『シャドウウォーク』が再使用可能に。

　暫しばらく通常攻撃を重ねＡＰアーツポイントが溜まると、再び――

「『スケープゴート』！　『シャドウウォーク』！　『バックスタブ』！」




　真一のバックスタブが発動！　黒衣の暗殺者に１０１１のダメージ！




　さらにあきらからも『剣の舞い』。




　真一のバックスタブが発動！　黒衣の暗殺者に１０２４のダメージ！




　いいね！　二人ダンサーでスキルの回転数がえぐいことになっている。

　これは俺さえキッチリしのげば、何とかなるぞ――！

　さて三体の相手をする俺の状況だが――




　黒衣の暗殺者の攻撃。蓮は攻撃をガードした！

　黒衣の暗殺者に11の反撃ダメージ！

　黒衣の暗殺者の攻撃。蓮は攻撃をガードした！

　黒衣の暗殺者に11の反撃ダメージ！

　黒衣の暗殺者の攻撃。蓮は攻撃をガードした！

　黒衣の暗殺者に11の反撃ダメージ！

　黒衣の暗殺者の攻撃。蓮は攻撃をガード。24のダメージ。

　黒衣の暗殺者に11の反撃ダメージ！




　格闘、剣、槍の順にガードして行くとやはりこうなる。

　そして俺の貰うダメージは、段々蓄ちく積せきしてきていた。

　同時に攻撃を貰わないように動きつつ、ガードで捌いて行くが槍持ちの攻撃がきつい。

　着実に俺をガード削りしてくる。俺の残りＨＰは４００ちょいだ。

「高代くん！　回復は……!?」

「いや、まだ駄だ目めだ！」

　今俺を回復すると、前田さんに敵が飛んで行く。

　格闘と剣のやつは、まだ『リベンジブラスト』の反撃ダメージのヘイトが蓄積してるから、回復してもまだ俺に向かったままかも知れないが――

　槍持ちは確実に前田さんに行くだろう。

　敵対心＝ヘイトは、ダメージを与あたえれば増えるし、ダメージを貰えば減るシステムだ。

　反撃ダメージとガード削りのダメージは、ガード削りのダメージの方が重い。

　つまり反撃ダメージのヘイトは、ガード削りのダメージによるヘイト抜けで、ゼロになっている。

　今槍持ちが俺をターゲットしているのは、初めにターゲットしたのが俺だからに過ぎない。誰だれかがあいつのヘイトを稼げば、たちまちそっちにすっ飛ぶのだ。

　それは避さけないと……！　そのためには――

　俺は機会を待っていた。

　槍持ちのヘイトをガッツリ稼ぐ機会を――だ。

　それはもう、いつ訪おとずれても不思議ではない。

『リベンジブラスト』の反撃ダメージではＡＰアーツポイントは溜まらない。

　だから、格闘と剣持ちのＡＰアーツポイントは０のはず。

　だが槍持ちはガード削りでダメージを出して来る。

　だからＡＰアーツポイントは溜まっているはず。

　そしてその時が来た――




　黒衣の暗殺者はスピニングチャージの構え！




　そのログが見えるのを待っていた！

　矢野さんから借りた『パリィリング』のおかげで、俺のＡＰアーツポイントも準備できている！

「『ウィンドミル』！」

　俺は槍持ちに背を向けて『ウィンドミル』を発動！　高く飛び上がった。

『スピニングチャージ』を発動した黒衣の暗殺者が、突とつ進しんして足あし下もとを通とおり抜けて行く。

『ウィンドミル』は、前方に少し進みつつ高くジャンプする。

　なので、俺は『スピニングチャージ』で走はしり抜けていった槍持ちを追いかけるような軌き道どうで着地する。

　その瞬しゆん間かん、槍持ちと他の二体には距きよ離りが開いている。

　俺はその中間からやや槍寄りの位置につけたのだ。

　槍のアーツは突進系が多いからな。その特性を利用して敵の分断を図はかったのだ。

　俺は即そく座ざに呪じゆ文もんを詠えい唱しよう！

「『ディアジルサークル』！」

　大範囲でＭＰを空にするように発動すると、槍持ちの方に走った。

「前田さん『デッドエンド』行くぜ！　装備変更セツトチエンジ、セットＢ！」

　装備を『仕込杖』に変更し、『デッドエンド』を撃つ！

「『デッドエンド』！」




　蓮のデッドエンドが発動。黒衣の暗殺者に２６２２のダメージ！




　直後に前田さんの回復魔ま法ほうが飛んできて、俺のＨＰは大回復。

　だが『デッドエンド』で大おお幅はばに稼いだダメージヘイトのおかげで、敵のターゲットは動かなかった。

　よしこれで、がっつり俺にタゲが来たぞ！　このまま凌しのげる――！

　俺は装備を『狂信者の杖』に変更し、同じ要領で敵を捌き続けた。

　槍持ちのアーツには『ウィンドミル』合わせで回避する事も忘れない。

　やがて杖持ちを倒したあきら達たちが剣＆盾持ちを引ひき抜いて攻撃を開始。

　それを倒すと次はナックル持ち。

　最後は全員で槍持ち――と順当に捌き切った。

「よしー勝ったあぁぁぁっ！　みんなお疲つかれ！」

「うん、やったね！」

「四人じゃ危なかったわね。六人でよかったわ」

「うへへへ……経験値がうまうまー♪」

　俺40あきら40前田さん41矢野さん42まで上じよう昇しよう！

　ちなみに赤羽さんは44、片岡は41だ。

「希美様ーっ！　やりましたね！」

「わたくしたちが組めば、この程度のレベル差など――でもあなたもよくやりましてよ」

「やったー褒ほめられた！」

「おー。何気に片岡が一番ダメージ稼いでたよな。おかげで早めに一体やれたから、ミスらずに維持できたぜ」

「ふっ……見たかよ。俺だって一人前の従者だ。やるときゃやるんだぜ」

「とはいえ――ＭＶＰは三対一を捌き切ったあなたですわ、高代君。さすがですわね。わたくしを負かしただけの事はありますわ」

「やったー褒められた！」

「はいデレデレしなーい。戦利品出てるよー？」

　あきらに袖そでを引っ張られた。

　そう、敵を倒した後にドンと大きな宝箱が残っていたのだ。

「……罠わなはかかってないみたいだぞ」

「……あたし的にもそう見えますし」

　盗賊ローグと空賊がそうお墨すみ付つき。

「じゃあ、あきら開けてくれるか？」

　天性のラッキーガールだからな。なんかいいもの引いてくれそうだ。

「オッケー！　じゃあ開けるよー！」

　ワクワク。ワクワク！

　ゲームやってて最もワクワクする瞬間の一つだよな、宝箱開ける時って。




　あきらは宝箱を開けた！

　宝箱には『ナースリング』が入っていた！

　宝箱には『ラッシングリング』が入っていた！




　ほう、アクセサリが来たか――




　ナースリング

　種類：アクセサリ　装備可能レベル：40

　特殊性能：身に着けた者に、癒いやしの魔法の力を与える。

タレント『皆かい伝でんの証〈回復魔法〉』と同一の効果。




　ラッシングリング

　種類：アクセサリ　装備可能レベル：40

　特殊性能：身に着けた者に、自身の体を敵にぶつけて攻撃する技術を習得させる。

タレント『皆伝の証〈格闘・当て身〉』と同一の効果。




「おおおおー！　これはいいんじゃね！　さすがラッキーガール！」

「へっへー！　そうだねそうだね、これはいいと思うよ～！」

「これがあれば、高代くんの立ち回りの幅はばも増えるんじゃないかしら」

「うんうん、雑魚ざこ連戦とか乱戦だと空気になりがちだったのが、そこで役立てますし」

「わたくし達は手を貸しに来ただけですわ。これはあなた方がお使いなさいな」

「希美様がそう言うんなら、異議なし！」

「じゃあ、蓮くんがあれ使いなよ～」

　あきらの言葉に皆がうんうんと頷いてくれた。

　そうか――みんな俺の事を思って……ありがてぇ、ありがてぇ。

「みんな――あざっす！　じゃあ使わせてもらうぜ……！」

　そうして俺は、戦利品の入った宝箱から『ラッシングリング』を取り出した！

　いやーこれ欲ほしかったんだよ！




「「「「「はぁ!?　そっち!?」」」」」




　全員から速そつ攻こうで突っ込まれた！

「？　何かおかしな点でも？」

「こ、ここはさすがに『ナースリング』で間ま違ちがいないと思ったんだけど……！」

「そうそうそう！　どー考えても無駄に高いＭＰを活いかさないとだし！」

　前田さん矢野さんがビックリして俺を止めてくる。

「まー確かにな。ＭＰを無駄に投げ捨ててるシーンは多いし、レベル上げ的な雑魚連戦にゃ滅めつ法ぽう弱いし、そういう時にサブヒーラーやれるのは弱点の補強になるわな」

「それ分かってて何でそっちなんだよお前？　回復魔法は従者力高いと思うけどな？」

　いや従者力とやらが何なのかから議論しないと通じませんな。

　まあ片岡としても、疑問らしい。

「決まってんだろ。俺は弱点を補う派じゃねえ――長所を伸のばす派だからな！」

「じゃあ『ラッシングリング』なら長所が伸びるって事だね!?　ねえねえどんな風に？」

　あきらが何かワクワクした表情で聞いてくる。

　前からそうなのだが、俺があきらの考えていないようなことを言い出すと、嬉うれしそうに理由を聞いてくれるのだ。説明のし甲が斐いがあるってもんだ。

「そりゃーあれだぜ。格闘の当て身系って、攻こう撃げき力りよくＶＩＴ耐久依い存ぞんな上にスウェイ無効なんだぞ！　ただしアーツ一発ごとにＨＰ消費するけどな……！」

　格闘系はモーションが豊富なので、技能が四系統に分かれている。

　拳打、蹴撃、投げ、当て身である。

　ジョブが格かく闘とう家かだと、流派選せん択たくって事で四系統のうち二つ使えるようになる。

　それ以上はタレントや装備で増やす必要がある。

　新人戦で雪ゆき乃の先せん輩ぱいが使ってたのは蹴撃だな。

　メインウェポン持ちながら蹴撃って言うのは、モーションの択を増やす意味で非常に有効になる。

　多分人気としては、拳打と蹴撃が二強だ。

　拳打は格闘家なら殆ほとんどが取っている。

　が、蹴撃は他ジョブがサブ的に使うニーズが高い。

　そこからは落ちるが、次は投げだ。

　関かん節せつ技わざなどもそこに含ふくまれていて、相手にデバフ効果を与えるので渋しぶい活躍が出来る。

　で、ぶっちぎり不人気なのが当て身。これは間違いない。

　何故なぜなら威い力りよくがＶＩＴ耐久依存だから。

　当て身は、ショルダーチャージとかタックルとかの突進系のモーションを指している。

　固くて重いガチムチがぶつかって来る方が痛いからＶＩＴ耐久依存なのだろうが――

　ＶＩＴ耐久なんて基本的に盾役タンクしか本ほん腰ごしを入れて上げないので、盾役タンク以外では真価を発揮できない。

　しかし盾役タンクとしても、当て身攻撃のアーツは自分のＨＰも消費するという特性が邪じや魔まになる。

　盾役タンクは敵の攻撃を受け止め、やられずに生き残るのが至上命題。

　自らＨＰを減らす行動は、リスクが高すぎる。

　スウェイ無効と引き換かえのＨＰ消費なのだろうが――盾役タンクとしてはそのトレードが割に合わないのだ。

　通常攻撃ならＨＰ消費は無いが、通常攻撃だけ使うなら蹴撃にした方がモーションの繋つながりが良く、バリエーション豊富でどう見ても上位互ご換かん。

　当て身の通常攻撃は単に体当たりするだけの単発で、モーションの隙すきも大きいのだ。

　しかしここに――こんなヤツがいた！

　盾役タンクでもなくＶＩＴ耐久極振り。

　ＨＰなんて奥おう義ぎごとに１まで減らすの上等。

　スウェイ無効が無けりゃ攻撃が格下にもスカスカ。

　だが奥義の威力だけはぶっちぎりのロマン砲ほう。

　はい俺おれの事です本当にありがとうございます！

　俺なら、当て身のデメリットをスルーしてメリットだけ受け取る運用が可能だ。

　何より当て身なら、普ふ通つうに通常攻撃が敵に当たるんだぜ……

　すげー進化じゃないか？　一度でいいから俺も通常攻撃してみたかったんだ……！

　それにもちろんアーツもあるからな、それによりロマン砲は更さらに進化できるはず！

　正直結構前からここまでは見み据すえてたぜ……！

　当て身の存在があるからＶＩＴ耐久極振りしてもやっていけると判断していた。

　不人気の暗器と不人気の当て身。

　マイナスとマイナスをかけ合わせればプラスになるんだ！

　俺はそのあたりの事を熱くあきらに語った。

　前からこれは取るつもりだった。それが目の前に来たのだ、選ばないわけがない。

　本当は次のテストで頑がん張ばって、タレントで取る予定だったが――

　前まえ倒だおしになってラッキーと言う他はない。

「なるほどぉ……！　じゃあ蓮くんにとっては、ねんがんの当て身を手に入れたぞ！　って感じなんだ？」

「はい！　その通りです！」

「はははは……そ、そこまで目をキラキラさせられたら何にも言えないな～。わたし」

「そ、そうね……私も別に使わないし――」

「右に同じー。でもさぁ『ナースリング』も一番活用できるの高代じゃんね？」

「いや、俺は今回は『ラッシングリング』で十分だから、矢野さんが『ナースリング』貰っといてくれよ。元の聖騎士パラデインにちょっと近づくぞ」

「あたしぃ？　まああっきーもことみーも回復持ちだもんねえ」

　皆伝の証あかし〈回復魔法〉を付ければ、空賊のようなＭＰを持っていないジョブでも、本職の半分程度のＭＰが付加される。

　付けさえすればそれなりに使えるはずだ。

　矢野さん元聖騎士パラデインだから、新しく魔法スクロール買って覚える必要もないしな。

「いいんじゃない？　回復あればソロでもいろいろやりやすくなるし」

「じゃあ優ゆう奈なが貰っておけば？」

「ああ、まあ何かどうしても必要な時が来たら貸してくれ」

「オッケ。じゃあ『ナースリング』はあたしが……」

　と、戦利品の行き先が決まると、ちょうど飛空艇ていも目的地に到とう着ちやくした。

　さあ『ラッシングリング』ではしゃいじまったが、本来の目的を果たさないと。

　リエルリィズ姫ひめの捜そう索さく開始だ――！







第４章　ボス戦と新奥義







　翌朝――

　俺はトリニスティ島の一層にいた。

　早朝のこの時間、ここは俺だけの貸し切りだった。

　そんな俺を熱ねつ烈れつ歓かん迎げいし、アイランドバニー師し匠しようが数十人がかりで攻撃を仕掛けてくる。




　アイランドバニーの攻撃。蓮れんは攻撃をスウェイした。

　アイランドバニーの攻撃。蓮に１のダメージ。

　アイランドバニーの攻撃。蓮にダメージを与えられない。




　こんな感じのログが滝たきのように流れていく。

　まあ何と言うか数十体大量リンクさせて遊んでいたわけです。

　やっぱり、このゲームにおいて俺の故郷はここだ。

　対象を選ばない検証とか実験なら、やっぱりここに足が向いてしまうのだ。

　さて――

「とうっ！　喰くらえ俺の通常攻撃を！」

『仕込杖』を手に携たずさえつつ、俺はアイランドバニー師匠に肩かた口ぐちから突進。

　格闘・当て身系で唯ゆい一いつの通常攻撃、単なるショルダーチャージだ！




　蓮の攻撃。アイランドバニーに１５３のダメージ！

　蓮はアイランドバニーを倒した。




　うむ。いいダメージ出るじゃないか！

　単発だがスウェイ無効で、これならＨＰも消費しないぞ！

　続いて『仕込杖』で別のを叩たたいてみる。




　蓮の攻撃。アイランドバニーに55のダメージ！

　蓮はアイランドバニーを倒した。




　ダメージが全然違ちがう件について。やはりＶＩＴ耐久極振りが効いてるなー。

　スウェイ無効もついてるから、モーションが当たれば確実に当たるし。

『仕込杖』を振る方はＤＥＸ器用が低すぎなので、ちょっと強い敵にはスカスカな上に威力もこの程度と。

　うむ、やはり通常攻撃の性能は劇的に上がったな！　当社比だけどな！

　よしじゃあ次はアーツを――ＡＰアーツポイントは既すでに溜たまっている。

「『ウィンドミル』！」

　で、距離を取った。

　一クラス分くらいのアイランドバニー師匠が、わらわら俺を追いかけてくる。

　その群れに向かって俺は走って突とつ撃げきした。

「行くぜ必殺のおぉぉっ！　『爆炎タッーーーークル』！」

　姿勢を低くし、ラグビーのタックル的な猛もうチャージ。

　地面との摩ま擦さつ熱ねつが強きよう烈れつ過ぎる設定か何かなのか、俺の身体は炎に包まれていた。

　その状態で俺はアイランドバニー師匠の群れに突っ込み、次々と跳はね飛とばす！

　うむ――！　ものの見事な殺人タックル！




　ボエェボエェボエェボエェボエェボエェボエェ！




　師匠たちが次々と、連続で悲鳴を上げ倒れて行く。

　横よこ幅はばは広くないが、自分も移動しながらの前方範はん囲い型のアーツなのだ。

　うーんいいね、中々爽そう快かいだった！　いいなこれ。移動距離も稼げるし。

　しかしやはり格闘・当て身系のアーツは、ＡＰアーツポイントに加えＨＰを消費する。

　アーツ発動により、俺のＨＰは最大値の10％減っていた。

「ふむぅ……となると、やっぱ気になるのはあれだなー」

　アーツ発動でＨＰが０になる場合は？

　そのまま問答無用で戦せん闘とう不能？　それともＨＰ１で生き残るのか？

　試ためさざるを得ませんな！

　ではノック開始――！




　はい、次でＨＰが０になるぞ！　では――！

「『爆炎タックル』！」

　ブオオォォォーッ！　と炎が巻き上がり、何体かのアイランドバニーが吹ふっ飛ぶ。

　そして、急激に俺の身体から力が抜ぬけた。

　動けなくなりばったり倒れてしまう。

「おぅふ……！　ははは……なるほどね、ＨＰ０になる場合は普通に死ぬと」

　これは重要なポイントだよな。メモメモ。

　残ってくれたら非常に嬉しかったんだが、これは仕方ない。仕様が正義だからな。

　さて死しに戻もどりするかな……と思った時に、聞き慣れた声がした。

「ええええっ!?　蓮くんこんな所でなんで死んでるの？　どうしたの!?」

　あきらだった。暇ひまだから様子でも見に来たのかな。

「よーあきら……当て身アーツでＨＰ０になったらどうなるかと思ってさ……」

「あー。ＨＰ１で生き残ったりしないかなー的な検証？」

「そうそう。まあ、ダメだったぜ……」

「はははは。でもあれだねー。これだけアイランドバニーにたかられて転がってると、アイランドバニーに負けたみたいな絵になってるね」

「うわ不ふ名めい誉よだなー」

「面白おもしろいからスクショ撮とっちゃお♪」

「やめい！　もう戻るぞ俺」

「あ、待って待ってー！　あと10秒！」

　とまあ撮さつ影えいに応じてから俺は死に戻りをし、学園の教室に戻った。

　あきらも追って戻って来る。

「うーん、もう一回行くにはちょっと時間が足りねえなあ」

「そうだね。もうすぐ授業だよ」

「んーもっと検証したかったが、仕方ねえまた明日にするか。放課後はクエストの続きだしな」

　そう、結局昨日はリエルリィズ姫は発見できなかった。

　カラナート教主国のいろんな場所で『天馬の目』による捜索を試みたんだが――

　結局用意した『天馬の目』10個を使い切り、タイムアップを迎むかえたのだ。

　だからまだ、ギルドハウスも占せん拠きよされたままだ。

　今日は追加で『天馬の目』10個を仕入れ、捜索続行の予定。

　昨日の段階で一応最後の10個目で反応があり、方角だけは分かっていた。

　移動されたりしなければ、そこから辿たどれば今日は見つけられるはずだ。

　きっと今日で、このクエストの決着が付けられる――

　その前にちょっとでも新能力について検証出来てよかったな。

　またイベントバトルがあったら、活かして見せるぜ！




　　◆◇◆




　さて放課後――

　俺おれ達たち悪魔の仕業デモンズ・クラフトは、赤あか羽ばねさん＆片かた岡おかと合流。

　六人ＰＴを編成し、さらわれたお姫ひめ様さまの捜索を再開した。

　昨日開通しておいたので、転送ルームからのワープでカラナート教主国へ。

　首都である聖都ミルヤムから郊こう外がいに出て北に向かい、山を一つ越え――

　そこにある、花が群生し天然の花園と化している高台が昨日の最終ポイント。

　地名は、ナユタの花園だそうな。今日はここがスタートポイントである。

　風が吹くと花びらが舞って、非常に美しい光景である。

　これは絶景ポイントと言っていいだろう。

「ここ綺き麗れいだよねー！　今度ゆっくりピクニックでもしに来たいな～」

　と絶景マニアのあきらがスクショを撮り終わるのを待ち、捜索続行。

『天馬の目』にアニタさんから借りた『プリンセススカルリング』を読み込ませる。

　当たり前だが『天馬の目』と言っても、何も本当に天馬すなわちペガサスから目玉をくり抜いてきた系のグロい代しろ物ものではない。

　目のような意い匠しようの紋もん章しようが中心に封ふうじられた宝玉であり、捜したい者の情報を読み込ませると俺達の頭上に浮うき、捜索対象の方向に向け、細い光を指し示してくれるのだ。

「北東だな――よし行こうぜ！」

　全員レンタルの騎き竜りゆうに乗っているので、敵は襲おそって来ず移動速度も速い。

　光の指し示す方向に向かい『天馬の目』を５個消費。

　そこで――

「ここだな――この中に光が続いてる！」

　それは、もう長い事使われていなさそうな古い砦とりでだった。

　石壁のあちこちが崩くずれ、合間から雑草が顔を覗のぞかせている。

　見た感じ完全な廃はい墟きよで人がいそうには見えないが『天馬の目』がここを指している。

「よし。ここで騎竜降りて、中を探たん索さくするか」

　誰も異議なし。俺達は徒歩に切きり替かえ、廃砦の中に足を踏ふみ入いれた。




　グルウウゥゥゥゥッ！

　ウオオォォォォ……！




　中にいた、狼おおかみ系の獣けものやスケルトン系が反応し、こちらへ向かってくる！

　だがレベルはどれも40前後――この程度の通常モブなら、大した脅きよう威いではない。

「わーい無む双そうだ無双だ～！　今のうちにＡＰアーツポイント溜めとこ！」

「よっしゃあっきーに続きますし！」

「ふん。まあ準備運動程度にはなりますわね」

「希のぞ美み様ー！　背中を守らせて下さーい！」

　俺と前まえ田ださんを除く面々が、敵を殲せん滅めつにかかる。

　こういう強過ぎず弱過ぎずな敵との連続戦闘が、俺は一番苦手だった。

『デッドエンド』撃うつほどの敵じゃないし、後ろから見ているしかない。

　そうなるとまあサークル魔法で支し援えんするわけだが、弱体のみな上にデフォルトではサークルは移動できない。イマイチ役に立てないのだ。

「こういう場合はちょっと暇よね」

　と、俺と同じ後衛組の前田さんが言う。

　こういう場合の前田さんは、好きなように攻こう撃げき魔ま法ほうを撃つのが大体のパターンだ。

　回復にしたって、前線に二枚もソードダンサーがいるのだから、する必要がない。

「ふっ……それは昨日までの俺の事！　今日の俺は違うぜ！」

　と言うわけで俺も前線に出て、適当に通常のショルダーチャージで攻撃参加！

　通常攻撃がちゃんと敵に当たる喜び！

　ＡＰアーツポイントが増える喜び！

「おおおおおー！　蓮くんが通常攻撃当ててる……！」

「フハハハハ！　見たかこの異次元の進化！」

　と、目の前に出て攻撃してきた狼系の敵の攻撃をガードし、直後体当たりで反はん撃げき。

　相手がダメージを受けながらちょっとよろめく。

　体当たり後、杖つえを振ふり下おろす殴おう打だに繋ぐが、これは回避スウエイで当たらない。

　その後再びショルダーチャージ、これは当たる。

　モーション的にショルダーチャージ⇒ショルダーチャージより、間に杖の殴なぐりを挟はさんだ方が早く二発目のショルダーチャージに繋がるから、スカっても挟む方がよさげ。

　何にしても、ルートなど一つしかない、ワンパターンの通常だがないよりはいいわな。

　これで『爆炎タックル』用のＡＰアーツポイントを溜めるんだ！

「よし、あっちだ――！」

　向かってくる敵をあらかた倒たおし終えた俺達は、『天馬の目』の導きに従い、廃砦の中央にある大き目の建屋に足を踏み入れる。

　途と中ちゆう何回か効果は切れて、もうこれで『天馬の目』は６個目だ。

　そろそろ姫様が見つかって欲しいものだが――




　ギギギイィ――




　錆さびつき気味の扉とびらを押おして屋内へ。

　天てん井じようも崩れて、陽ひの光が直接差し込んでいた。

　奥おくに扉が見え、『天馬の目』の光はそこを指している。

　広いホールの中央に向けて進む。

　すると――

　バァン！　と、奥の扉が勢いよく開く。

　奥から何人も、カラナートの紋章入り武器を持つ黒づくめ達が飛び出してきた。

　それだけでなく、ホールの物もの陰かげのあちこちや、俺達が入ってきた扉からも――

　その数は、実に30人近いだろうか。ちなみに全員レベル50の王おう冠かん付きだ。

「!?　おいおいすごい数だな……！　熱烈歓迎されてるぞ俺達！」

「待まち伏ぶせされてたのかな……!?　これやばいね――」

「や、やばくないこれ……？　さすがに数が多すぎると思うんですけどぉ！」

「ど、どうするの……？」

「まずいですわね――」

「やっぱ難易度高いなこのクエスト……！　後でちゃんとギルドに報告しなきゃな」

　囲まれ、身構える俺達の前に更にもう一人――見慣れない男が現れた。

　黒いローブは他ほかの奴やつ等らと似ているが、フードは被っておらず顔が見えている。

　淡あわい水色の髪かみをしており、やや険があるが整った顔立ちの青年キャラだ。




　フロイ・ヤシン　レベル75　王冠アイコン（レアモンスター）




　きっとこいつ、ボスだな――！

「ケッ。てめえらかよ、お姫様を追って来てるってやつらは。いやどーでもいいな、どっちにしろここまで来た奴やつはブッ殺す……！」

　フロイがにやりと、凶きよう暴ぼうそうな笑えみを浮かべた。

「おいおいせっかちな奴だな……！　なんかこう、しらばっくれたりとか帰れって脅おどしたりとかしねーのかよ!?」

　この物量は初見殺し過ぎるだろ！

　ヤバそうだから今は出直す的な選せん択たく肢しがあってもいいと思うんだ！

「はん、俺は親切な男でな。どうせ最終的には戦うんだ、面めん倒どうな会話イベントは自動スキップしといてやるぜ！　姫は奥の部屋にいる、俺に勝ったら連れて帰りな！」

「別に嬉しくねえけど、あざーす！」

　いやむしろ会話イベント欲しいのに飛ばしてくるゲームとか、不親切なクソゲー認にん定ていされても仕方ないんですが……？

「ふん。クソみてえな任務で退たい屈くつしてたんだ、俺を楽しませろよ！」

　フロイが周囲の黒づくめに号令を下す。

「かかれ――！　一山いくらの雑魚にも利用価値があると俺に思わせてみろ！」

　黒衣の暗殺者達は声を発さず、それでも連れん携けいし一いつ斉せいに襲い掛かかって来る。

　フロイは近くの岩の上にどっかりと座すわり、見物の構えだ。

　おお、これはいわゆる舐なめプか？

　俺らがこの黒衣の暗殺者の軍団を倒すまで見てる的な――？

　フフフ……だとしたら行けるかもしれんぞ。

　レベル75の王冠付きボスとか、一いつ緒しよに来られたら勝てる気がしない。

　が、待ってくれるなら話は別――なぜなら、俺達は成長するからな！

　これだけの黒衣の暗殺者を狩かれば、相当レベルが上がる！

　上がってからこいつ一体なら、いける！　勝てるかも知れない……！

「！　来ますわよ――！」

「うひいぃぃぃ！　これ数の暴力だろ！」

「数多過ぎですし！　ちょっとどーすんのこれ!?」

「た、高たか代しろくん……！　どうすれば……？」

「こ、孔こう明めいー！　早く何とかしてくれー！」

　またこの美少女は三国志ネタをぶっこんできやがる。

　ここでこういう冗じよう談だんが出るということは、まだ余よ裕ゆうがあるという事。

　俺には打てる手があることが、あきらには分っているのだ。

　ではリクエストにお応えして、東南の風的な何かをお見せしますか――

「リュー！　抱だっこだ！」

「きゅー！」

「『ディアジルサークル』！」

　やや広めの範囲のサークル展開！

　輪を狭せばめて来ていた黒衣の暗殺者の大半をサークルが巻き込む。

　範囲に漏もれたのは、接近戦仕様ではない杖や弓持ちの奴等だ。

「行くぞリュー！」

　俺は敵の輪をすり抜け、広場の隅すみへと向かう。

　向かいながらできるだけ、まだサークルを踏ませていない後衛タイプの敵もサークルの範囲に引っ掛けて行く。

　サークルを踏ませることにより、微び弱じやくだが敵にヘイトが乗る。

　他に誰だれも手を出さなければ、奴等はとりあえず俺を狙ねらってくるのだ。

　アウミシュール大古墳でもやった、『ディアジルサークル』によるモンスタートレイン再び――！　これで時間を稼かせぐ！

　接近戦メインの敵は俺を追いかけてくるから、延々マラソンでいい。

　後衛タイプが問題。走っている俺を狙ってくる。

「みんな！　杖とか弓とか、遠えん距きよ離りから蓮くんを狙う奴から順番に倒して行こ！　琴こと美みちゃん以外は一人一体タゲ取りつつ、攻撃はわたしと同じやつに集中して！」

　うん。そうしてくれると助かる！　さっすがあきらは話が分かるぜ。

　あきら、矢や野のさん、赤羽さん、片岡がそれぞれ遠距離持ちのタゲを取ってくれた。

　俺の方に飛んでくる遠距離攻こう撃げきは殆どない。マラソンが安定する。

　向かってくる敵はサークルを踏ませて鈍どん足そく化できる。

　が、飛んでくる弾たまや魔ま法ほうは遅おそくできない。

　このマラソン戦術にとって、敵の遠距離攻撃は脅威なのだ。

　前衛たちはそれぞれ別の敵を引きつけながらも、攻撃は一体に集中。

　横から自分がキープした敵にガシガシ遠距離攻撃されるが、それは無視。

　それより俺に遠距離攻撃が集中してやられたらヤバいからな。

　幸いにもこのＰＴは回復が豊富だからな。回復力で補える！

　俺はマラソンを続け、あきら達たちが黒衣の暗殺者を撃げき破はしていくのを待った。

　一体また一体と倒されて行き、俺達のレベルも上がっていく。

「このままならいける……！」

『ターゲットマーカー』プラス『ディアジルサークル』恐るべしだなマジで。

　見た目こそ地味だが、ある意味こいつが一番のバランスブレイカーかも知れん。

　しかし――

「なるほど――やるじゃねえか……！」

　高みの見物をしていたフロイが、スッと立ち上がった。

　こいつもっとサボってりゃいいものを――！

「そうでもねーって……！　ゆっくりしてていいぞ！」

「ダメだな。話が早いのが俺の美点だ、遠えん慮りよするぜ！　『フローズンボム』！」

　フロイが魔法を唱え、発動させた。

　青く輝かがやく氷結弾が俺の足元に着ちやく弾だんし、広こう範はん囲いを凍こおり付つかせた。

「くっそ――！」

　ダメージも結構あるが――何より足が凍り付いて動かない。

『凍とう結けつ』の状態異常だ。

　魔法の範囲に巻き込まれた黒衣の暗殺者も少なくはない。

　そいつらは俺と同じく、足元が凍り付いて動けずにいるが――

　それでも半分程ほどは無事だった。それが一斉に俺に群がって来る。

　正面からの攻撃はガードでノーダメージにできるが――

　同時に背後からも攻撃される。足元が動かない今、それを捌さばく事が出来なかった。




　黒衣の暗殺者の攻撃。　蓮に66のダメージ！




「ぐっ……！」

「蓮くん！」

　助けに来ようとするあきら達に向けても『フローズンボム』が放たれる。

　そして俺と同じように足元が固まってしまう。

　その間にも敵の攻撃は続く――




　黒衣の暗殺者の攻撃。　蓮に71のダメージ！

　黒衣の暗殺者の攻撃。　蓮に64のダメージ！




　これは、まずい……！

　戦闘不能が見える。俺が崩れればほぼ間違いなくＰＴも全ぜん滅めつだろう。

　ぐぬぬぬぬぬ……！

　これは絶体絶命ってやつか――？

「だが待って欲ほしいッ！」

　その声が頭上から響ひびいて来たのは、そんな時だった。

「う……！　こいつはまさか……！」

　その声にそのフレーズ……！

　中々忘れられるもんじゃない。

　奴だ――奴が来たんだ……！

「あぁん？　誰だ!?　どこにいやがる!?」

　フロイが声を上げた。

「だが待って欲しい。上を見るがいい――！」

　穴が開いた天井の縁ふちを見上げる。

　へ、へ、変態だあああぁぁーーー！

　フルフェイス型のツヤ光りする鉄仮面。

　クリムゾンレッドの小さなスカーフマフラー。

　同じくクリムゾンレッドのブーメランパンツ。

　名付けるなら変態三点セットって所だろうか。

　無む駄だに姿勢が良すぎる腕うで組ぐみポーズの立ち姿。

　胸むな元もとの真しん紅くの薔薇ばらのペイントは、俺もこの変態の片棒を担かついでしまった証だ。

「お、お兄様……！」

「やあ妹よ。苦戦しているようだな――この兄も手を貸そう！　とうっ！」

　天井の縁から飛び降り、くるくるとムーンサルトを決めつつしゅたっ！　っと着地。

　同時になんかよく分からん鳥のようなポーズを決めている。

「少々、無ぶ粋すいやも知れぬが――妹の危機を見ていられぬこの兄心……！　汲くみ取とって頂けるならばありがたし！」

「お兄様、あ、ありがとうございます……！」

　あ！　赤羽さんちょっと目が泳いでるぞ……！　赤面してるし。

　やっぱ流石さすがにあれは恥はずかしいんじゃないか……!?

　変態の兄貴がピンチになったら現れる恥ずかしさは汲み取って貰もらえないんだな！

「ほう……イカスじゃねえの、てめえ」

　フロイのリアクションに俺達は声を上げた。




「「「「「「ええええええっ!?」」」」」」




　何だこいつファッションセンスバグってんのか!?

「あ、六人！　やっぱ赤羽さんもあれには思うところがあるんだな……！」

「な、ななななにを仰おつしやいますの!?　わたくしは何も――」

「む……？　妹よ、どうかしたか――？」

「な、なんでもありませんわ、お兄様！　それよりわたくし達動けませんの。早く何とかして下さいな」

「うむ――！　ならば我わが華か麗れいなる舞まいをお見せしよう！」

　はだか鉄仮面がクルクルとダンスをはじめ、俺達の足元を捕とらえる氷が霧む散さんする。

　しかし男ソードダンサーの動きはキモいなあ。

　やっぱダンスは、あきらのやつが一番お色気と可愛かわいさを兼かね備そなえてていいと思う！

「そして更に――！　ヘイッ！」

　ぴょんぴょん飛び跳ね、くるんと回転し、パパンと手を打ち鳴らす。

　うん異様だやっぱ。根本的に鉄仮面に下裸はだかだし。マトモになるわけがない。

　だがシステムとは無情なもの。

　見た目はともかくちゃんと発動したダンスなので、俺達のＨＰは一気に全快した！

　ありがたみは無いが、さすがレベル２００超ごえの回復力だな……

「さぁ我に注目せよ！　かかって来るがいい！」

　それだけの大回復をすれば、敵のヘイトは一気に集まる。

　黒衣の暗殺者達が一斉にあちらに群がっていく。

　だが――

「フハハハハハ！　未熟なり！　よく狙うがいい！」

　当たらない――！

　回避スウエイ！　回避スウエイ！　回避スウエイ！　の連打！

「さぁ雑魚ざこは私が引き受けた！　君達がボスを倒すがいい――！」

「う、うぃっす……！」

　俺はフロイの前に出る。

「フン、来るか――！」

　睨にらみ合あい。俺の横にあきらが並ぶ。

「い、一応助かったね……あのままじゃ勝ち目薄うすかったし」

　続いて前田さんと矢野さんも。

「喜んでいいのか悪いのかはグレーだけど……」

「ってか……あの鉄仮面なんで攻こう撃げき避けてるだけで反撃しないし？」

　それが耳に入ったか、お兄様が変なポーズを決めて矢野さんに顔を向けた。

「フッ！　こう見えて私はバリバリのリベラリストでベジタリアン！　殺せつ生しようは好まん！」

「ひいぃっ……！　こっち向くなですしぃぃっ……！」

「ま、まあ――お兄様はお優やさしいので……」

　不殺主義って事か？　おいどうやってレベル上げたんだよ……!?

　敵を撃破しない縛しばりとかも、縛りの一種としてはあるけどな！

「ゲームの世界だからと言って、そのポリシーは変わるものではない！　いや現実に何のペナルティもないゲームの世界だからこそ、真の精神が試されるのだ！」

　腕組みポーズに戻った。相変わらずのかっこいいポーズへの冒ぼう涜とく！

「いやゲームの中では捕つかまらねえって、思いっきり露ろ出しゆつしてる件は……？」

「ふ、触ふれないであげて下さいませ……」

「そうだおい高代それ以上は言うなああぁぁあっ！」

　片岡め邪じや魔ましやがった！

「おいおい来ねえならこっちから行くぜ！　『コキュートスオーブ』！」

　フロイの周囲に、青く輝く無数の小さな球体が出現する。

　一つ一つは拳こぶし大だい程度。それがフロイを護まもるようにゆらゆらと滞たい空くうしている。

「こいつは――!?」

「様子見っ！」

　と、あきらが『スカイフォール』を一いつ閃せん！　衝しよう撃げき波はがフロイに迫せまる。

　だが、無数の球体のうちの一つが衝撃波と激げき突とつ。結果衝撃波だけが霧散する。

「吹き飛ばされた!?」

「効かねえのか……？」

「おい高代、俺おれが姿を隠かくして近づいてみるぜ」

「よし頼たのむ」

「おう。『シャドウウォーク』」

　ふっと片岡の姿が掻かき消えた。そして前田さんが魔法を唱える。

「炎なら――！　『ファイアボール』！」

　火か炎えん弾だんがコキュートスオーブの球に衝しよう突とつ！




　ズシュウウゥゥゥ！




　蒸発するような音を立て、そして両方が消しよう滅めつして無くなった。

「これなら相殺はできるわね……！」

「よし連打だ前田さん！」

「分かったわ！」

　再び前田さんが『ファイアボール』！

「そんな単発が効くかよ！」

　フロイが掌てのひらを翳かざすと、青い輝きが何発も前田さんに向けて飛んでいく。

　自由にコントロールできるのか!?

『ファイアボール』は一発で消滅。残りが前田さんに迫って行く。

「きゃ――!?」

「ことみー危ないっ！」

　矢野さんが前に割り込んで盾たてで受ける。




　ピキイィィン！　ピキイィィン！　ピキイィィン！




　だが盾の表面で球体が弾け冷気をまき散らし、矢野さんの足元や半身を凍りつかせる。

「つ、冷たい冷たい冷たいいいいぃぃぃ！」

　ガードの上からＨＰも半分持って行かれている。
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「優ゆう奈なちゃん！」

「しっかりなさいませ！」

　あきらがＨＰを、赤羽さんが凍結の状態異常をそれぞれダンスで回復。

「ハッ！　死ぬのが延びたに過ぎん――！」

　再びフロイは球体を放とうとする。

「そうでもねーぜ！　『バックスタブ』――！」

　お、いいぞ片岡！　ぶちかませ！

「む――！」

　しかしその瞬しゆん間かん、フロイの周囲の球体が一斉に片岡に群がって行く！




　ピキピキピキピキピキイィィン！




「うおおおおおおおおおおっ!?」

「片岡っ！」

　やばい一気に球を貰い過ぎた！　ＨＰがほぼ満タンから一気に全部削けずられてしまった。

　ＨＰゼロ。戦闘不能。

　何気にあいつダメージ稼げるし抜けられると結構痛いな……！

　しかし近づいて攻撃しようとすると球で迎げい撃げきされるのか、厄やつ介かいだぞ――！

「まあ、やられてしまうなんて情けないですわよ……！」

「うううう……しゅいましぇ～ん……」

　その場にばったり倒れる片岡。

　だとしたら、俺の手持ちの能力でやれそうなのは――！

　ゆっくり検証している時間はない。

　俺は自分の中の閃ひらめきを信じ、システムメニューを開きある操作を始める。

「だけど――球は無くなったよ！」

　あきらの言う通りだった。

　片岡への集中攻撃で『コキュートスオーブ』の球は全すべて消失していた。

「今なら――！」

　すかさず放つ『スカイフォール』の衝撃波。

「『コキュートスオーブ』！」

　再展開された青い球体に衝撃波が弾かれる。

「!?　もうっ、再使用時間リキヤストが早いよ～！」

　悔くやしがるあきら。

「フン――おいコラピンクのメスガキ！　てめぇさっきから目め障ざわりだぜ、俺ぁ下品な女は嫌きらいなんだよ！　生きてて恥ずかしくねえのかてめぇは！」

「わ、わたしだって好きでこんな格好じゃないし……！　余計なお世話ですっ！」

「そうだ！　それにその格好はまだまだ控ひかえめな方だぞ！」

　操作を終えた俺は、あきらの隣となりに並びつつ擁よう護ごする。

「蓮くんは余計な事言わないのっ！」

　怒おこられた！

「ハン、もう一匹ぴき下品なのがいるが――てめぇの方がよりムチムチしてる分見てて不ふ愉ゆ快かいだぜ……！」

「何それ！　太ってるって言いたいの!?　どう考えてもセクハラなんですけど……！」

　まー、あきらの方が胸大きいし赤羽さんより背は低いからなー。

　とはいえ別に太っちゃいない。方向性の違ちがいだろう。

　あきらは健康的なお色気の可愛い系けい。赤羽さんは完全にキレイ系だからな。

「まーまー。それよりあきら聞いてくれ……」

　と、素す早ばやく作戦を耳打ち。

「ええええっ!?　アレ？　どうしてもアレじゃないとダメ……？」

「ダメ！　行くぞ『ディバイトサークル』！」

　大範はん囲いのサークル発動。

　ＭＰは完全に空にせず、最大ＨＰの一割ほど残しておく。

「さぁて、さっさと死にな！」

　フロイの号令が響く。

『コキュートスオーブ』の球体が俺達の前に殺さつ到とうする。

　俺はあきらを庇かばうように、その前に立った。

　目の前に迫る無数の攻撃を受ければ、俺も片岡のように戦せん闘とう不能になるだろう。

　だが――そうはいかねーぜ！

「『ファイナルストライク』！」

　ピンで『ファイナルストライク』を発動！

　なぜなら続く奥おう義ぎにこれが含ふくまれていないから！

「奥義――！」

　ゴウッ！　と俺の身体が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれる！

　直後、青い球体が着弾するが炎にぶち当たり消滅する。

　そう、炎で相殺できることは『ファイアボール』で証明済み！

　なら、炎を纏まとう奥義ならどうなるかと言う答えがこれだ！

「何いぃ!?」

「うおおおおおおぉぉぉっ！　行くぜ新必殺！」

　炎を纏い、腰こしを落とし半身を捻ひねった『抜ばつ刀とう術』の構え。

　そのままの姿勢で、俺はまっすぐフロイに突とつ進しんする。




　ズシュズシュズシュズシュズシュウウウウゥゥゥ！




　向かってくる球体が全て蒸発して行く。

　俺の纏う炎は宙に尾おを引き、その形が火の鳥――朱雀すざくを象かたどっていた。

　これが、俺が編み出だした新たな奥義！

　まだ組み合わせを見ていただけで、撃つのも初めてだが――

『ターンオーバー』『爆炎タックル』『抜刀術』の組み合わせ！

「『朱雀一いつ閃せん』っっっっっ！」

　炎を纏った抜刀術が、モロにフロイを捕らえた！

　斬撃と共に俺は走はしり抜ぬけ、フロイの身を大きな火柱が包つつむ。

「うがあああぁあぁぁっ!?」




　蓮の朱雀一閃が発動。フロイ・ヤシンに３５５５のダメージ！




　うん、威い力りよくでは『デッドエンド』を上回ってる――！

　それに『爆炎タックル』の突とつ撃げきの間は、周囲に攻撃判定が出る。

　だから『コキュートスオーブ』の球体を潰つぶしながら進めた。

　問題は『爆炎タックル』のＨＰを残す調整と、ＡＰアーツポイントが必要な点。

　しかしこれさえクリアすれば『デッドエンド』を越こえてくれるなこれは！

『ファイナルストライク』を『スキルチェーン』の三枠わくから追い出せるのもいい。

『ファイナルストライク』は、スキル発動だけしておいて、『次の一いち撃げき』を撃つのを保留し再使用時間リキヤストを待つ発動ずらし連打が効く。

　常に再使用時間リキヤスト待ちを回しておく方が、トータルでは効率的だ。

　だが奥義構成に『ファイナルストライク』を組み込んでしまうと、それが出来ない。

　スキルが発動可能な状態にないと、奥義が使えなくなってしまうからだ。

　奥義から『ファイナルストライク』を追い出せばそれも可能になる。

「て、てめぇ……！　よくも――！　コキュートス……」

　だが俺に注目するフロイの目前には、既すでにあきらが迫っている！

『コキュートスオーブ』は全部俺が吹ふっ飛とばした。

　だからあきらも、ノーダメージでヤツに肉にく薄はくできたのだ。

「させないから！　奥義――！」

「くっ……！」

　素早い反応でガードを構える――

　が、無駄！　なにせあきらの装備は『エンジェルチャーム』ですので！

「『エリアルクレセント』！」

「ぐうううううっ!?　なんだと――」

　ガードを無効化され、為す術無く空中に打ち上げられるフロイ。

　その隙すきに俺は次の『仕込杖』を合成させてもらうぜ！

「赤羽さん！　俺に『剣の舞い』を！　矢野さん前田さんも集中砲ほう火か！」

「ええ、よろしくてよ！」

「おっけ！　ここチャンスですし！」

「はいっ！」

　赤羽さんが『剣の舞い』を発動！

　俺の『ファイナルストライク』『ターンオーバー』が発動可能になる！

　あきらの奥義の二段目が入り、フロイが地面に落ちてバウンド。

「奥義『シャドウブラスター』！」

「『ファイアボール』！」

「ぐうううううううっ！」

　その隙に俺は、ＨＰ調整のためにサークル魔法を撃っておく。

　まだＡＰアーツポイントはある！

　まだ行くぞ――！　コンボ続行だ！

「もういっちょおおおぉぉっ！　『ファイナルストライク』！　そして奥義！」

　再び俺の身体を朱雀の形の炎が包む！

「朱雀一せええぇぇぇぇんっっ！」




　ズゴオオオオオオォォォ！




　蓮の朱雀一閃が発動。フロイ・ヤシンに３５５５のダメージ！




「ぎゃあああああああああっっ!?」

　盛大な火柱が上がる。

「わたしもまだまだああぁぁっ！　『エリアルクレセント』！」

　俺とあきらの奥義二発目で、フロイのＨＰは七割ほど削れていた。

　まだ攻せめる――一気に行く！　そう思っていたのだが――

　二度目の『エリアルクレセント』を受けたフロイの身体が、突とつ如じよ濃こいグレーの球体に包まれた。

「やってくれんじゃねえかてめえらああああぁぁ！　そのツラは覚えたからなぁ！　今度会った時は必ずぶっ殺してやるから覚かく悟ごしとけや――！」

　そして球体がシュンッと音を立ててしぼむと、もうそこにフロイの姿は無かった。

　あいつ――ある程度のダメージで撤てつ退たいする系のボスだったのか……！

　フロイが逃にげ去さると、部下の黒衣の暗殺者達も同じように姿を消して行った。

「逃げた……？　やったああぁぁ！　勝ったねええぇぇ！」

「ええ――やったわね……！」

「よっしゃあああぁぁ！　やってやりましたし！」

「ふぅ――なかなか歯ごたえのあるクエストでしたわね」

「フッ……見事だ妹とその仲間たちよ。私の助すけ太刀だちなど必要なかったかもな――」

「きゅーきゅー！　きゅきゅきゅー！」

　皆みなが喜びの声を上げる中――俺は無言だった。

　無言で『魔導式映写機』を取り出し、あきらのスクショを――

　だってほら『エンジェルチャーム』のスクショ撮とりそびれてたし！

　こんなチャンスは滅めつ多たにないから！




　パシャッ！




　よしゲット！　ねんがんの『エンジェルチャーム』のスクショを手に入れたぞ！

「あっ!?　も～蓮くん！　こんな時にいぃぃっ！」

　速そつ攻こうで装備を戻もどすあきら。だがもう撮ったぜ！

「最高の一枚をありがとう！　俺は満足した！」

「そ～いう問題じゃないでしょ！　ホントにあれは恥ずかしいんだから……！」

「まあまあ、よくお似合いでしたよ」

「も～～～～～！」

　近くで見ていた鉄仮面兄さんが声を上げた。

「ウム――仲良き事は美しきかな！　それでは私の役目は終わった――！　さらば！」

　異様に軽かろやかな身のこなしで割れた天てん井じように飛び戻ると、そのまま姿を消した。

「……」

　まあ一応感謝はしなきゃだな。

　何だかんだであの人が来てくれなきゃ、俺おれ達たちの負けだっただろう。

　フロイだけ倒たおせばいい状態に持って行ってくれたんだからな。

「ま、いいや！　とりあえず姫ひめ様さまを捜さがしに行こうぜ！」

　フロイは奥おくの部屋に姫様がいるって言っていたな。

　俺達は開かれた扉とびらの奥に進み――奥の部屋でリエルリィズ姫ひめを発見した！

　柱に縛られて、猿さる轡ぐつわを噛かまされていたが、特に怪我けがはないようだ。

「ぷはぁっ――！　ああ……皆みな様さまありがとうございます。私がさらわれた時のギルドショップの方々ですね。ご迷めい惑わくをおかけしました……本当に感謝感激雨あられです」

「「「……」」」

　やっぱり言動がアレだなーこの姫様は。

「そうだ。アニタはどうしていますか!?　ここにはいないようですが――？」

「アニタさんなら、姫様を守れなかったって、牢ろう屋やに入れられてます」

「そんなバナナ!?」

　バナナ!?

「そんな馬ば鹿かな――ね……」

　前田さんが通訳してくれた。まあ意味は分かるけども――

「こうしてはいられませんね――申し訳ありませんが皆様、私をアニタの所に連れて行ってくださいますか？」

　拒こばむ理由は無い。俺達は姫様を連れて、城の牢屋に戻った。

　そして――

「姫様っ！　ああ、よくぞご無事で――！　お怪我は有りませんか!?」

　牢ろうの中のアニタさんは、涙なみだぐんで姫様の無事を喜んでいた。

「アニタ……はい、だいじょうＶです！」

「……大だい丈じよう夫ぶという事だと思うわ」

　呆あきれ口調の前田さん。

　うーむ感動の再会のはずが、そういう雰ふん囲い気きを削ぐよなーこのお姫さまは。

「フフッ……ふふふっ。お元気そうですね、姫様。安心しました」

　だがアニタさんは、嬉うれしそうに笑っていた。

　ＮＰＣの二人だが、何かこう、俺達には入って行けない絆きずなみたいなものがあるんだな。

　良く出来たゲームだ――

　姫が戻るとアニタさんも牢から出られることになり、俺達のギルドハウスも俺達の元に戻った。

　以前の通り、ショップも再開できたのだ。

　これにて限定クエスト『お忍しのび王女様誘ゆう拐かい事件』は無事クリアだな！




　　◆◇◆




　パンパカパーン。パパパパパーン。




　俺達の歩くレッドカーペットの左右に並んだ音楽隊が、ラッパを吹き鳴ならす。

　何ていうかこう、帰き還かんした勇者を祝う会みたいな感じだ！

「おおおおお……何かすげーなー」

「き、緊きん張ちようするわね……」

「ちょっと居い心地ごこち悪いですし――」

　俺おれ達たち一いつ般ぱん人じんには、こういう格式ばったセレモニーはちょっと慣れないな。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。あんまりキョロキョロしないで、前だけ見てればいいから」

「あと、姿勢はしゃんとすること――ですわ」

　セレブの家のお嬢じよう様さま達たちは落ち着いたもんだ。

「その通りです……！　さすが希美様」

　こいつも平常運転だなー。

　そんなこんなで、俺達は玉座の間の扉をくぐりその中に入った。

　玉座には、王おう冠かんを被ったダンディーな感じのオジサマが座すわっている。

　その傍かたわらには、俺達が助けたリエルリィズ姫も。

　部屋の両りよう脇わきに居並ぶ武官文官の中には、姫の護衛のアニタさんの姿も見えた。

　今回お姫様を無事助け出した俺達は、浮ふ遊ゆう都市ティルーナの王宮にお呼ばれしたのだ。

　ここは普ふ段だんなら入る事もできないエリアだ。なかなかレアな体験である。

「おお――よく来てくれた、勇ゆう敢かんな子らよ！」

　王様が満面の笑えみを浮うかべる。案外人ひと懐なつっこそうな感じだった。

　俺達は深く一礼するとその場に跪ひざまずく。

　あきらと赤羽さんの見み様よう見み真ま似ねなんだけどな。

「この度たびは我わが娘むすめを助け出して頂き、誠まことに大たい儀ぎであった。この通り礼を言わせてくれ」

　深々と頭を下げる。

　王様にそうされるとちょっと恐きよう縮しゆくだな。

「しかし、流石さすがは我が国くにの最高学府レイグラント魔法学園の学生達だ。私としても鼻が高いよ。卒業した暁あかつきには、世界とこのティルーナのために働いてくれることを願う」

　俺達は皆、はいと頷うなずく。

「では、リエルリィズより君達に渡わたしたいものがあるそうだ。受け取ってくれたまえ」

　お!?　ご褒ほう美びタイムかこれ！

　クエスト報ほう酬しゆうってやつですね。何貰えるのか、ワクワクするぞ！

「この度は私の我わが儘ままのせいで大変な事になってしまいましたが――皆様のおかげで私もここに戻れましたし、アニタも罰ばつせられずに済みました。本当にありがとうございます」

　皆の代表という事で、ギルドマスターの俺が答える。

「いいえ。目の前で人が攫さらわれてほっとけませんでしたし――だけど、何でカラナートの奴やつ等らが姫様を……？」

「それは――あれを止めようとしたのかも……」

「あれ？」

「姫様……！」

　アニタさんが姫を窘たしなめた。

「あ、うふふふ……それは、私にもわけわかめなのです――という事にしておいて下さいな？　いずれ分かりますから」

「はあ……」

　わけわかめ――？

　まあいいんだが、わけわからんって事でいいのかな。

「それはさておき、これは私からの感謝の気持ちです。どうぞお受け取り下さいな」

　笑え顔がおで差し出されたモノを俺は受け取って――

「ありがとうございます。ありがたく頂きます」

　お礼を言って跪いて――

　で、こっそり布で隠されている中身を確かく認にん。




　プリンセススカルリング（Ｏ）

　種類：アクセサリ　装備可能レベル：１

　特とく殊しゆ性能：取得経験値３倍。

ただしレベルアップ時のステータスアップ量が１／３になる。




　ぐはああああああぁ!?

　い、いらねー！　ちょっと嫌いやな予感してたけどやっぱこれかよ！

　あ、あのクエストの報酬がこれなのはちょっとガッカリだな……！

　まあ途と中ちゆう経過で『ラッシングリング』ゲットできたのは収しゆう穫かくだが――

「私、一いつ生しよう懸けん命めい真心こめて作りましたから！　大切にしてくださいね！」

　キラキラ輝かがやく笑顔は可愛いんだけどなぁ――




　そんなこんなでセレモニーを終えた俺達はギルドハウスに戻った。

　そして、俺達は俺達でささやかなセレモニーを。

　まあお菓か子しとか軽食とかジュースとかのアイテムを持ってきての打ち上げだ。

　パンケーキとかクッキーはあきらお手製である。
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　あきらはあきらで、料理スキルはちょこちょこ上げ続けている。

　そのうちギルドショップでも出せるといいな。

「あの――希美さん？」

　赤羽さんと片岡も交えた打ち上げの中で、あきらが改まって赤羽さんに言った。

「あら、何ですの？」

「今回は手伝って下さってありがとうございます。おかげでクリアできました」

「べべべ、別にあなたの為ためではありませんわ……！　こちらのお店はわたくしもお兄様も気に入っていますし、開いていないと困りますもの……」

　おーツンデレツンデレ。

　ぷいと顔を逸そらしているが、鼻の頭がぴくぴくして嬉しそうだな。

「ふふっ。それで、わたしからお礼をと思いまして……受け取って貰えますか？」

「ま、まあ……あなたがどうしてもと仰るならば――」

「じゃあ、手を出して貰えますか？」

「ええ」

　ぽん、とあきらが笑顔で赤羽さんの手にアイテムを渡す。

　それは――『レイブラの魔筆』でピンクに塗と装そうされたフルフェイスの鉄仮面だった！

「どうですか!?　お兄さんとお揃そろいですよ？」

　べし！

　赤羽さんがピンクの鉄仮面をはたき落とした！

「こ、こんなものわたくしは被りません！　わたくしに喧けん嘩かを売っているんですの!?」

「ほ、ほら……！　やっぱだめだったし……！　そりゃ怒るってこんなの――」

「わ、私も止めたからね――」

「……何をやってんだよ」

　女の子へのプレゼントは女の子が選ぶのがいいとか言うから任せたのに――

　まあある意味赤羽さんはまともなんだって分かって良かったけど。

「ほらよ片岡。お礼の品だ」

「？　おおぅありがとう！　大事にするぜ！」

　それは『いぢめないでシールド』系統のノリで作った『使えない従者ねシールド』だ。

　イラスト化した赤羽さんが冷たい目で見てくれる、ドＭなあなたにオススメの一品だ。

　まあ片岡は喜ぶだろうと思って、矢野さんにイラストをお願いしてみました。

　喜んだようで何より。

「ええぇぇぇぇ～喜んでもらえると思ったのにぃぃ……」

　一方怒られてしまったあきらは、落ちた鉄仮面を抱かかえて涙目になっていた。

　いやそのセンスはおかしいぞ。マイベストフレンドよ。

　……一応フォローしておくか。

「赤羽さん、一応言っとくけどあきらに悪気はねーんだ多分……センスがちょっとズレてるだけでさ……ほら、半泣きだし――」

「う……うう――？　し、仕方ありませんわね……！」

　赤羽さんはあきらの手からピンクの鉄仮面をひったくった。

「い、一応貰もらっておいて差し上げますわ……！」

「の、希美さん……！　じゃあ被ってもらえますか!?」

「えぇ!?　そ、それは――」

「そ、そうですか……」

　しゅんとするあきら。

　それを見てまたやり辛づらそうな赤羽さん。

　赤羽さんはあきらと仲良くなりたいし、しゅんとされたくないんだよなー。

「わ、分かりました！　分かりましたからそんな顔はなさらないで！　ほら！」

　とうとう雰囲気的に装着させられた！　可哀かわいそうに……！

「あはははははっ！　すごーい！　怪あやしいいぃぃぃーーっ！」

　こらこら指さして笑って差し上げるな！　恥はずかしいの我が慢まんしてくれたのに！

「あ、あなたはああぁぁぁっ！　ならあなたもお被りなさいっ！」

　流石さすがに怒おこった赤羽さんがあきらに鉄仮面をかぶせた。

　うん怪しい――

「いやああああぁっ！　優奈ちゃんパス！」

「あたしもやだああああぁぁ！　ことみー！」

「ちょっと止めて止めてええぇぇ――！」

　……まあパーティーグッズとしては場を盛り上げたかな――？

「きゅーきゅーきゅーきゅー！」

　最終的には、逆さにしてリューが中に入って、ごろごろ転がって遊んでいた。

「ま、まぁ……これなら無む駄だにはならねーか――」

　で、鉄仮面の中からこんな声が――

「ごろごろぉ……ごろごろぉ……！　たのしゅるりいぃ……！」

　!?　い、今リューが……！




「「「「「「喋しやべったあああぁぁぁぁぁっ!?」」」」」」




　うん――守護竜りゆうって言葉覚えるらしいですよ？







第５章　弱虫ココール







　キーンコーンカーンコーン。




　授業終わりのチャイムが響ひびく。さてこれから放課後、我々の楽しいゲームタイムだ。

　しかし今日はこの後行く所があった。リアル用事ではなくゲーム内で。

「蓮れんくーん、どうする？　このまますぐ行く？」

「ああ。行こうぜ」

　俺とあきらの行き先は同じ。

　何かと言うと、次なる公式イベントであるギルド対たい抗こうミッションの説明会だ。

　各ギルド二名まで出席できるので、俺とあきらが行くことになった。

「んじゃまあ、あたしら店番やってますしー」

「こっちは任せて。そちらのことはお願いね」

「ああ。まあ説明聞くだけだしな。気楽に行ってくる」

　というわけで俺おれとあきらは二人で教室を出た。

　そして校舎を出て学校を出て――浮遊都市ティルーナの王宮エリアに向かう。

　今回のミッションは王宮から発行される勅ちよく命めいという事になっているからだ。

　王宮内にある礼拝堂に集合だそうな。

「さてさて、どんなミッションなのかね……？」

　王宮の中庭を移動している最中、俺は何となく呟つぶやく。

「何だろうね？　わたしとしては世界中の秘境を探検して宝探しとかがいいなー。いろんな所行けるし！」

「ああ、流石さすがは絶景マニアですね」

「うんっ。蓮君は――」




　バキィ！




　ん!?　なんかバイオレンスな音がしたぞ!?

「や、やめてくれコケー……！　痛いコケ……！」

　庭の隅すみっこに数人のＮＰＣの集団がいた。

　みんな純じゆん粋すいな人間タイプの姿ではなく、直立二足歩行だが鳥の顔で鳥の翼つばさもあるって感じ。

　獣人の中でも鳥人種バードマンってやつか。

　さらにその中でもバリエーションがあるみたいで、タカとかカモメとかクジャクの人もいる。

　で、そんな集団の中で哀あわれっぽい声を上げているのが、ニワトリの鳥人種バードマンだった。

　背が低く、でっぷりとした丸っこい体型。

　アニメとかゲーム用にデフォルメされた中年オヤジのシルエットだ。

　名前は――表示を見る限りココールだそうだ。

　その体型とボケーっと呆ほうけたような顔つきから、ゆるキャラ臭しゆうが凄すごい。

　ただ今は他ほかの鳥人種バードマンに囲まれ、怯おびえて顔が引きつっていた。

「はぁ？　てめえからぶつかってきたんだろうが!?」

「そ、それはごめんって謝あやまってるコケー……」

「うっせぇんだよ！　喋んじゃねえ！」




　バキィ！




　タカの人の蹴けりが入る。

「コケー……!?」

「ったく……！　せっかくお空の上までお呼ばれだってのに、何で弱虫ココールなんぞが一いつ緒しよなんだよ」

「ああ、他にも候補はいたはずだが……こいつが英雄候補では鳥人種バードマンの面つら汚よごしになりかねん」

「大方お前の親父おやじが賄わい賂ろでも使ってねじ込んだんだろ？　商人のお坊ぼつちゃんは羨うらやましいねえ！」

「し、知らないコケよ……おいらだってこんなところ来たくなかったコケー……」

「何だと!?　英雄候補に選ばれる事が、どれほどの名めい誉よか分からんのか!?」

「そ、そんな事言ったってコケ……！」

　またココールが蹴られそうになる。

　流石さすがにその前に俺は割り込んで、止めた。

「そのくらいにしとけよ。何か分からねーけど、みっともないぞ」

「あぁ!?　何だ、テメー!?」

　タカの人がギロリと俺を睨にらみつけてくる。

　なかなかの迫はく力りよくだった。さすが猛もう禽きん類るい。

「止よせ。見ろ、こいつはギルドマスターだ」

　少し輪から離はなれて傍ぼう観かんしていたクジャクの人が、冷静にタカの人を制した。

「あ、ああ――揉もめるのは得策じゃねえか」

「そういうことだ。世話になるかも知れんのだからな」

「世話に？　どういう事だよ？」

「いや……すぐに分かる。とにかく失礼した。それでは」

　と、鳥人種バードマン達たちはココールを置いて去って行く。

「大丈夫だった？　ココールくん、かな？」

　あきらがコケているココールを助け起こしていた。

「コ、コケー……ありがとコケ～」

「こんな所で何があったんだ？」

「あいつらは、おいらがここに来てるのが気に喰くわないコケ。だから――」

「でも、あんなの良くないよね！　いじめだよあんなの！　よくない！」

　あきらがプンプンしていた。

「まあ、見てて気持ちいいもんじゃないわな」

「うんうん！　だよね！」

「でも、あいつらが怒おこるのも無理ないコケ。おいらだって、なんでおいらなんかが英雄候補に選ばれたのか――本当に父ちゃんがやらかしたのかもしれんコケ……」

「さっきから言ってるけど、英雄候補って何だ？」

「それは――ああ、いやすぐに分かると思うコケ。だからおいらの事は気にせずやってくれコケな」

「？」

「それじゃあ、ありがとコケ！」

　ココールは礼を言うとさっさと行ってしまった。

「あ、おいもう行くのか――？」

「ココールくん！　何か困ったことがあったらわたし達に相談してねー！」

　体型のせいか不安定なよちよち走りのココールの背中に、あきらが呼よび掛かけた。

「だ、大丈夫なのかなあ……ココールくん」

「ＮＰＣも人間関係で苦労してるんだな。さすが最さい先せん端たんの人工知能。嫌なリアルさだわ」

「ねえ蓮くん。今度会ったら、わたし達で何か力になってあげようね？」

「ああ、そうしようぜ」

　そうして、俺達はミッションの説明会が催もよおされる礼拝堂に到とう着ちやくした。

「各ギルドの代表者は、資料を受け取ったら任意の席について待つように！」

　と呼び掛ける係の人ＮＰＣから冊子を受け取り、中に入った。

「わーステンドグラスだ。綺き麗れいだねー！」

　俺は喜んでスクショを撮っているあきらを先導しつつ席を探し――

　お、この辺空いてるかなと思った一角。そこには――

「やあ、しばらくぶりだな」

　で、出たあああああぁぁぁぁぁぁ！　鉄仮面に下パン一のド変態が！

　この場には長机に長なが椅い子すが並んでいる。

　そのど真ん中の長椅子の更さらにど真ん中に堂々と腰かけている。

　当然誰だれもその側には寄らない、寄りたくない。

　田んぼにできたミステリーサークルのように、中央にぽっかり人の穴ができていた。

　そうだよな、このお方もギルドマスターだったよな……

　いるよね。うん……残念ながら。

「ど、どうも――」

　俺が応じると、周囲がざわついた。

　うわ何こいつあれと知り合いなの？　みたいな空気が凄い。

　ひー恥ずかしい！　逃げたい！

「どうした？　席は空いているぞ？　こっちに座るといい」

　と、隣となりを指さされる。えーと……嫌なんだが！

　あきらも俺の後ろでこっそり首をぷるぷる振ふっていた。

「れ、蓮！　あきら！　何をしているんだ!?」

「馬鹿……！　ほらこっちに来なさい！」

　そんな俺達を助けてくれたのは、雪ゆき乃の先せん輩ぱいとほむら先輩だった。

　がっと強ごう引いんに俺達の手を引っ張って、離れた席に連れて行ってくれた。

　た、助かった――

「ダメじゃないか二人とも、お前達も仲間と思われるぞ……！」

「そうよ、アレには触さわらないのが基本よ……！」

　そういやほむら先輩の教室に行った時にも、まるで空気のようにスルーしてたな……

「ま、まあ一応知らない仲じゃないと言うか、赤あか羽ばねさんのお兄様だし、つい――」

「妹ね。この間の大会にもいたわね。よくもまああの兄貴がいる所に入ったものよね」

「ああ。余よ程ほどこの学校に入りたい理由でもあったのだろう」

　ああそうか、そうだよな。

　それだけあきらと友達になりたいってことなんだろう、赤羽さんは。健けな気げだな。

　そのあきらからはピンクのヘルメットプレゼントされておちょくられてるのに……

「ねえ蓮くん、それはそうと――その資料に何が書いてあるの？」

「ああ。何々――ギルド対抗ミッション『英雄育成』について……だってさ」

「『英雄育成』？　そういやココールくんたちが英雄候補がどうとかって――」

「ああ言ってた言ってた！」

　と――

「皆さん、よくぞお集まり下さいました」

　銀ぎん髪ぱつの超ちよう絶ぜつ美少女ＮＰＣ――つまりリエルリィズ姫がその場に姿を現した。

　リエルリィズ姫の登場に、その場にいるギルドの代表者達からおお、とどよめきが。

　可愛かわいくて大人気のＮＰＣなわけだが、普段は立ち入り禁止の宮きゆう廷ていの奥にいるため、なかなか会う機会がない。レアキャラなのだ。

　初めてリエルリィズ姫を生で見た人間も多いだろう。

「あっ！　リエルリィズ姫だ。アニタさんも」

　この間の限定クエストでお世話になった姫の護衛の女騎き士しＮＰＣアニタさん。

　彼かの女じよも美人で、二人そろうと絵面が非常に華はなやかである。

　俺達が座る長椅子群の奥には、祭さい壇だんがあった。

　そこに登ると、リエルリィズ姫はにっこりと笑顔を見せる。

　あきらの言葉が聞こえたのか、こちらに微笑ほほえみかけているようにも見えた。

「ふふ……優ゆう秀しゆうなレイグラント魔ま法ほう学園の皆様とお会いできて、まんもすうれＰですね」

「まんもすうれＰ……？」

　イミフ！　解説役の前まえ田ださんがいねえし！

「と、とりあえず嬉しいって事……なのかな？」

　あきらも首を捻ひねる。

　やっぱ変わってない。この唐とう突とつに死語をぶち込んでくる感。

　このせいですごい可愛いんだけど不思議ちゃんに見えるんだよなー。

　会場も意味不明の言葉にざわっとしていた。

　特に初めて姫を見た奴やつは混乱するだろう。

「ひ、姫様……！　学生達がポカンとしています。ちゃんとなさって下さい――！」

「まあ……！　分かっていますわよ」

　と、戸と惑まどいのざわつきの中、声を上げるはだかフルフェイス仮面が！

「だが待って欲ほしい――！　解説しよう！　『まんもすうれＰ』とはとても嬉しいという事を意味する造語である！　前世紀の女性アイドルが流行させた、所謂いわゆる『ノリＰ語』の一つだとされている――以上だ！」

　ああうん博識ですね。

　そうだよな、中身は頭いいんだもんな。社長とかやってるんだよな？

　そう――馬鹿だが馬鹿ではないのだ。単に変態なだけで。シンプルに変態なのだ。

「まあそれは何ですか？　とても個性的なファッション――インド人もびっくりですね」

　何なに故ゆえにインド人なのかと思ってしまうのは俺が悪いんだろうか？

　気にしたら負けなんだろうが――

　それよりコレを前にしてドン引きしないとはさすが姫。ハイセンスだわ。

　隣のアニタさんなんて、明らかにドン引きして顔ひきつってるのに。

「だが待って欲しい――お褒ほめに与あずかり光栄です」

　立ち上がって優ゆう雅がに一礼した。

　動きだけはピシッと決まってるのがなお怪しい。

　しかし姫とお兄さまの組み合わせは濃こいな。

　見てるこっちが胃もたれしそうだ。

　ツッコミ所が多すぎて話が進まないからな。

「姫様、姫様。そろそろ本題に――」

「ああそうですね、アニタ。ごほん――それではこの度のミッションについて御ご説せつ明めいさせて頂きますね」

　お、アニタさんナイス。ようやく本題に行ってくれた。

「先日ミシュール大陸のミシュリア国より、我わがティルーナに人材交流の申し入れがありました。曰いわく、ミシュリアの将来有望な若者を浮遊都市ティルーナの環かん境きようで鍛きたえさせてはくれないか――とのことです。ミシュリアは近年隣りん国ごくカラナートとの紛ふん争そうやモンスターの異常発生への対処で多くの人材を失っており、国を動かしていく英雄の育成が急務なのです。永き誼よしみのあるミシュリアたっての願いとあっては、断ることはできません。我が王家はミシュリアの若者を受け入れることにしました」

　ふむふむ――

　同盟国がピンチだ⇒人材育成助けて。人送るから⇒おｋ。受け入れるわ。

　って感じですか。まあ普ふ通つうに理解できる話だ。

「我がティルーナの最高学府と言えば無論レイグラント魔法学園です。そこで皆様にお集まり頂きました。各ギルド毎ごとにミシュリアの英雄候補を一人ずつ受け入れ、各おの々おののやり方で彼かれ等らを鍛え上あげて欲しいのです。そうすることで、皆みな様さま方がた自身も成長できるはずと私は思います」

　なるほどそれでギルド対抗ミッションが『英雄育成』なわけだ。

「なるほどね……ＮＰＣを鍛えるレースね。面白おもしろそうじゃない」

「少し面めん倒どうそうだな……全エリアでＰＫ解放の対人戦祭りが良かったんだが……」

「普段から対人戦ばっかなのに、わざわざギルド対抗でやらなくてもいいでしょうが」

「ふん。物事を極きわめるためにはそれに専念するのが必要なんだ」

　と、雪乃先せん輩ぱい達たちが感想を言い合っていた。

「一月後に英雄候補同士での競技会を催し、その成果にて各ギルドの順位を付けさせて頂きます。競技会の詳しよう細さいは追って伝えさせて頂きますが、上位進出のギルドには当然報酬を用意させて頂きますのでお楽しみに」

　う、嫌な予感――

　また『プリンセススカルリング』じゃねーだろうな……




　プリンセススカルリング（Ｏ）

　種類：アクセサリ　装備可能レベル：１

　特殊性能：取得経験値３倍。

ただしレベルアップ時のステータスアップ量が１／３になる。




　これだよ、これ。

　ちょっと検証してみたが、普段付けといてレベルアップ前に外してっていう黄金パターンは当たり前のように通じなかった。

　一回でも装備したら、もう次のレベルアップのステアップ量がダウンしやがった。

　悲しいので、わざと戦せん闘とう不能になって経験値ロストしてレベル下げて元に戻もどした。

　レベル41で装備して、42の時にアップ率が下がったから、それをキャンセルするには41に戻すんじゃなく、40まで戻して改めて41にならなきゃいけなかった。

　経験値減らしのために何回死んだことか――

　滅め茶ちや苦く茶ちや無む駄だな時間を費やしましたよ！　もうやらんからな！

　正直使い道の分からん謎なぞアイテムだよなー。今の所。

「というわけで――これからどのギルドが誰を受け持つのかを決定していきます。ミシュリアの英雄候補の皆みな様さまをお呼びしますので、ステータスや成長率等をよくご覧になって決めて下さいね。それでは、皆様お入り下さいな」

　リエルリィズ姫ひめが合図すると、続々と英雄候補ＮＰＣ達が入場してきた。

　なるほどこれは――！

「おおおおー！　なんかドラフト会議っぽいな！　いいね、ワクワクしてきた！」

「ふふふ、そうだねー！　いろんな人がいるー！」

　テンション上がったのは俺とあきらだけじゃなく、居並ぶギルドマスター達の視線や雰囲気も熱を帯びる。ざわざわと熱気が、この会場を包つつむ。

　さぁ、俺おれ達たちのドラフト一位は誰ですか！

「なお、各ギルドの選せん択たく希望候補が重複した場合は籤くじ引びきで決定になります。ですがその前に――特例を設けます」

　ほう、特例？

「我が王家への多大なる貢こう献けんを評価し――ギルド悪魔の仕業デモンズ・クラフトの皆様には、他ギルドに優先して一番に候補を選択する権利が与あたえられます」

「え!?　まじで!?」

「わ、すごーい！　やったぁ！」

　声を上げる俺達に、リエルリィズ姫が笑顔で頷いていた。

「そうか――『プリンセススカルリング』だけがご褒美とかおかしいと思ったんだよ」

「ここの優先権が真の報酬って事だよねー？」

「そそ。なるほどなぁ、こりゃデカいかもなあ」

　何せ複数球団競合のドラ１を抽ちゆう選せん無しで持って行けるわけだ。

　これがどれだけデカいかは、プロ野球をちょっと知ってる人ならわかるはず！

　礼拝堂の壁沿いに『英雄候補』ＮＰＣ達が整列していく。

　まだ全員が揃ったわけではないらしく、次から次へと人は入ってくる。

　ギルドの数だけでも50は下らないらしいから、その分候補の数もいるってことだ。

　俺はとりあえず、端はしの方から候補者達を見定めて行く。

　ノーマルな人間もいれば、エルフもいるし、獣人やリザードマンもいる。

　結構バラエティに富んでるなー。ミシュリアって多民族な国なのか。

　浮遊都市ティルーナは人間メインだけどな。

「わ～よりどりみどりだね～！」

「ふーむ……レベルも種族もまちまちだなー」

　現レベルが１とか３とか低い者もいれば、30～40くらいある者もいる。

「やっぱ初期レベルが高い方が有利だよね？」

「そりゃそうだろうな。育成期間は決まってるからな」

「あとはステータスの成長率と、所持スキルに、種族毎の特性と――」

「あと何だかんだ言っても、見た目も大事だよねー」

「ははっ。まあそれも重要ですね」

「蓮くんはやっぱり女の子キャラがいいのかな？　どんな子が好みかなー？　わたしがあの中に入ってたら、選んでくれるー？」

「え？　えーと……たらればの話はしませーん！」

「あ、ずるーい誤ご魔ま化かしたぁ」

　にこにこしつつ、ほっぺたをつんつんされた。

「やめい……！　ほら、真ま面じ目めに選ぶぞ」

「はいはーい」

　と話してる俺達を雪乃先輩とほむら先輩が見ていた。

　雪乃先輩は微笑ましそうに。ほむら先輩はちょっと冷めた感じで。

「ははは。蓮とあきらは本当に仲がいいなあ」

「目の毒よねー……あー。あたしも彼かれ氏し欲ほしい」

「お前には無理だ、諦あきらめろ。その性格ではな」

「はぁ!?　あんたに言われたくないわよ！　あんたも年ねん齢れいイコール彼かれ氏しなしじゃん！」

「私は別に欲しくはないからな。一向に構わんぞ」

　とまあ言い合っているのを横目に目ぼしい候補をピックアップ。

　英雄候補のＮＰＣ達は、レベルや名前の他にステータスアップ率のグラフや、所持スキルのリストも閲えつ覧らんできるようになっていた。ジョブの概がい念ねんは無いっぽい。

　初期レベルの高い者、ステータスアップ率の高い者、所持スキルの豊富な者――

　見た目はまあ、特に拘こだわらずだ。別に男でもいいっちゃいい。

　ウチのギルドは男俺だけだし、ちょっと肩かた身み狭せまいからなー。

　うーむやはり初期レベルが高いとステータスアップ率は控ひかえめな傾けい向こうかな。

　レベルが低くても、ステータスアップ率の高い方にロマンを感じるのが一いつ般ぱん的てきだろう。

　で、レベルもステータスアップ率も高い上に良スキル持ちのキャラがたまにいる。

　いわゆる優ゆう遇ぐうキャラですね。

　特に目ぼしいのは――




　セルフィ・ミューズ

　レベル62　エルフ




　【プロフィール】

　ミシュリア国に住むエルフ族長の娘むすめ。

　強大な魔法の才能を持つが、争いを好まない穏おだやかな性格。




　【成長率（筋／耐／器／敏びん／知／精／魅み）】

２／３／４／４／８／７／５




　※習得魔法多数。攻こう防ぼう共に所持。

　魔法能力アップ系のスキルも完備。




　初期レベル◎　成長率〇　初期技能◎　って感じだな。

　育成なしでも俺達より強いんですがこの人。即そく戦せん力りよくだな。

　しかも金きん髪ぱつ美少女エルフちゃんと来た。

　ドラフト一位指名が集中するだろうなー。

　それから――




　ミコット・コープル

　レベル58　獣人（ワーウルフ）




　【プロフィール】

　ミシュリア辺境の獣人の里に住む女戦士。

　年若く里の外に出たことは殆ほとんど無い。

　が、既すでにその実力は里で一、二を争あらそうという天才児




　【成長率（筋／耐／器／敏／知／精／魅）】

６／６／７／７／２／２／６




　※戦闘系所持スキル多数。ヘイト獲得タウント系のスキルも完備。

　また、レベルアップに必要な経験値量を引き下げる『天てん賦ぷの才』も持つ。




　こちらも初期レベル◎　成長率〇　初期技能◎　かな。

　前衛系の優遇キャラだろうなー。レベルも普通より上がりやすいみたいだし。

　この二人が二強かな？　どっちも美少女キャラだし人気出そうだ。

　男キャラにも頑がん張ばって欲しいが――

　あ、こういうキャラもいるな。




　アルフレッド・ブリーズ

　レベル１　人間




　【プロフィール】

　ミシュリアの地方貴族の息子むすこ。

　だが戦乱で領地は他国に奪うばわれており、貴族と言うのも名ばかりになっている。

　家の再興を目指し、英雄候補を目指した。




　【成長率（筋／耐／器／敏／知／精／魅）】

７／７／７／７／７／７／７




　※『大器晩成』を所持。

　レベルアップに必要な経験値量が増える代わりに成長率にボーナスを得る効果。




　初期レベル×　成長率◎　初期技能〇　かな。

　レベルが追い付けば、最強候補だろうな。

　見た目はお姉さんに好かれそうな可愛い美少年だ。




「セルフィちゃんミコットちゃんが強そうだね。アルフレッドくんも育ったら最強かも」

「ああ、だよなー」

　まあ、常識的に考えるとそうだろう。

　誰が見ても大体そういう結論になる。

　俺達は優先指名権があるから、この中から誰か選べば問題ないだろう。

　でも――でもなあ……

　いつも思うんだ。優遇された条件で優遇された結果を残して何が楽しいのかと。

「んー……他には――？」

　俺は新しく入って来たＮＰＣのステータスを見る。




　クジャータ・ジェット

　レベル55　鳥人種バードマン（クジャ族）




　【プロフィール】

　ミシュリアに住む鳥人種バードマンの中でも名の知れた魔法戦士。

　勇ゆう猛もうかつ冷静で経験豊富。

　クジャ族は空を飛ぶ事が出来る。




　【成長率（筋／耐／器／敏／知／精／魅）】

５／４／６／５／４／４／５




　※戦闘系スキルと攻こう撃げき魔ま法ほう系のスキルを複数保持。




　おお、こちらも結構……ってか見覚えあるな!?

　さっきココールと一緒にいた鳥人種バードマンだ。

　ってことは――？

「あっ！　ココールくんも！」

　さっき会ったニワトリの鳥人種バードマンのココールもいた！

　なるほど、あいつもこれの候補だったんだな――！

　んじゃ、ココールのステータスを見てみるか。




　ココール・サンダース

　レベル１　鳥人種バードマン（コケ族）




　【プロフィール】

　ミシュリア王都に店を構える商人の息子。

　鳥人種バードマンの中でもコケ族は飛行ができず、非力。

　そのためか商売を生業とする者が多い。

　商才はあるが戦いの才能はない。臆おく病びような性格。




　【成長率（筋／耐／器／敏／知／精／魅）】

１／３／１／１／１／１／１




　※特とく殊しゆスキル

　丁でつ稚ち奉ぼう公こう　　ギルドショップの店番を引き受けることができる

　下した請うけ職人　プレイヤーの指示に従い工こう房ぼうでの生産を引き受けることができる

　ノミの心臓　バトル中すべての能力値がダウンする




　おいいいぃぃぃ！　何だよバトル中すべての能力値ダウンって！

『丁稚奉公』と『下請け職人』はいいが、バトル向きではない。

　うむ。初期レベル×　成長率×　初期技能×　だなこれは！

　ヤバいな、ココール。これは最弱候補だろ――

　プロフィールで戦いの才能無いとか言われてるし。

　他の鳥人種バードマンは皆みなレベル30以上はあるし、成長率も悪くない。しかも飛べるし。

　このステータスと成長率と呪のろいみたいなスキルでは厳しいなー。

「う、うわー……ココールくん、なかなかなステータスだねー……」

「ああ……ある意味芸術的と言うか……」

　だが――だが――

　だからこそ――！

　そう、優遇されたキャラ使って結果を残して、何が楽しいんですかって話ですよ！

「くっくっくっく――ぐふ……ぐふふふふふぅぅ……」

　俺の含ふくみ笑わらいを見てあきらがビクッとした。

「ど、どうしたの!?　お腹なか痛いの？」

「いやそうじゃねえよ……いいねぇ――！　見つけた、見つけたぞ……！」

「！　れ、蓮くんまさか……？」

「魔改造！　覚かく醒せい！　ジャイアントキリング！　ココールには全すべてのロマンが詰つまってるとは思わないかね!?」

「で、出たー！　いつもの蓮くんの病気……！　目がキラキラしてるっ！」

「あきらもさっき言ってたよな？　今度会ったら力になってあげたいって」

「う、うん――」

「さぁまた会ったぞ！　今がその時ではないのかね!?　あきら君！」

　あきらは一いつ切さい反論してこなかった。

　それどころか、にこにこ笑え顔がおになっていく。

「ふふふっ。分かってるって。反対なんてしないよ？」

「おお――マジで!?」

「さっすが蓮くんはブレないよね～。馬ば鹿かだけど、それでこそって感じ」

「さすがマイベストフレンド！　話が分かる！」

「うんうん。わたしはもうとっくに諦めてるからね～？」

「んん？　人聞きが悪いんですが!?」

「気のせい気のせい。よーしそれで行こ！」

「おう！　やってやろうぜ！」

「うんっ！　オッケー！」

　と、言うわけで俺達のドラフト一位は全会一いつ致ちで決定した！

　そして――

「――では皆さん着席を！　選択と抽選に移りたいと思います」

　と、リエルリィズ姫がその場を仕切る。

「まずは先さき程ほどもお伝えしました通り、悪魔の仕業デモンズ・クラフトの皆様。お望みの英雄候補の指名をどうぞ」

「「はい！」」

　俺おれとあきらは声を揃そろえて起立する。

　周囲のギルドマスター達から、あの子は指名してくれるなよ～とか、あいつは残してくれ～とか声が聞こえる。

　多分大だい丈じよう夫ぶだと思うよ？　被らないと思います！

「「ココール・サンダースでお願いしますっ！」」

　俺達はびしっとココールを指差して宣言した。




「「「「えええええええええええぇぇぇっ!?」」」」




　会場が悲鳴のような驚きよう愕がくに包まれていた。

「な、何考えてんだあいつ……!?」

「よく見たらこの間の対人イベントでアホみたいに銭ぜに投げしてた馬鹿じゃねーか……！」

「うわぁ、あきらちゃんまで巻き込まれてる……！」

　流石にこれには、リエルリィズ姫も呆あきれた顔をしていた。

　人の好意を無む駄だにしやがって――！　と顔に書いてある。

「お、おい蓮にあきら！　考え直せ！　いくら何でもそれは……！」







[image: ]







「そうよ、君達の小さいギルドじゃ、元々育成の人手や資金で不利なんだから……！　そこまで縛しばる事はないんじゃないの？」

　雪乃先輩とほむら先輩も血相を変えて止めてくる。

「あきら。こういう時はあきらが蓮を止めてやらないと……何を一いつ緒しよになって――」

「違ちがうんです雪乃さん――今度ばっかりは、わたしも大賛成なんですっ！」

　おお、あきらの目がゴーッと燃えている！

　さっきココールがいじめられてる現場見ちゃったからかな。

　アレがよっぽど気に喰わなかったらしい。まあ俺もあれはムカついたが。

　それにしてもあきらって優やさしいよなー。うーん惚ほれ直すぜ。

　ん？　惚れ直す？　あれ？　んー……？

　うーんまぁいい先に行こう！

「だが待って欲しい。あまり外野がとやかくいう事ではないさ、何も罪を犯おかしたわけでもあるまい。それに、あまり騒さわぐのは選ばれた彼かれにとってみても失礼ではないのかね？　尊厳が傷つきかねん。ＮＰＣといえども一個の人格であろう？」

　その言葉に、会場が水を打ったかのようにシンとする。

　いい事言ったからとかではなく、誰も絡からみたくなかったからなのは間ま違ちがいない。

　内容的にはいい事言ってるように見えるが、突っ込みどころも満まん載さいだし。

「いや、あんたの恰かつ好こうこそ犯罪的だコケよ。どの口が言ってんだコケ？」

　おぉココール！　突っ込んだぞお前凄すごいな！

「フッ……この世界に公然猥わい褻せつ罪ざいは存在せん。故ゆえに問題はないのさ」

　いや早く存在するようになってくれねーかな！

　とりあえず、リエルリィズ姫がその後を引き取ってくれた。

「で、では――悪魔の仕業デモンズ・クラフトが担当する英雄候補はココール・サンダースに決定しました！　ではココールさんは彼等の所へ」

　姫に促うながされ、ココールがえっちらおっちら歩いて俺達の元にやってくる。

　胴どう体たいがタルみたいに丸っこいから、動きがコミカルだなー。

「コ、コケー……さっきの人たちだコケな……？」

「ああ、俺は蓮だ！　よろしくココール！」

「わたしはあきらだよ、ココールくん！」

「す、すまんコケー。あんな姿見せたせいでおいらなんかを……」

「お前が謝あやまる事じゃないって！　俺達がお前が良かったんだよ」

「そうそう！　歓かん迎げいするよー！　せっかくだから楽しんでいってね」

「コケー……よ、よろしくだコケ～」

　挨あい拶さつを交かわす俺たちを尻しり目めに、ドラフト会議は続いていく。

「はいそれでは……次の指名に参ります――！」

　俺達的には、いいドラフト会議になったと思う！　満足！







第６章　狩場殺しの残虐ファイト







　ギルド対たい抗こうミッションのドラフト会議から、三日が過ぎた。

「ただいまー」

　授業を終えた俺達がギルドハウスに戻ると、ココールが出で迎むかえてくれた。

「あ、みんなお帰りコケー！」

　ギルドショップ内のカウンター奥おくの椅い子すからぴょこんと降りる。

　一々動きがコミカルで愛あい嬌きようがあるやつだ。

「きゅーきゅー！　ちきん……！　ちきん……！」

　リューがじゃれついて、ココールの頭に乗るとカプっと甘あま噛がみした。

「コケーっ!?　やめろコケ！　捕ほ食しよくすんなコケーっ!?」

　バタバタと走り回る。

「あはははっ。リューくんココールくんに懐なついてるねー」

「いや、ガチで喰くいに行ってる説もありますし。リューがもうちょいデカくなってたらヤバいんじゃ……？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよきっと――わざわざそんなイベントを作り込むと思えないし……」

「どうかなー……アホな部分の作り込みは異様に凝こってるしなー」

「高たか代しろくんまで……！　脅おどかさないでよ」

「蓮れん、蓮！　はいこれコケ！」

「ん？」

　ココールが俺にアイテムをトレードしてきた。それにお金も。

　11万ミラに、ギルドショップ用のラッピングアイテム多数と。

　俺が頼たのんでおいた数量とデザインがきっちり守られている。

「おー結構売れたなぁ！　それに合成もばっちりだな！　ありがとな！」

「しばらく厄やつ介かいになるコケからな。置いてもらう分は労働で返すコケよ」

　そう、ココールは『丁稚奉公』と『下請け職人』を持ってるから、ギルドショップの店番を任せる事が出来る。更さらに合間に商品補ほ充じゆうのための合成もやってくれる。

　ちょうど店員ＮＰＣは欲しかったところだから、その点ではピンズドの補強だったり。

　商人の息子らしく商才があり、店の外で呼び込みまでやってお客さんを増やしてくれている。授業の間に店を任せておくと、俺達が店番をやる時の１５０％くらいのペースで売り上げを上げてくれるのだ。

　店員ＮＰＣとしては、実はすげー有能だったのだ。

　ただ、レベル上げにはまだ行けてないから、レベルは１のままだ。

　まだ店の事とかに慣れてないから――とココールは言っていたが……

　流石さすがにそろそろ行動開始しないとな。

「じゃあさ、ココール。今日はこれからレベル上げ行こうぜ！」

「やった待ってましたしー！　レベル上げレベル上げ♪」

　矢や野のさんレベル上げ好きだからなー。嬉うれしそうだ。

「そうね。そろそろ動き出さないと、他ほかのギルドに後おくれを取ってしまうわね」

「そうだね！　頑張ろココールくん！」

「コ、コケー……ほんとにやるコケか……？　せっかくおいらを連れて来てくれた蓮たちには申し訳ないコケが、おいらなんか鍛えても無駄コケよ？　才能無いのは自分でも分かってるコケー……店番してる方が役に立つコケが……？」

「ああ、店番してくれるお前はすげー役に立ってくれてるよ。だからさ、もう役に立ってるんだから、鍛えても無駄とか考えなくていいんだよ。遊びに行くつもりでいいからさ」

「そ、それでいいなら……ちょっと行ってみるコケか――」

「よし、じゃあ装備を整えてだな――」

　と、俺達はココール用の装備を見み繕つくろう。

　ＮＰＣも武器防具の装備は勿もち論ろんできるからな。

　それをコーディネートしてやるのもこっちの仕事だ。

　ただ何でも装備できるわけではなく、キャラによって装備可能な系統は決まっている。

　ココールの場合は革かわ鎧よろいとか鎖くさり帷子かたびら系までの軽戦士タイプだった。

　武器防具類には装備可能レベルがあるから、まあレベル１でも行けるのを一通りと。

　その位なら俺が余よ裕ゆうで合成できるので、合成して装備してもらった。

「武器は何系統がいいんだ？」

　ココールが装備できるのは――

　短たん剣けん、剣、槍やり、鞭むちに――あと機械弓すなわちボウガンだな。

　結構装備できる種類は多いなー。我々の紋もん章しよう術師は基本杖つえオンリーですぞ。

「直接斬きったり叩たたいたりは苦手コケよー……」

「じゃあボウガンにしとくか」

「そうするコケー」

　よし、じゃあ基本の『ウッドボウガン』と『ウッドボルト』を作って――と。

　一応これで、ココールの戦闘準備完かん了りよう！

「よし出かけるぞ！」

「「「おー！」」」

　と言うわけで、移動！

　ミシュール大陸のティンバーの森にやって参りました！

　ここは、前にあきらと『吹ふき矢や』の性能検証をやってた場所だ。

　結構敵もいたし、まあ狩場としては悪くないかなと。

　だが――！

「……あれ？　敵がいない……？」

　前はバンディットウルフがウヨウヨしてたんだが――？

「コケー？　何もない所だコケな」

「おかしいねえ。前いっぱい敵いたのに」

「たまたまじゃん？　きっとちょっと待ったら湧わきますし」

「そうね。待ちましょう」

　で、一分経過。二分経過――五分！

　おかしい！　このあたりの敵のポップ時間は五分のはず。

　つまり倒たおされた後五分経たったら再出現になる。

　なのにポップしない。それはつまり――倒されずにどこかにいる!?

「なんかおかしいぞ……ちょっとそのあたり探してみようぜ」

　皆で少し森の奥に進んだ。

　そうすると――




　ガウ！　ガウゥッ！　ガウ！　ガウ！　ガウ！　ガウゥッ！　ガウゥッ！

　ガウ！　ガウゥッ！　ガウ！　ガウ！　ガウ！　ガウゥッ！　ガウゥッ！

　ガウ！　ガウゥッ！　ガウ！　ガウ！　ガウ！　ガウゥッ！　ガウゥッ！

　ガウ！　ガウゥッ！　ガウ！　ガウ！　ガウ！　ガウゥッ！　ガウゥッ！




　ひたすらガウガウ言ってるのが聞こえて来た！

　これはバンディットウルフの唸うなる声だよな。

　森の奥の開けた場所に出た。

「!?　何をやってんだよ――！」

　もんのすごい数のバンディットウルフがその場にひしめいている！

　その数、１００体近いかもしれない。

　まるでこの森の敵を全部集めてきたような――

　そいつらが一人のプレイヤーを取り囲み、攻こう撃げきしまくっているのだった。

　とんでもない集団リンチだが、囲まれてる本人はまるで平気そうだ。

　レベルが１００オーバーでかなり高く、対するバンディットウルフは30前後。

　レベル差があり過ぎるので、１００対１でもダメージを与えられないのだ。

　俺達に気づいたか、そのプレイヤーが声を上げた。

「ふっふふふ……悪いなお前ら。この狩場の敵は既に俺がキープした！　ここにいても、お前らのＮＰＣに食わせる経験値はやらんぞ！」

　何だと――そうかこれ、ギルド対抗ミッションにおける妨ぼう害がい工作だな！

　狩場を封ふう鎖さして、他ギルドのＮＰＣのレベル上げを封ふうじるつもりか！

　うーむ、これはなかなかの残虐ファイトだ！　やってくれるぜ……！

「なるほど……なかなかの残虐ファイトだな――」

「うん――これがギルド対抗ミッションなんだね。ここまでやるんだぁ」

　あきらもゴクリと息を呑む。

　ああやって敵をキープされてしまうと、こっちからは手が出だせない。

　システム上、先に自ＰＴがヘイトを取っているモンスターに対して他ＰＴは手が出せない。モンスターの占せん有ゆう権けんってやつだな。

　そうしないと、たまにしか湧かないレアモンスターとかと戦っている横から殴なぐって、敵を倒してドロップアイテム強ごう奪だつとかが出来てしまう。

　それを封じるために一般的なシステムだと思うが、とにかく先にヘイトを取った者に占有権が生じるので、いいアイテムを落とすレアモンスターとかは、ＰＴ対抗のポップ即そく釣つり合戦になりがち。

　湧いた瞬しゆん間かんヘイト獲得タウント系スキルをぶち込んで優先権を得るべくいくつものＰＴが息を呑み、まるで短たん距きよ離り走そうのスタート直前かのような緊きん張ちよう感が味わえるのだ。

　アイテムに目が眩くらんだ人間たちの熱い戦いがそこにはある。

　占有権あり方式の逆は、誰だれでも横から好きに同じ敵を殴る事が可能な横よこ殴なぐり可方式なわけだが――このゲームのレベル上げに使うような狩場は大体優先権方式だ。

　イベントとかミッションでは横殴りＯＫな場合もある。

　とりあえず目の前の現象で言うと、約１００体全部占有権を取られているので、俺達は手が出せない。この狩場は使えないな。

　本来ならこういうのって、迷めい惑わく行こう為いでＧＭ行き案件なんだろうが――

　このプレイヤーの所属ギルド、平和の守護者ピースメーカーなんだよな。

　平和の守護者ピースメーカーって生徒会なわけですよ。

　普ふ段だんは迷惑行こう為いやハラスメント行為の取とり締しまりもやってるらしい。

　それがこれをやってるって事は、このイベントはこういう手もＧＭ公こう認にんなわけだ。

「さぁ諦めてヨソに行くんだな！　ここは俺が一匹ぴきたりとも離はなさんぞっ！　おーよしよし可愛かわいいでしゅねー！」

　もの凄い量のウルフに囲まれたム○ゴロウさん状態。

　動物好きか、この人。なかなかシュールな絵だわ。

「ど、どーするコケか……？」

「場所移すしか無さげじゃん？　次行こ次！」

「近いから、アウミシュール大古墳の方に行ってみる？」

　その前まえ田ださんの提案に乗ってみる事に。

「そうするか――じゃあ移動！」

　で、場所を移すのだが――

「！　ここもかよ！」

　大古墳の上の平原部分には、これまたでっかいモンスターの集団を作ったプレイヤーがひたすらそれをキープしていた。

　今度のプレイヤーの所属は――神秘の武技ミステイツク・アーツ!?

　雪ゆき乃の先せん輩ぱいの所かよ！　やっぱ皆やるんだな……！

　となると、ほむら先輩の全覧博物館グランミユージアムもやってるだろう。

　この調子で、片かた岡おかがいる知識の泉ナリツジレイクとかもやってたら……？

「とりあえず、中も確かく認にんしてみようぜ！」

　俺おれ達たちは大古墳の中に足を踏ふみ入いれる。

　普段なら、壁一面に真っ赤なクリムゾン・マミーが埋うまっているはずだが――

「あちゃー！　綺き麗れいさっぱり何もいないんですけど!?」

「もしかして、全世界的に狩場が潰つぶされてるのかしら……!?」

　矢野さん前田さんが声を上げる。

「マジで前田さんの言う通りかもな……！」

「狩場を潰しちゃえば、他のギルドの候補のレベル上げを妨害できるもんね――」

「だけど、ここまで他のギルドのＮＰＣは見ないわ」

「そうですし。狩場つぶしのキープばっかだし」

「他を妨害するのはいいけど、自分達たちの候補の育成はどーすんだこれ？」

「分かんないなぁ。謎なぞだね」

「とにかく、場所を移した方がいいと思う」

「ああ。どこか使えるとこ探さねーとなぁ……」

「トリニスティ島は？　上の方の階層なら少しはレベル上げになるかも」

　仕方ない。そっち行くか――

　大分無む駄だ足あしを踏んでしまったが、トリニスティ島へ。

　しかし、一番上の第十層も狩場が荒あらされ済み。

　ぐぬぬぬ――！　一層ずつ下って行って――

「……結局ここかよ！　ただいま！」

　目の前には、ぬぼーっとした表情でぴょんぴょん跳はねているアイランドバニー師し匠しようが。

　もはやノスタルジーすら感じるトリニスティ島一層にやって参りました！

　ここしか空いてねえし！　ここレベル３で既に経験値入らなくなるし、さすがにやる意味ないってお目こぼしにあずかったらしい。

「あははは……まあ、何もしないよりマシだよ。とりあえずレベル３に――」

「そうだな。よしココール、あいつを倒してレベル上げだ！」

「コ、コケー……や、やってみるコケー……」

「がんばれ！　ココールくん！」

　あきらの声せい援えんを背に、ココールはボウガンを取り出し狙ねらいを付けた。

　さて、ココールには『ノミの心臓』も付いてるわけだが――どう転ぶんだろう。

　ボウガンを持つ手が震ふるえて、矢の先せん端たんがブレまくっている。

　当たるのかこれは……？

「こ、こ……コケーッ！」

　放たれたボウガンの矢は、狙いとは全然違う明後日に飛んで行った！

　山なりにぴゅーっと飛んでいき――

　あ、全然違う所にいるアイランドバニー師匠に――が、回避スウエイされた！

　しかし回避スウエイされても攻撃は攻撃、敵対行動とみなされる。

　攻撃を受けたそいつは、当然ココールに向かっていく。

　で、すぐ側にはもう一体アイランドバニー師匠が。

　仲間がやられているのを見つけて一緒に付いて来る。

　これがリンクってやつだ。

　二体のアイランドバニーがココールに迫せまる。

「こここここ、コケーッ!?」

「大丈夫だココール。距きよ離りはある！　もう一回ボウガンセットして」

「ココココ……！」

　あたふたしながらボウガンセット。

　発射！　しかし慌あわてたのか、撃うつ瞬間反動でずっこけて矢が真上に飛んでった。

　ココールに肉にく薄はくしたアイランドバニー師匠のコンビが攻撃を繰くり出す。

「んぎゃー!?　お、おいらを食べても美味おいしくないコケーっ！」

　ダメージを負ったココールはパニック状態である。

「助けるぜ！」

　俺は一体のアイランドバニー師匠に単なる体当たりを繰り出す。まぁ当然相手は死ぬ。

　もう一体もあきらがスカイフォールの衝しよう撃げき波はで倒した。

「大丈夫か、ココール？」

　うーんボウガンをまともに撃てない系男子かー。適性アリのはずなんだが。

『ノミの心臓』の影えい響きようなのかこれは？　単にココールの性格上の問題？

「ううぅぅ……ありがとコケ。とんでもなく恐おそろしい敵だったコケー……」

　ココールはよろよろ身を起こすが――




　ドスッ！




　あ、上に飛んでったボウガンの矢か！　落ちてきてココールの脳天に刺ささった！




　ココールの攻撃。　ココールに７のダメージ！

　ココールはココールを倒した。




「コ、コケェ～～～……！」

　戦せん闘とう不能になってばったり倒れるココール！

　自じ爆ばくした！　自爆したよこの子！

「な、なるほどな……よく分かった」

「あっははははは！　自爆したし！　ある意味凄いじゃん！」

「ぷっ……や、やめなさいよ優ゆう奈な、可哀かわい想そうでしょ……ぷくくっ――」

「こ、ココールくん、大丈夫だよはじめはみんな失敗するから！」

「きゅー！　ちきん……！　おいしゅい～……！」

　リューが倒れたココールにじゃれついてカプカプやっていた。







[image: ]







　いやーこれは、鍛きたえがいがありますなあ……




　　◆◇◆




　翌朝――

　俺はギルドショップ奥の工房で、ショップ用のアイテム作成に勤いそしんでいた。

　授業前のちょっとした労働だな。

　ココールも手伝ってくれるので、仕込みが早く終わって助かる。

　バトルを離れて店の手伝いをしてくれていると、やはりココールは有能だ。

　だが、これはあくまでギルド対抗ミッションの本筋には関係がないわけで。

　ちなみにココールのレベルは１のままだ。

　何とかＰＬパワーレベリングでフォローしようとしたが、攻撃が一発も当てられずに……

『ノミの心臓』の効果と思われるが、武器攻撃が全く当たらないのだ。

　短剣や槍などの他の武器を試ためしたが全部ダメ。

　ステータスを大おお幅はばにドーピングするとか、魔ま法ほうに頼たよってみるとか、何かしら打開策を考えてやらないと――『ノミの心臓』を打ち消す効果のスキルとかあればなあ。

　その辺ちょっと調べてみないと。

　今の状態でココールのレベルを上げるなら、ソロ状態でレベリングは無理だ。

　ＰＬパワーレベリングじゃなくて俺達のＰＴ内に組み込んで、俺達のレベル基準で経験値を貰もらえる敵を倒さないといけない。

　ＰＴ戦の場合、経験値の計算の基準はメンバー内の最高レベルになる。

　敵レベルがこちらより低すぎると、経験値は入らない。

　だからトリニスティ島では駄だ目めだ。レベルが低すぎる。

　今俺達は40前半だから、敵レベル50ちょい位の狩場がいい。

　しかし、他ギルドの妨害がハンパない。

　これからどうココールを魔改造してモノにするか――

　それに、育成のための狩場も他ギルドに荒らされてる――

　考えることは多いな。

　まあそこを試し行こう錯さく誤ごするのが楽しいんだけどな！

「しっかし、どうしたもんかねー」

「コケー……昨日はごめんコケー……」

　俺の呟つぶやきが聞こえてしまったか、ココールが肩かたを落とす。

「ああいや悪りぃ。別にお前のテンションを下げようと思ったわけじゃなくてだな」

「でも、おいらの事で困ってたコケ？」

「いいんだよ。そんなもん分かってた事だし、そこを何とかしてお前が輝かがやいてくれたら最高に気持ちいいからな！　『ココールはワシが育てた』がしたいんだよ俺は！」

「コケー……蓮は悪あく趣しゆ味みだコケな～？」

「ふっ、それは俺にとっては誉ほめ言葉です。それにホラ、上手うまく行けばお前の事馬鹿にしてた鳥人種バードマンの奴やつ等らも見返してやれるぜ？　お前もそうしたいだろ？」

「そりゃそうだコケが……実際あいつらが怒おこるのも無理ないコケよ。おいらだって何でおいらが英雄候補に選ばれたか分からんコケ。父ちゃんが賄わい賂ろでもやってないか心配してるくらいだコケ」

「ま、あきらもお前が周りの奴やつを見返せるようにって燃えてるしさ、諦あきらめるなんて全然早いぜ。もうちょっと付き合ってくれよ。俺達がなんとかしてやるからさ」

　俺はココールの背中をバンバン叩いて激げき励れいする。

「みんな優しいコケな～……だけどおいらは自分に自信が持てないんだコケよ。自分がどれだけチキンかはよく分かってるコケ……」

　まあ、ニワトリだけにチキンだってね。

　メンタル面もちょっと改善が必要かもなあ。

「今からでも遅おそくないから、候補の変へん更こうとかしてくれてもいいコケよ？　どうしてもってお願いしたら、変えてくれるかもしれんコケー」

「そんなことしねえよ。もしダメでもそれならそれで店手伝ってくれりゃ十分ありがたいしな。じゃあ、授業行ってくるわ。店よろしくな」

「うん――行ってらっしゃいコケ～」

　と、俺はココールに店を託たくし学校へ。

　で、最後のホームルーム――仲なか田た先生が相変わらずの軽ーいノリで俺達に告げる。

「ギルド対抗ミッションも継けい続ぞく中だけど、テストも近くなって参りました。みんなちゃんと準備してるかなー？　まあ言うまでもなくテストの点がＭＥＰメリツトポイントになるわけだし、ゲームバカとしてはやらざるを得ないわよねー？　欲ほしいタレントとか装備とかアイテムとか、沢たく山さんあるもんね？」

　はい、ちょくちょくやってますよ！

　今度のテストでは劇的に点を引き上げて見せる！

「でももっとゲームバカどものやる気を煽あおるために、先生かるーく情報漏ろう洩えいしたいと思いまーす」

　おお？　何だ何だ？

「実は定期テストでは、テストの点がＭＥＰメリツトポイントになるだけじゃありませーん。総合順位に応じて商品も貰えまーす」

　おおおおおおお！　と教室が盛り上がる。

　何だろ、何くれんだろーなー。

「はい、学年一位の景品はこちら――！」

　先生が黒板をコンコン、とやるとそこに映像が映し出される。

　そこにあるのは――おお飛空艇ていかー！

「プライベート用の飛空艇でーす！　高こう速そく艇ていだから定期船より速いし、好きに操縦できるわよ！」

「おいおいおい、これはいいな――」

　前に、雪乃先輩のギルドで所有している飛空艇に乗せてもらった事がある。

　快適だったし楽しかった。

　いつか俺達も欲しいなとは思っていた。飛空艇同士の艦かん隊たい戦も実装されているらしい。

　それを楽しむにも必要なのだ。

　ＭＥＰメリツトポイントや金で手に入れようと思ったら、コストが膨ぼう大だいになる。

　これで取れたらありがたいな。

　しかもこれ結構取れる可能性あるぞ。ウチにはあきらと前田さんがいるからな。

「あきら、これ行けるんじゃね？」

「うん頑がん張ばる！　あれ貰って世界中の絶景を探すの！　うへへへぇ……」

　あきらの目がキラッキラに輝いている。

　物欲にまみれた美少女の素す敵てきな笑顔ですねー。

　少し離れた席にいる前田さんも、きりっと表情を引ひき締めていた。

　おおやる気だ。頼もしいな！

　俺はまあそこまでは無理だろうが、稼かせげるだけ稼ぐぞ！

　まだまだ欲しいタレントがある！




　　◆◇◆




　授業を終え放課後、あきら達と情報屋に行ってみる事にした。

「えーとＮＰＣの『ノミの心臓』を打ち消すスキルや装備について――と」

　店番の担当の片岡が、情報閲えつ覧らん用ようの『ディールの魔ま卓たく』を操作する。

「んー……ないな！　有効な情報がない！」

「マジかよ!?」

「ああ――ＮＰＣ育成ってあんま前例のないイベントだからな。守護竜りゆうの育成ともまた違うだろ？　テイマー系ジョブが連れてるペットも、装備とかスキルはいじれねーし。まだまだこっち側の方は発展途と上じようなわけだ」

「そりゃ困ったなー。うーむ……じゃあもう一つ」

「あいよ。追加料金３０００ミラね」

「ん」

　と、俺は片岡に情報料を払はらう。

「で、何だ？」

「今さ、ギルド対抗ミッションでほぼ全部の狩場が荒らされまくってるだろ？」

「ああ。他ギルドへの妨害工作として、経験値の入手を遮しや断だんするのは基本中の基本だからな。ＧＭ的にもＯＫらしいし、ウチも特別班がやってるぞ」

「それで狩場を潰し合うだろ？　じゃあ自分のＮＰＣの育成はどこでやるんだ？　そこが疑問でさ」

「あーそれな。各ギルドが持ってるプライベートダンジョンがある。そこはギルドメンバーか招待を受けた奴しか入れねえから、そこで育成してんだよ」

「！　なるほど――だから他のギルドのＮＰＣは見ないのね……」

　前田さんが表情を鋭するどくする。

「えー！　ずっこいし！　自分達は荒らされない狩場を持ちつつ他妨ぼう害がいすんなし！」

「まあ効果的だけど――ホント容よう赦しやないというか、みんな本気も本気だね」

「遊びだからこそ真しん剣けんに遊ぶわけだろ。気持ちは分かるぜ。基本みんなネトゲ廃はい人じんだし、この学校」

　楽しい遊びだからこそ、真剣になる。

　突つき詰つめて極きわめて、競きそい合って勝つのが喜びになる。

　まぁスポーツだって似たようなもんだろ。

　そこに金が発生するかしないかが、社会的価値や地位を決めるんだ――

　あ、うちの親の受け売りです。俺おれもそう思うけどな。

「プライベートダンジョンは自分達の人工浮島ラグーンを所有した上でそこに作るモンだから、そこまでの設備がある大手ギルドじゃないと、厳しくなっちまうな」

「実質、大手ギルドが中ちゆう堅けん以下を振ふり落おとすための作戦だと言う事ね」

　前田さんの言う通りだろう。

「うーん。うちみたいなちっこいギルドは不利ですし……」

「いいじゃねーか。そこを覆くつがえしてこそのジャイアントキリングなわけですよ！」

「はいはい。高代はいつもそれですしー」

「ねえ片岡君、プライベートダンジョン以外で妨害を受けずにレベル上げが出来そうな場所は無いの？」

　とのあきらの問いに、片岡は右手を差し出す。

「ではでは追加料金３０００ミラね」

　ちゃりーん。

「『空の裂さけ目め』ってのがあるぞ」

　聞いたことのない単語である。

　少なくともＵＷアンリミテツド・ワールドガイドブックには載のっていない。

「何だそれ？」

「その名の通り空に現れる裂け目でな。それが内容ランダムのインスタンスダンジョンの入り口になってるんだ。入り口は複数出るし移動するし、入り口毎ごとにそれぞれ別ダンジョン扱あつかいだから、常に張り込んでの狩かり場ば潰つぶしは無理だ。ここなら使えるんじゃねーか」

　あきらがふんふん、と頷うなずく。

「いいかも知れないね。どうやって行くの？」

「空にあるから勿論飛空艇で行くんだが――定期船じゃムリだぜ。買っても借りてもいいけど、自分達で動かせる飛空艇がいる。それで入り口を探して入るんだ」

　マイ飛空艇か――！

「んー……他のギルドから借りれるし？　ゆっきーの先せん輩ぱいとかほむほむ先輩とか――」

　うーん。ゆっきーの先輩はいいとしても、ほむほむ先輩は怒られるんじゃねーか？

　響ひびきはちょっと可愛いから俺は嫌きらいじゃないが。

「でも頼み辛づらいわなー。先輩達たちは貸してくれるかも知れんけど、先輩達のギルドのメンバーは納なつ得とくしないだろうしな。そこを無理に押おし通とおしてもらうのは気が引けるぞ」

　二人ともギルドマスターだから、ごり押そうとすれば出来てしまうだろう。

　それでギルド内の関係が険悪になるのは悪い。

「んー確かに、そこんとこ空気読んだ方がいいかもですし――」

　こう見えて人間関係においては気き遣づかいする派だからなー、矢野さんは。

「それに、だ。もっと重要な事がある――」

「借りるのは甘え！　甘えたらジャイアントキリングにならない！　でしょ？」

「はい、あきら君正解！」

　俺はあきらに拍はく手しゆする。

「ふふふっ。高代くんらしいわね」

　と、前田さんも笑っていた。

「俺も賛成だな。従者はHimechanに与あたえられてはならない！　許されるのは奉ほう仕しする事のみ！　そうだろ、なぁ高代！」

「いや知らん知らん！」

　お前もブレない奴だな！

　もうこいつの中で女性プレイヤーは全員Himechanなんだな！

　んで男は全員従者と。んーシンプルな世の中ですなー。

「じゃあ飛空艇はどうやって確保しますし？」

「大丈夫。アテはある。他力本願だけどな――さっきホームルームで仲田先生が言ってただろ？　テストの学年一位のご褒ほう美び――」

「あ、そっかあ飛空艇でしたし！　じゃあ、ことみーとあっきーに任せたし！」

「ええ――任せておいて。元々欲しかったから頑張るつもりだったわ」

「うん。ますます負けられない理由が出来たね！」

　あきらも前田さんも頼もしい限り！

　レベル上げの方は、何とか道筋は見えて来たかもな。

　となると、後はココールをどうモノにするかになる。

　渾こん身しんの魔改造を炸さく裂れつさせてやりたいわけだが――！

　まだちょっとカタチが見えて来ないな。

　こいつは引き続き、検討っと。







第７章　ココール育成計画







「ほ～ぉ。広ーい～！　でっかいですし！」

「おー！　マジでスゲーな！」

　俺と矢や野のさんは、フロアの賑にぎやかさに感心していた。

　陳ちん列れつ用の台座とショーケース。そこに乗せられたアイテム。性能説明のプレート。

　その一対一の組み合わせが、それはもうとんでもない数でひしめいている。

　さすがアイテム厨達たちのコレクション。

　ギルドで代々引ひき継ついでいるであろうその数は、数千にもなるだろう。

　ここはほむら先輩がギルドマスターを務めるギルド全覧博物館グランミユージアムの所有する人工浮島ラグーンに建てられたアイテム博物館である。

　ココールの育成方針についてのヒントを得るべく、ここにやって来たのである。

　情報屋もいいが、自分が欲しい情報が決まってないと意味無いしな。

　ココールの魔改造については、まだふわっとしてるので具体的に聞ける情報が無い。

　ここで色んなアイテムを見ることで、これだって言うものが見つかればと――

　まあ見つからないにしろ、前から一度来てみたかったし、気分転てん換かんにもいいだろう。

　ちなみに、ここに来ているのは俺と矢野さんとリューのみ。

　あきらと前まえ田ださんはココールと一いつ緒しよに店番しつつテスト勉強だ。

　もうテストは近いし、二人のどちらかには学年トップ取ってもらわないと！

　その代わり俺達戦力外組は、打開策を探してこいってわけだ。

　うちのギルドの孔こう明めい的な何かとして、ココールは何とかして見せる！

　そして『ワシが育てた』して悦えつに入いってやるぞ！

「あきらのぉ～あきらのぉ～」

　リューがあるショーケースの前で止まり、声を上げた。

　喋しやべる単語増えて来たかもなぁ。

　俺達の名前も覚えてくれるようになった。

　ココールの呼び方は『ちきん』だが……

　で、なにがあきらのかと言うと、ショーケースの中のアイテムだった。

　あきらの愛刀『スカイフォール』である。

　で、その隣となりには全く同じ『スカイフォール』と思いきや『スカイフォール＋１』が飾かざってある。厳密に言うと今あきらが装備してるのは『スカイフォール＋１』だな。

　律りち儀ぎに別アイテム扱いで、更さらにその右の『スカイフォール＋２』と三本並んでいる。

「こんなに何本も『スカイフォール』集めるの大変だっただろうなー……」

　確率数千分の一だろ？　凄すごい情熱だぞ。流石さすがアイテム厨の巣そう窟くつ。

　アイテムコンプ率どの位なんだろうなー。

「おお～銃じゆうとか盾たてもいっぱいありますし！」

　と、矢野さんは目を輝かせる。

　やっぱ自分が使ってる系統の装備は気になるよな。分かる分かる。

「おー！　この『ブラックサンダー』って射程２倍だって、すっご！　こんなんあるんだねー、ほしー！」

「ほほー。射程距きよ離りは正義だからなー。入手経路がどうかだな。ＯＥＸだからレアモンスターのドロップかねー」

　Ｏが同時に一つしか持てない。ＥＸが他人に渡わたせないのだ。

　つまりＥＸ属性は、合成して売るという事が出来ない。

　要は商品としては扱えない。それでは、合成できる価値が薄うすれる。

　なので、普ふ通つうはレアモンスターのドロップだろうと推測できる。

　中には合成品のくせにＯＥＸと言うイミフな代しろ物ものもあるが――

　暗器とか暗器とか、暗器とかね！

「銃じゆう剣けんも飾ってんねー。何これ『プリズムバヨネット』だって、キレーですし！」

　ショーケースの中でキラキラ七色に輝く銃剣だった。

　確かに矢野さんの言う通り、見た目が非常に美しい。

「特とく殊しゆ性能は――『追加効果：敵の弱点に合わせた属性ダメージ』か。七色なのが色んな属性を持ってるって事なんだな。これもいいモンだなー」

　こっちもＯＥＸですが！

「今度情報屋でどいつが落とすか聞いてみよーかな」

　と、矢野さんが言う。

　欲しいアイテムを発見するにはいいな、ここ。

「落ち着いたら、これ狩りに行くのも悪かねーなー。あきらがいれば驚きよう異いのアイテム運で出してくれそうだし」

「お？　マジでぇ？　あたしのために？」

「ああ、いいんじゃね。最近矢野さんにはお世話になりまくりだからな。ギルドショップ流行はやってるのは矢野さんのお陰かげだろ？　日ひ頃ごろの感謝を込めてってやつだな」

　矢野さんのデザインが好評で、ラッピングアイテムの売り上げは全体的にいい。

　お気に入りのアイテムに好きなペイントを選んで施ほどこすオーダーメイドも好調だ。

「感謝なら、あたしもしてるけどねー。お互たがい様さまですし」

「え？　そうなの？　コキ使って悪いなあって思ってたんだが……」

「まあ、自分でも意識してなかった才能？　見つけて貰った気がしますし。お客さん喜んでくれるし、あたしもバカはバカなりに使えるじゃんって。恥はずかしながらけっこーやりがい感じてんの、最近」

　と、はにかんだ笑え顔がおが印象的だった。爽さわやかだー。

　矢野さんはあれだなー。ギャルなのに中身は良く出来た人間だよなー。

　ある意味、俺達の中で一番まともかもしれない。

「じゃあ、これからもコキ使わせてもらうからよろしく！」

「おけー！　それなりに任されたし！」

　で、こうして親しん睦ぼくを深めるのも結構だが問題はココールだよ。

　あいつを覚かく醒せいさせるためのキーアイテムがここに眠ねむってないものか……

　ＮＰＣのココールには、プレイヤーと違ちがって五つのタレント枠わくが存在しない。

　だからそれに該がい当とうする効果は装備で補わないと。
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　俺の『イクウィップリング』とか『ラッシングリング』みたいな感じのやつって事だ。

　装備は渡して変える事が出来るからな。

　何かいいものないかな――

　暫しばらくミュージアム内をうろうろし、色々と物色していく。

　そんな中――

「ん？　何だこれは――」

　説明のプレートが無いショーケースがある。

　その中にはダチョウのやつかってくらいでかい卵が。

　何の卵だ？　説明が無いし分からん。展示ミスかな。

「きゅー？　あーくしゅー……？」

　と、リューがあるショーケースの前で止まり、首を捻ひねっていた。

　中にあるのは、変な形をした槍やりだった。

　穂ほ先さきが尖とがっていないのだ。

　本来鋭い穂先であるはずのものは、何故なぜか握あく手しゆを求める手の形の金属パーツだった。

　何だこりゃ？




　ハンドシェーク（ＯＥＸ）

　種類：槍　装備可能レベル：20　攻こう撃げき力りよく：１　獲かく得とくＡＰアーツポイント：１

　ガード性能：55　ガードブレイク性能：１

　特殊性能：この武器で倒たおした敵の止めを刺さず、和解して仲間にする。

装備時のみ仲間にしたモンスターは『招集』＆『解散』する事が可能。

仲間モンスターは一度倒されるか、装備解除すると復活しない。

仲間にできるモンスターは自分のレベル以下まで。

同時に『招集』出来るモンスターは一体のみ。

レアモンスターには無効。




　ほう――？

　攻撃力は弱いが、なかなか面白おもしろそうな性能じゃないか？

　これで倒せば、敵を仲間にできるんだろ。

　しかも自分と同レベルまでの敵までいけるわけだ。

　重要なのは判断基準がステータスでなくレベルって事だな。

　如何いかにココールのステータスが低かろうと、レベルさえあれば仲間にできるのだ。

　恐らくココールと同レベルのモンスターは、ココールより大分強いだろう。

　これ装備させて仲間モンスターを仕込めば――

　それなりに他ギルドのＮＰＣと勝負になるかも知れんぞ！

「おおおおおおー！　出た出た救世主的アイテム！」

　敵は俺達が瀕ひん死しにさせて、最後ココールに殴なぐらせるスタイルで仲間にしよう。

　これまでの感じだと１ダメージでも与えられるのか不安だが、そこはレベル上げたら治るかもしれないし。

　矢野さんに『リベンジブラスト』してもらって反はん撃げきダメージで削けずるとかもありかも。

　説明文の『この武器で倒した敵の～』の部分は検証の余地ありだ。

『リベンジブラスト』状態で『ハンドシェーク』で武器ガードの反撃ダメージは『この武器で倒した』扱いかも知れないしな。

　それに、アーツならココールでも当てられるとかあるかも知れないし。

　つまり、抜ぬけ道みちはどうとでもなるだろうと。

　これさえ手に入れれば――！

「え？　何々どれよ高たか代しろー」

「これだよこれ！　『ハンドシェーク』！」

「ほうほう……？」

　と、アイテム説明を眺ながめる矢野さんの横で、俺は声を上げていた。

「はっ!?」

　さらに俺の中にビビッと閃ひらめくものが！

　そうだよ！　このコンボなら――一点突とつ破ぱでトップに立てるかもしれんぞ！

「行ける！　行けるぞ――！」

　よーし見えたぞ！　俺おれ達たちの魔改造の大筋が！

『ハンドシェーク』はこれ絶対取らないとだ！

　また明日、入手法を調べに情報屋に行ってみるか。




　　◆◇◆




「いやー高代、悪いがこりゃすぐには厳しいんじゃねーか」

「マジか？　どういう事だ？」

　俺は店番の片かた岡おかにそう尋たずねる。

　俺は次の日の朝、早出で情報屋に足を運んでいた。

　気になることはすぐに確かめたい派なので！

　欲しい情報は、勿もち論ろん『ハンドシェーク』の入手方法だった。

　ギルド対たい抗こうミッションにおいて、俺的にはこれが必ひつ須すだと判断したから。

「いやな、これ宝箱じゃなくレアモンスターのドロップオンリーっぽいんだよ」

「ああ」

「で――これを落とすヤツはユーヘイム大陸航路の飛空艇てい襲しゆう撃げきイベントで出る系と」

「うっ……『スカイフォール』クラスか……」

　入手確率数千分の一の奇き跡せき再び――か？

　そりゃきついなー。

「ああ。しかもユーヘイム大陸航路は、レベル70以上で解禁のクエストをクリアしないと許可されないと来た」

「えええぇぇ～マジかよ。こりゃギルド対抗ミッション中には厳しいか――」

「だろうな。レベル70まで上げるだけでも、余よ裕ゆうで一月以上はかかるしな」

「ぐぬぬぬぬ……」

　この難易度は想定外！

　やっぱあれだな。攻こう略りやくサイトとか攻略本とかでアイテムスペック見てさ、それで欲しいと思ったものほど、メチャ入手難易度高かったりするんだよなー。

　今回もそれですか……また何か考えないとだ。

　ちいいいいぃぃっ！　せっかく閃いたと思ったのにまた振り出しか！

　だが俺は諦めんぞ――！

　超ちよう高こう速そくでレベル上げればひと月で70まで行けるか……？

　いやしかしその先でも数千分の一の確率の洗礼を受けなければならない。

　期待値として、ひと月では厳しいと言わざるを得ない。

「ちくしょー、これさえあればと思ったんだが……」

　ここに来る前に、ココールに何とかなりそうだって大おお見み得え切っちまったぞ！

　可哀想に、ぬか喜びさせちまうじゃねーか！

　俺はつい、店のカウンターに置いてあるオブジェをツンツンと突っついた。

　でっかい卵形で、表面にはいらっしゃいませと笑顔の美少女がプリントされていた。

「ん――？　これあれか、うちの商品か？」

　デザイン自体は見覚えがあるが、ベースのアイテムにこんな卵あったっけか？

「おー。希のぞ美み様のお供で、お前んとこの店にはよく行くからな。買った時お前はいなかったなー、確か。まあ飾るにはいいかなってさ」

「ふーん……ココールか誰だれかが作って並べといたのかな」

　まあ、いいか。

「余計な世話かも知れぬが――ココールには才能も、強き意思も無い。私は今からでも、貴公らの候補の差さし替かえを願い出る事を勧すすめるが……」

　片岡と共に店に詰めていたクジャクの鳥人種バードマンが、口を開いた。

　クジャ族のクジャータさんだ。ココールと違い、身長が高くシュッとして頭身も高い。

　レベルや成長率、所持スキル的に結構な優ゆう遇ぐうキャラである。

　鳥人種バードマンの候補の中では一番この人が強いっぽかった。

　片岡達たちの知識の泉ナリツジレイクの候補ってこの人なんだよなー。

　ドラフトで競合してたが、見事引き当てていた。

　育成は順調なようで、既すでにドラフト時よりいくつかレベルが上がっている。

「ふっふふふ。いいねぇ、そう皆に思われるやつを鍛え上あげて『ワシが育てた』するのが気持ちいいんだよ！　俺は諦めねー！」

「……どうも貴公は、変わった趣しゆ味みをお持ちのようだ」

「まあほらさ、こいつ馬ば鹿かだし。気にするだけ無む駄だだぜ、クジャータさん」

「ああ――そのようだ」

「うわ片岡。お前には言われたくねーぞ」

　お前は俺以上に大馬鹿のHimechanマニアだろうが、片岡よ。

「だが……もしモノになるのならば、同じ鳥人種バードマンとして恥はじをかかずに済むというもの。あいつを頼たのむ」

　この間見た感じ、ココールには無関心っぽかったが――

　実はいい人なのかも知れない。クジャータさん。

「ま、別の方法を検討してみるわ。じゃあまた来るぜ」

　と、情報屋を出て直接学校へと向かう事にした。

　のんびり歩いてたら何か思いつくかもな――




　で、暫く歩いて校門が見えて来た所で声をかけられた。

「やあ蓮れん！　おはよう！」

「あ、雪ゆき乃の先せん輩ぱい。こんちゃーっす」

「どうした何か考え事か？　浮うかない顔だな？」

「いやー。ちょっとがっかりする事があっただけっす」

「ふむ――ギルド対抗ミッションがらみか？」

「はい。ココールを魔改造できそうな武器見つけたんですけど、ちょっと取れそうにないんですよね……別の方法探さないとって、さっきなった所で――」

「あんな無む茶ちやな指名をするから苦労するんだぞ。せっかくの優先権で最弱の候補を選ぶとは――私は止めたのに」

「まあ――ついそうしてしまうのがダメジョブマイスターの性ってやつで」

「はははは。まあ蓮らしいと言えば実に蓮らしかったがな」

「何とかしますよ。まだ慌あわてるような時間じゃないんで」

　話しながら校門を通り抜けようとする。

　と、そこに何やら小こ袋ぶくろを配っている集団が。

　手分けして律儀に全員にそれを配っているのだった。

　所属ギルドがみんな悪役中の悪役ヒール・ザ・ヒールになっている。

「おはようございます！　どうぞこれ、受け取ってください！」

　俺達の所に小袋を持ってきたのは、ＮＰＣの少年だった。

　名前はアルフレッド・ブリーズ。

　ああ、ドラフト会議で見た最強キャラ候補の子だ！

　レベル１だったけど、ステータスの成長率が凄いんだよな。

　育成は順調なのか、もうレベル20まで上がっていた。

　凄い人の好よさそうな感じだが、ギルドが悪役中の悪役ヒール・ザ・ヒールって。

　まあとりあえず、差し出された小袋を受け取った。

　中にはクッキーとかキャンディとか携けい帯たいティッシュとかが詰め合あわせになっている。

　その中に一枚の紙も入っていて――




　毎度ご迷めい惑わくをおかけしてしまいますが、どうかご理解のほどよろしくお願いします。

　本来なら皆みな様さま一人一人に直接お詫わびさせて頂く所ですが――

　このような形となります事をご容赦ください。

　悪役中の悪役ヒール・ザ・ヒール一同。




　――と書いてある。

　何だこりゃ？　めっちゃ謝あやまられてるけど――？







第８章　英雄候補拉致イベント







「なあ、何のためにコレ配ってるんだ？」

　と俺は謎なぞの袋ふくろについてアルフレッド君に聞いてみる。

「さあ……僕ぼくもこれを配るお手伝いをと言われているだけで、わかりません」

「ああ、そうなのか」

「それでは、他の方にもお配りしますので――」

　俺達の前からアルフレッド君が去っていく。

　すると雪ゆき乃の先輩が口を開いた。

「根回しさ」

「根回し？」

「ああ。悪役中の悪役ヒール・ザ・ヒールは名前の通り悪役に憧あこがれる奴やつ等らの集まるギルドでな。ネトゲで悪役プレイと言えばどんな事を思おもい浮かべる？」

「そりゃやっぱＰＫとか、イベントへの妨ぼう害がい行こう為いとか、アイテムの不当な価格操作とか、地形を利用した攻こう撃げきで倒されてはいけないボスキャラを倒すとか――」

「ああ。言ったように色々あるが――学校管理のこのゲームでそんな事ばっかりやっていたら、すぐ垢あかバンになるし別アカ転生もできんだろう？」

　アカウントをバンされるつまり強制解約とか強制退場ですね。

「ですよね」

「だからあらかじめ、周りに謝っておくと。これから悪さしますが、あくまでプレイなので、許して下さいとな。あれだ、バラエティ番組で芸人が他の演者に対し本番中に失礼な事を言うかもしれませんが、番組を盛り上げるためなのでお許し下さいと言っておくようなものだ。そうする事により、本気で怒おこられないようにしておくのさ」

　あくまでピカレスクなプレイをしたいだけで、リアルにピカレスクなわけじゃないと。

　ただ人に迷惑をかけるスタイルなので、後で揉もめないように先に謝っておくと。

　なるほどまあ、人のプレイは人それぞれだわな。

「つまり、コレ配ってるって事は何かやらかすって事ですよね？」

「ああ。それも近々に、だ。注意しておいた方がいいぞ」

「了りよう解かいです」

　校門から校舎への通路の左右は、鮮あざやかな色の花か壇だんに彩いろどられている。

　ふと俺が見た花壇には、花の間にちょんと大きな卵が置かれている。

　何だあれ？　最近何気なく卵が目に付くなー。気のせいか？

　で、俺と先せん輩ぱいは別れてそれぞれの教室へ。

「あ、おはよー蓮れんくん！」

「おう。おはよう」

　それから特に何事も無く授業は終しゆう了りよう。

「はい！　ゲームバカども！　いよいよ週明けからテスト期間になりますが、この週末もログイン自体はいつもの週末と同じようにできますからねー。でもあくまで自習のためだから！　そこんとこよろしく！」

　まあ、教科書とかゲーム内アイテムだからな。

　電子データとしてリアル側でＰＣから閲えつ覧らんも可能で、それをプリントアウトすれば紙の教科書にもできるが――

　ゲーム内でもギルドハウスとか、校舎にも自習室とか図書室とかあるし、何だったら飛空艇ていとか船とか何でもだが、好きなところで勉強すればいい。

　自分の気に入った場所で勉強すれば捗はかどる説！

　まあリアル午後十時で強制ログアウトだからそれ以降だとリアル側でやるしかないが。

「皆が勉強してるからこそ競合無しでレアアイテムを狩かりに行くとかもできますが、テストの点がひどい事になっても先生は知りませーん！　自己責任でおねがいします！」

　まあそういう奴やつもいるよなー絶対。

　ほむら先輩のギルドとかここぞとばかりにアイテム狩りに行きそうだわ。

　俺も入試は五教科合計２４１とアレな感じだったが、今度はもっと稼かせぐぞ！

　まだまだ欲ほしいタレントがあるのだ！

「よっし！　目指せ学年トップ！　絶対飛空艇ゲットして見せるからね！」

　あきらも気合が入っていた。

　ギルド対抗ミッションのためにも、この週末はみんなで集まって勉強だな！

「さて、じゃあギルドハウスに戻もどるか――ココールも待ってるし」

　俺達は四人で校舎を出ようとするが――そこで異変に気が付いた。

「うわああああああ!?」

「な、何だこいつ!?」

「こ、こんな所にモンスターかよ!?」

　外からそんな喧騒が聞こえてくるのだ。

「何だ!?」

「モンスターって！」

「行ってみますし！」

「そうね！」

　俺達は急いで校舎から外に出た。

　すると、校門を出てすぐの所に大型のモンスターがいるのが目に入った。




　プリズンタートル　レベル60　王おう冠かんアイコン（レアモンスター）




　サイズは見上げるほど大きく、４、５メートルほどはありそう。

　タートルつまり亀かめの名の通り基本は甲こう羅らを備えた体型だが、顔は亀と言うよりもっと凶きよう悪あくな感じで、サイとかに似ている。鼻先や額に生えた角が凶悪に反り返っていた。

　甲羅部分もトゲトゲが生えて痛そうな感じである。

　だが最も目立つのは甲羅の一部が盛り上がってできた、格こう子しに囲まれた小屋のような部分だ。プリズンって名前だから牢ろう屋やイメージか？

　何のためにそんなものがくっついて――？

　既にその場に居合わせた生徒たちとプリズンタートルは、戦せん闘とう状態に入っていた。

　この場はモンスターの占せん有ゆう権けんはフリーで横よこ殴なぐり可能らしく、ＰＴやギルド、学年、クラスなどは関係無く乱戦になっている。

　ギルド対抗ミッションの英雄候補ＮＰＣの中にも、戦闘に参加している者がいた。

　学校を見学に来ていた所を巻き込まれたに違いない。

　そして、どうやらプリズンタートルの狙ねらいはそのＮＰＣ達たちのようだった。




　プリズンタートルはスカッド・インプリズンの構え！




　おお？　何だ!?

　俺おれが注目していると、格子の牢屋部分が甲羅から分ぶん離りし、ＮＰＣに向け物もの凄すごい勢いで飛んでいく！　パージした牢屋部分と本体とは、鎖くさりのようなもので繋つながっていた。




　ギャリリリィィィイッ！　ガチャーン！




　どこのギルドの候補かは知らないが、ガタイのいい人間の青年ＮＰＣが捕ほ獲かくされた。

　ＮＰＣを捕とらえると、鎖はギュルギュル巻き戻り、また元に戻る。

「な、何だ!?　くっ――出せええぇぇぇ！　っ!?　ううう――っ！」

　中で暴れるが、暴れると牢ろう内に電気ショックが走るようだ。

　これは外から助けるしか――

「大変だ――！　おい助けてやろうぜ！」

「おう！」

「大だい丈じよう夫ぶ、これはそんなにレベルが高くねえし、いける！」

　校門前に集まっていた生徒達が、口々に言い合う。

「俺達も加勢しようぜ！」

　俺の呼びかけにみんな頷いてくれた。

　校門に向かって走る。

　プリズンタートルには、わっと人が群がっていく。

　が――

「ふっふっふっ――今だああぁぁぁっ！　サイクロン・サーーーーイズッ！」

「「「うあああああああああああっ!?」」」

　突とつ如じよプリズンタートルの周囲に巻き起こった暴風が、プレイヤーたちを撥はね飛とばす！

　俺達はまだ遠かったから巻き込まれずに済んだが――

「くっくっくっくっ――ふふふふふ――はーっはっは！」

　プリズンタートルの甲羅の上に、デカい鎌かまを携たずさえた人ひと影かげが！

　あいつがコレをやったのか――！




　聖ひじり澤さわ愛あい子こ（３－Ｇ）

　レベル１９６　闘士ウオーリア　ギルドマスター（悪役中の悪役ヒール・ザ・ヒール）




　む――あれか、悪役ギルド！　しかもギルドマスターかよ！

　周囲の生徒をふっ飛ばした悪役中の悪役ヒール・ザ・ヒールのギルドマスターは、プリズンタートルの背中で高笑いを続けている。

「はーっはっは！　はーっはっは！　はーっはっはっはっは！」

　よく見ると、可愛かわいいんだが背が凄く小さく、小中学生に見えそうなほどのロリッ娘だったりする。

　で、その娘が精せい一いつ杯ぱい胸を反らして高笑いしている。

　反らして反らして、背せ伸のびして――あ、こけた！

「きゃんっ!?」

　プリズンタートルの背中は丸い。

　つるっと滑すべって、ころんころん滑り落おちて、ドンッ！　と地面に尻しりもちをついていた。

「あたたた……あーんもう、いったーい……！　ううう。カッコ悪いよぉ……！」

　涙なみだ目めでお尻をさすりつつ、元の場所に戻っていく。

「萌もえ……！」

「萌えですな」

「さっきぶっ飛ばされたのはご褒ほう美びですね。分かります」

「ありがてぇ、ありがてぇ」

　いきなりぶっ飛ばされたのに、その場に流れるほんわかムード。

　人生楽しそうだなー、君たちは。

　そんな中ギルドマスターの聖澤先輩は、高らかに宣言していた。

「ふっふふふ――我らが悪役中の悪役ヒール・ザ・ヒール。敵側への義理も無ければ、あなた達に恨うらみも無いけど、この場は敵対させてもらうから！　何故ならそれが趣味だから！　先に謝っておくわ、ごめんなさい！」

　そうか、趣味か。趣味なら仕方ないな。

　まあ大規模イベントであえて敵側に回りたがる奴って確かにいる。
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　ＰＫできないんならできないなりに、敵をわざと回復させて応おう援えんしたりとかな。

　そういう、趣味で天邪鬼やってる奴らの集まりなんだな。

　ガチな揉め事ごとに発展するのを避さけるために、根回しは忘れないようだが。

　まあそうしないと、なかなかアレだもんな。

　敵に回りたい人用のタレントもあって、敵対行動が出来る代わりに倒した相手のデスペナ等の発生をナシにする効果みたいなのもある。他にもいろいろあったはず。

　だからその辺、学校公こう認にんといえば公認のプレイなわけだ。

　まあ、こういう横殴り可能な多対多のバトルイベントフィールドでの話だが。

　今、この辺りがそういう属性のマップになっているらしい。

　大がかりな話だなー。

「ちょ……ちょっと愛子さん！　僕聞いてませんよ!?　皆さんと戦うなんて――！」

　あ、アルフレッド君か。悪役中の悪役ヒール・ザ・ヒール所属だもんな。

　プリズンタートルの背中に登っていた。

「シャラーップ！　これがうちのやり方！　活動方針ですっ！　さぁ君もこのプリズンタートルを護まもるのよ！　言う事聞かないと育成放ほう棄きしまーすっ！」

「ええええぇぇ……!?　うううう……」

　カワイソス。素す直なおな感じで真ま面じ目めそうだし、敵に回るとか辛いんだろうな。

　ドラフトで行った球団の起用方法がブラックだった！　的な――

「あのー先輩ー」

　と、俺ももう聖澤先輩とアルフレッド君の近くまで到とう着ちやくしていたので、聞いてみる。

「んー何かな？　おっと。一年の守護竜りゆう付き！　さてはデキる子だね君！」

「あ、どーも。で、質問いいすか？」

「許可します。どうぞ」

「んじゃあ――結局こいつら何の目的なんです？　どこ行くんですか？」

　俺達が会話している間にも、プリズンタートルはのっしのっしと歩を進めている。

　移動が遅おそいから、早歩きくらいで追いつけるが。

　俺達も早歩きで、付いて行っているのだった。

「フッ……それはね――」

「それは……？」

「――分からないわ！」

　マジかよ！　さすがに俺もずっこけるぞ！

「ええええええ!?　知らないんですか？」

「いいのよ、悪い事が出来れば理由はどうでもいいの！　それが私達！　私達は何か悪そうなＮＰＣから、街にこっそり変な卵を置いてくれって言われたのよ。で、置いてそれが孵かえったら守ってくれってね！」

「卵？　あ……！」

　そういや最近、いろんな所で目に入ったような!?

　ほむら先輩の所のアイテム博物館とか、情報屋とか、学校の花壇とか――

「うわあああぁぁぁ!?　いきなりモンスターが！　何だこいつ!?」

　後方から、叫さけび声ごえ。あ、学校の花壇だ！

　そこにいつの間にか、プリズンタートルがもう一体出現している！

「あ、増えてる！」

　あきらが花壇の方を指差している。

「俺さっきあそこで変な卵見たぜ！　他にもいろんな所で見た！」

「じゃあ、街中にあれが現れているの!?」

「あーっ！　うちのギルドショップにもありますし！　あれ！　商品だと思ってペイントしちゃったし！」

「それ、片かた岡おかが買って情報屋に飾かざってたぞ！」

「何個かありましたし！　まだ在庫ある！」

「てことは、うちのギルドショップでもアレが出てると……！」

「コ、ココール君……大丈夫かなあ」

　早くギルドショップに戻ってやらないと、まずいな！

　しかしプリズンタートルの目的はよく分からない。

　ＮＰＣ捕つかまえて移動して何するつもりだ？

「先輩！　先輩にこれ頼んだＮＰＣは何てやつなんですか？　何か分かることは――」

「俺だよ！　俺！」

　頭上から声がした。

　見上げると、そこには淡あわい水色の髪かみをした青年の姿が。

　近くの建物の屋上に陣じん取どっている。




　フロイ・ヤシン　レベル80　王冠アイコン（レアモンスター）




「あいつ――！　フロイ！」

　しかも前に比べてレベル上がってるぞ、あいつ！

　フロイは俺達の方をぎろりと睨にらむ。

「よぅてめえら……！　この場でぶっ殺してやりてえが、今日はそんな暇ひまはねえ。挨あい拶さつだけにしといてやるよ」

「これは何のつもりでやってんだよ!?」

「カラナート教主国ウチとやり合ってるミシュリアにテコ入れされちゃ、堪たまらねえんでな。お前らが鍛きたえようとしてるミシュリア人共を消させてもらう――！　プリズンタートル共はミシュリア人をとっ捕まえて、そのまま海にドボン！　だ。死にやしねえが、当分行方ゆくえ不明だな。はーっはっはっは！　じゃあな！」

　フッとフロイの姿が掻かき消えた。あの野や郎ろう逃にげやがった！

　何てこった！　つまりこれは、ギルド対抗ミッションの妨ぼう害がいイベント的なものだ。

　下手をすれば折せつ角かくドラフトで獲得し、ここまで鍛えた英雄候補を失う事になる。

　おのれウチのココールに手は出させんぞ！

「おい、じゃあ早く助けようぜ！」

「ああ！」

「皆で協力しよう！」

　近くにいたプレイヤーが、そう言い合う。

　しかし、黒いロリっ娘すなわち聖澤先輩がその前に進み出るのだった。

「よーく考えよ～♪　これはーチャンスだよ～♪」

　あーそんなＣＭあった気がする。お金は大事だよ～♪　ってやつな。

「チャンス？」

「ギルド対抗ミッションは英雄候補の育成レースだよ？　ライバルのギルドのＮＰＣがいなくなれば、自分達は有利じゃない？　だから助ける必要無いんじゃないかな～？」

　聖澤先輩の言う事は確かにその通りだ。

　ギルド対抗ミッションで勝つことを考えたら、自分達のＮＰＣの安全が確保できているなら、他ほかのギルドのＮＰＣ救出に手を貸す事は敵に塩を送る行こう為いでしかない。

　しかし嫌いやな所を指し摘てきしてくるなー。さすが悪役ギルドの長。

「そりゃそうだけどなあ……」

「だ、だけど……放っておくのもなぁ」

「おい、あいつはうちのギルドのＮＰＣなんだ、手伝ってくれよ！」

　周囲のプレイヤーの一人の呼びかけに、しかし反応は鈍にぶい。

　聖澤先輩の言葉が刺ささっているのだ。

「まぁ、この状じよう況きようでベターな行動って、自分のギルドのＮＰＣを護りに行く事じゃないかな～？　やる事があったら、手伝えなくても仕方ないでしょ？」

　あ、上手うまい。罪悪感を感じずに他ギルドＮＰＣを見捨てる口実を教えた。

　自分達にもやる事があったら仕方ないですもんね？　って事だ。

「そうだな……よし、俺ギルドハウス見に行くから！」

「俺も！」

「僕も！」

「私も！」

　周囲のプレイヤー達が減っていく。

　残るのは捕らわれたＮＰＣと同じギルドの人達――と俺達。

「ほら君達も行きなよ。私は止めないからね～」

「い、いけません！　是ぜ非ひ救出に協力してあげて下さい！　僕の同どう胞ほうが……！」

「あーこら、アルフレッド君！　余計な事を言わない！」

「で、でも……愛子さん！」

　と、先輩とアルフレッド君が揉めている中――




「「「「「「『マジックエンゲージ』！」」」」」」




　大量の掛かけ声が！　俺達は声のした方を向く。

「あ、ほむほむ先輩――！」

　矢や野のさんの言う通りだった。

「ちょっと変な呼び名で呼ばないでくれる！」

　あーほらやっぱり怒られた。

　それはさておき、近くの建物の屋上にほむら先輩をはじめとした全覧博物館グランミユージアムのメンバーの皆さんが！　皆見事に魔道士ウイザードだな――！

「行くわよ――一いつ斉せい攻こう撃げき！」

　ほむら先輩の号令一下。




「「「「「「『グランドサンダー』！」」」」」」




　ズガグシャドガシャアアアアアアアアアアアァァァァン！




　とんでもない轟ごう音おんを巻き起こしつつ合体魔ま法ほうが炸さく裂れつ！

　もんのすごいぶっとい稲いな妻ずまが天から落ち、プリズンタートルを直ちよく撃げきした。

　合体魔法の迫はく力りよくの凄すさまじさは、眩まぶしすぎて目が開けられない位だった。

　超ちよう威い力りよくの雷らい撃げき魔ま法ほうの直撃を受けたプリズンタートルはあえなく一いち撃げき死していた。

　その場に沈しずんで動かなくなる。

　檻おりも開き、中のＮＰＣも解放されていた。

「す、すんげー威力……」

「高レベルの『マジックエンゲージ』重ね掛けだもんね――」

　俺達は呆あつ気けにとられていた。

　プリズンタートルをブッ飛ばされて、聖澤先輩はお怒いかりだった。

「あーこら！　ちょっとほむほむ！　何すんのよ!?　他のギルドなんて助けなくてもいいって言ってるじゃん！」

「ほむほむ言うなっ！　別に助けたわけじゃないわ。このプリズンタートルは新種のモンスターだから……即すなわち、新種のアイテムを持っているかもッ！　ふふふふふふ……だから狩るわ！　狩らざるを得ないッ！　狩り尽つくすわよ、皆ッ！」

　ほむら先輩の目がギラァッとすんごい輝かがやいている。

　あ、何かアイテム厨の本ほん性しようが見えたかもなー。

　俺おれ達たちの前に現れる時って、割とまともなお姉さん風だったからなー……




「「「「「おおおおおおー！」」」」」




　先輩のＰＴの皆さんもギラギラした眼まな差ざしで応じていた。

　しかしまあ、この状況では頼たよりになる軍団だな。

「くっ……！　あーもう勝手にしなさい！　私、他の所に行くわ！　行くわよ、アルフレッド君……！」

「は、はい――」

　と、立ち去ろうとする聖澤先輩に声をかける人が。

「まあそう言うな。せっかくなんだからアイテム厨なんぞ放っておいて、私と対人戦しようじゃないか？」

　出た対人戦厨、雪乃先輩！

「む、雪乃ね――！」

「さぁ戦おう！　今すぐにだ！　お前と戦うのはなかなか面白おもしろいからな！」

「いっつもやってるでしょ！　今ここでやる必要ないじゃん、別イベント中なんだから」

「いいじゃないか、いつもと違ちがうシチュエーションもオツだろう？　違った何かが見られるかもしれんぞ？」

「あーもう、めんどくさいなあ！」

　はははは。雪乃先輩も相変わらずだなー。

　ほむら先輩といい、自分の欲の赴おもむくまま行動してるのに、結果として事態鎮ちん圧あつの役に立ってるのが凄すごい。

「おい蓮。行っていいぞ、お前達のココールを護ってやれ」

「正直、スルーして別の候補用意してもらう方がいいと思うけどね？」

　あれ、雪乃先輩もほむら先輩も俺達を行かせるために？

「さぁ対人戦だ！　デュエルだ！」

「新種のアイテムよッ！」

　……いや気のせいだな。

　とにかく、俺達も俺達のやるべき事を――

　ココールを助けに行くぞ！




　　◆◇◆




　俺達は自分達のギルドハウスに急行した。

　しかし――既にそこはもぬけの殻からだった。

　店の入り口は大きく破は壊かいされ、何か大きなモノが出て行ったのが分かる。

「きゅー！　ちきん～！　ちきん～！」

　リューが寂さびしそうに、ココールの名を呼んでいた。

「いないね――きっともうプリズンタートルに捕まって……」

「海にドボンって言ってたな――飛び込めるように街の端に向かったんだな！」

「追いかけますし！　どっち方向が一番端に近いかな!?」

「こっちよ――！　行きましょう！」

　俺達のギルドハウスの立地は、ギルドショップ街の中では街の外がい縁えんに近い方だ。

　ギルドショップ街の外側の外縁エリアは、見晴らし最高の臨空公園になっている。

　プリズンタートルは、きっとそこに向かっている！

「よし追いかけるぞ！」

　俺達は、プリズンタートルとココールを捜して走る。

「あたしが先行して偵てい察さつして来ますし！　いたら知らせるから！」

　矢野さんの空賊は、移動速度アップの『スプリント』を持っている。

　確かレベル35で習得していたはず。

　これを使えば、先行して捜そう索さくする事が可能だ。

「あ、待って優ゆう奈なちゃん！　ＡＰアーツポイント持って行って！」

「ありがとあっきー！　じゃあ――『エナジースティール』！」

　これはレベル45で習得したばかりのスキル。

　矢野さんの今のレベルが45だから、本当に覚えたてだ。

　効果は味方のＡＰアーツポイントを半分盗ぬすむというもの。

　再使用時間リキヤストは三分だ。

　あきらは『闘神の息い吹ぶき』持ちでＡＰアーツポイントが時間経過で増えている。

　今も満タンだろうから、溢あふれるＡＰアーツポイントを矢野さんが抜ぬくことでＰＴとしてＡＰアーツポイントが有効活用できるわけだ。

「じゃあ行ってきまっす！」

　ギャル式敬礼ポーズで言った後、先行してダッシュしていった。

　俺達もそれを追いかけ臨空公園へと向かう。

　途と中ちゆうで他ギルドが自分達のＮＰＣを救うため、プリズンタートルを攻撃しているのが何組か目に入った。やはり、俺達のギルドハウスの近くに現れたプリズンタートルはこのあたりに向かっているのだ。

「こっちで合ってそうだね――！」

「だな！　けどココールはどこだよ……！」

「優奈は、もっと先まで行っているみたいね――」

　暴れるプリズンタートルの範はん囲い攻こう撃げきに巻き込まれないよう気を付けつつ、俺達は奥おくへ。

　途中前まえ田ださんは細かく詠えい唱しようのために足を止め、守備力強化や魔ま法ほう防ぼう御ぎよ強化の魔法を配ってくれた。俺達だけではなく、他の戦闘中のギルドの面々にも。

　支し援えんのための回復魔法も飛ばしていた。

　これは単なる親切だけではなく、あえてＭＰを多く消費しているのだ。

　前田さんはキャラメイク時のボーナスの初期タレントで『タクティカルマジック』を貰もらっている。

　これはＭＰを消費すればＡＰアーツポイントが溜たまる効果だ。

　純じゆん粋すいな後衛キャラである前田さんがＡＰアーツポイントを溜めても……という説もあるが、これは前田さんが使うものではなく、矢野さんに『エナジースティール』で譲り渡わたすためのものだ。

　戦闘に入るとあきらはあきらの仕事でＡＰアーツポイントが必要になる。

　だから前田さんに渡す事は出来なくなる。

　前田さんのＡＰアーツポイントならいくらでも持って行って構わない。

　その時のために、前田さんはＡＰアーツポイントを溜めているのである。

　それが、矢野さんへの支援になる。

　矢野さんが『エナジースティール』を習得したことにより、前田さんの初期タレント『タクティカルマジック』が有効活用されるようになってきたのだ。

　美しき助け合いの精神ですな！

「みんな～！　いたよ！　いましたし！」

『スプリント』の俊しゆん足そくで矢野さんが戻って来た。

　再使用時間リキヤストが来て再び使ったのだろう。

「ナイス！　ココールはどこだ!?　どこにいる!?」

「こっちですし！　でもね、殆ほとんどもう海に飛び込まれる寸前だったし！　何とか『レッグスナイプ』で足止めしてきたけど！」

『レッグスナイプ』は銃じゆうのアーツだ。

　ダメージと共に、受けた相手に時間経過で切れる行動不能の効果を付加する。

　見つけてすぐ『レッグスナイプ』できるＡＰアーツポイントを矢野さんが持っていて良かったな……あきらがＡＰアーツポイント譲じよう渡としていたおかげだ。

　隠かくれたファインプレイである。

「やばいじゃん！　早く行こ！」

「急ぎましょう！」

「うん、こっちですし！」

　俺達は矢野さんに付いて、全速で走る。

　落下防止の柵さくのすぐ近くの地点に、ココールを捕らえたプリズンタートルがいた。

　ほぼ海に飛び込まれる寸前。確かに矢野さんの言う通りだった。

　これは『レッグスナイプ』が無かったら、取とり逃にがしていたに違いない。

「ココール！　大丈夫か!?」

　俺は、檻に捕まったココールに向かって叫ぶ。

「れ、蓮～！　み、見ての通りだコケ～！　無事だけどこいつ、海に飛び込もうとしてるみたいだコケ～！」

「ああ、今助けてやるからな！」

「い、いや……！　いいコケ！　このままおいらの事はスルーするコケ！」

　ココールはそんな事を言い出すのだった。

「スルーしろって――おいココール！　お前何言ってるんだよ!?　馬ば鹿かな事言うな！」

「馬鹿じゃないコケ！　それが蓮達たちのためだコケ！　おいらじゃあ蓮達の足を引っ張るコケよ――！　蓮もあきらもみんないい奴だコケ……おいらなんかに優やさしくしてくれて……だからおいら、蓮達にこれ以上迷めい惑わくをかけたくないコケ！　おいらがいなくなれば、別の候補を連れて来て貰えるコケ！　だからこのまま――」

　ココールは半分涙目だった。決死の覚かく悟ごで言っているのだろう。

　だが、俺はそんな事は受け入れない。受け入れるわけにはいかない！

「もう一度言うぞ！　馬鹿な事を言ってんじゃねえ！　俺達は優しさでお前を選んだんじゃねえんだ！　みんながどうしようもないって思うようなヤツを魔改造して覚かく醒せいさせて、ジャイアントキリングがしたかっただけなんだ！　やりたい事やってるんだから、お前が気に病やむことなんて何もねえんだよ！」

「……『俺達』じゃないよね？　それ蓮くんだけだよね……？　わたし普ふ通つうにココールくんを助けてあげたかったんだけど……」

「あたし的にはぶっちゃけ、フツーに一番強そうな奴取って来て欲しかったですし。まあ別にいいけど」

「……右に同じ――でも高たか代しろくんらしいから、諦あきらめているけど」

「……ええい、黙だまってろ外野ァ！　いいかとにかく聞けココール！　俺はこれでもその筋ではダメジョブマイスターって呼ばれててな、ダメに見える奴を何とかさせたら、それなりのもんなんだ！　例えば俺のジョブの『紋もん章しよう術師』！　これは全然火力無くて、最弱だって言われてるんだ――だけど、これでもやりようによっちゃ何とかなる！　証しよう拠こを見せるぜ！　よく見てろ！」

　俺は即そく座ざに呪じゆ文もんを詠唱する。

「『ディアジルサークル』！」

　大範はん囲いでＭＰを空に持って行く。

　これを選んだのは、プリズンタートルが動き出した時、少しでも足を遅くするためだ。

　俺はプリズンタートルに向かって突っ込む。

　あきら達も俺の動きに合わせて、動き始めてくれていた。

「奥おう義ぎ――」

　接近すると、即座に攻こう撃げきに出る。

『仕込杖つえ』のトップを捻ひねり、刀身を抜き放つ。

　紫暗系の眩まばゆい光に覆おおわれた、輝きの一いつ閃せん――

　今回はＡＰアーツポイントを溜めている時間が無かった。

　そのため使用する奥義はこちらだ。

「『デッドエンド』おおぉッ！」




　蓮のデッドエンドが発動。プリズンタートルに２９１２のダメージ！

　優奈のギルティスティールが発動。優奈は蓮のヘイトを全すべて盗んだ！

　琴こと美みのエクス・ヒールが発動。蓮はＨＰが３４１回復した。

　あきらの剣の舞まいが発動。蓮の全てのスキルが再使用可能になった！




　流れるようなログ表示。

　俺達のコンビネーションも、大分確立されてきた感がある。

『仕込杖』を合成。もう一度サークル魔法でＭＰ廃はい棄き。

　そして続くのは当然連発――！

「もう一丁ううううっ！　『デッドエンド』おおおぉぉッ！」




　蓮のデッドエンドが発動。プリズンタートルに２９１２のダメージ！




　それを見たココールが、驚おどろいて声を上げている。

「す、すげーコケ……！　とんでもない威力コケ！　こ、これが全然火力の無いダメなやつだなんて、全然信じられないコケ！」

「要はやりようなんだよ！　お前だってきっと生まれ変われる！　俺は信じてる！」

「れ、蓮……！」

「お前も俺達を信じて付いて来い！　俺達がきっと何とかして見せる！」

「お、おいら……おいら――！」

「さぁ分かったな!?　分かったらこれを装備しろ！　これがお前を、強くしてくれる！」

　俺はココールに、プリンセススカルリングを投なげ渡した！




「「「ええええええっ!?」」」




　プリンセススカルリングの呪のろいのような効果を知っているあきら達は、驚いていた。

　だが育成方針はもう決まっているのだ。なら、迷う事などない。

　これで一気に駆かけ上あがろうぜ、ココール！

　ココールのステータス上じよう昇しよう率りつは最低クラスだ。

　プリンセススカルリングを装備しようとしまいと、滅め茶ちや苦く茶ちや弱い事に変わりはない。

　どちらにせよクソ弱いなら、それが１だろうと０だろうと大差ない。

　弱いという客観的事実は動かないのだ。

　だから、ステータス上昇なんて捨ててしまえ！

　そしてレベルの高さだけ尖とがろう！　そのレベルの高さを活いかす能力はあるのだ。

　問題はハンドシェークの入手難易度だが、今はそれは度外視。

　どの道活路はそれしかない。ならばそれに合わせてレベルだけは上げておかねば。

　ココールが弱いから、弱すぎるからこそ打てる思い切った手だ。

　これぞ弱者の戦術ってやつだな！

「れ、蓮ッ！　分かったコケ！　装備したコケーッ！」

　ココールは俺を信じ、プリンセススカルリングを装備した！

「あ、あれ装備させてホントにいいの？　蓮くん!?」

「ああ、いい！　さぁプリズンタートルを仕留めるぜ！」

　もう一度あきらに支援を貰い、俺はさらに奥義を放つ。




　蓮のデッドエンドが発動。プリズンタートルに２９１２のダメージ！




　これでヤツはもうほとんど瀕ひん死しだった。

　あとはあきらと矢野さん前田さんが集中攻撃を加え、残りのＨＰを削けずり切った。

「これでとどめっ！　行っくよおおおーっ！」

　煌きらめく三日月の二連閃が、プリズンタートルを捕とらえる。




　あきらのクロスクレセントが発動。プリズンタートルに３０８のダメージ！

　あきらはプリズンタートルを倒たおした。




　最後はあきらの奥義で、プリズンタートルは沈んだのだった。

　よし――これでココールを護る事が出来たな！

「コケーッ!?」

　崩くずれ落ちるプリズンタートルの檻から、ココールが排出されて吹ふっ飛んだ。

　空に高く飛ばされバタバタ羽を動かすのだが、残念ながらココールは飛べない。

「ココールくんが落ちちゃう！」

「受け止めるぞ！」

　俺達四人で落ちてくるココールをキャッチした。

「コ、コケ～……！　助かったコケ～。みんなありがとうコケ～！」

　そこに鳴なり響ひびくレベルアップのファンファーレ。

　格上のプリズンタートルを倒したことで、俺達のレベルが上がっていた。

　俺おれ43、あきら45、前田さん45、矢野さん46！

　俺だけプリンセススカルリングの検証で経験値を無む駄だにしたから、少しレベルが低い。

「やったぁ～！　レベル45、来たああぁぁぁ～♪」

　あきらが嬉うれしそうに飛とび跳はねていた。

　それもそのはず、ソードダンサーのレベル45で覚えるモノをあきらは楽しみにしていたのだ。

　自分が欲ほしかったスキルの習得レベルに達した時って、確かにテンション上がるよな。

　で、何を覚えたかと言うと――

「じゃーん！　ねえねえ見て見てー！」

　あきらは嬉しそうにくるんと回りながら、両手に持った二本の剣を掲かかげて見せる。

　一本はいつものスカイフォールだが、二本目はこの時のために用意しておいたらしい矢野さんのペイント入りの剣である。

　明らかに、どう見ても、楽しみにしていたのが丸わかりである。

「おぉ！　いいなぁあっきー！　二刀流ですし！」

「格かつ好こいいわね」

　そう、ソードダンサーはレベル45で二刀流を覚えるのだ。

　やはりソードダンサーのジョブ性能自体は高い。

　我わが永遠のライバル二刀流は、そりゃあもう言わずもがなの国民的人気スキルだ。

　みんな大好き。ゲーム界のアイドル。むしろ弱かったら苦情が来るレベル。

　俺的にはどんなゲームでも立たち塞ふさがって来る、目の上のタンコブである。

「うんうんっ！　わー！　モーションが全然違うね～。気持ちいいなぁ♪」

　嬉しそうに素振りを繰くり返かえすあきらである。

　おのれ二刀流め、うちのマイベストフレンドまで誘ゆう惑わくしやがるか。

　まあ――楽しそうなので別にいいが。

「コ、コケーッ!?　何かおいら、めっちゃレベルが上がってるコケよーっ!?」

　一方こちらにも、レベルアップの音とロゴを鳴らしまくってるヤツが！

　ココールにも経験値が入ったのだ。

　レベル１だったし、秘密兵器プリンセススカルリングのおかげで経験値が爆増。
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　結果レベルアップ音は猛もう烈れつに連打された。

「す、すごーいココールくん！　レベル上がりまくってるよ！」

「で、でもあれですし――プリンセススカルリング……」

「ほ、ほんとに良かったのかしら――」

「大だい丈じよう夫ぶだ！　問題ない！」

　俺は大きく頷うなずいて断言する。

　結局ココールは、レベルアップ音を29連打して終しゆう了りようした。

　レベル１からレベル30にジャンプアップだ！

「お、おお……おいらのレベルがこんなに――」

「どうだ！　強くなったぞ、ココール！」

「ほ、ほんとにコケ……？」

　ココールは自分のステータスを表示してみて――

「コ、コケーッ!?　何じゃこりゃコケーッ!?　ま、まるで成長していないコケー……！」

　まあそうだよな――ココールの成長率はこうだ。




　【成長率（筋／耐／器／敏びん／知／精／魅み）】

１／３／１／１／１／１／１




　ここにプリンセススカルリングを装備すると――期待値がこうなる。




　【成長率（筋／耐／器／敏／知／精／魅）】

０／１／０／０／０／０／０




　プリンセススカルリングは経験値３倍の代わりに成長率が１／３だからな。

　０なら、レベルが上がってもステータスが上がらないわけだ。

　かろうじてＶＩＴ耐久とそれに伴ともなってＨＰがちょっと上がっていく程度だ。

　ＮＰＣにはＬＵＢレベルアツプボーナスもないしな。

　ＬＵＢレベルアツプボーナスやタレント枠わく、ジョブの概がい念ねんがあるプレイヤーは、この世界においてとても有能な人材という設定なわけだ。

　だからその有能なプレイヤー達の集まるレイグラント魔法学園が、世界の最高学府と呼ばれているのである。

「大丈夫だ、お前はそれでいいんだよ」

　俺はがっくり崩れ落おちているココールの背中をぽんと撫なでる。

「どうせ弱いんだから、１でも０でも関係ねえ。成長率なんて気にするな。レベルだけ上げて何とかなる能力で勝負するんだ。一点特化でその部分だけで勝負するのがジャイアントキリングの基本だ」

「ほ、ホントかコケー……？」

「ああ！　それより何かスキルは覚えてないか？」

「こ、コケー？　あ、これはコケ？　『ゴールデンイエロー・スウィーツ』……？」

　スキルのヘルプテキストを見てみよう。




　ゴールデンイエロー・スウィーツ（再使用時間　０／３００秒）

　〈効果〉悪徳商人の必ひつ殺さつ技わざ。山やま吹ぶき色いろのお菓か子しを渡して相手に助けてもらう。

交こう渉しよう成立したモンスターは『招集』＆『解散』する事が可能。

仲間モンスターは一度倒されるか、装備解除すると復活しない。

仲間にできるモンスターは自分のレベル以下まで。




「あ、悪徳商人の必殺技コケか……？　ウチの店はそんな悪い事はしてないコケー！」

「いや、だが――これは……」

　これはあれだぞ。

　俺が目を付けていたハンドシェークの効果とほぼ同じだ！

　きっと山吹色のお菓子は銭ぜに投げなんだろうが、そこはこの際仕方ない。

　俺が欲しかった効果をココール自身が覚えてくるとは！

「いいぞココール！　お前才能あるぜ！」

「そ、そうコケか……？」

「ああ、これなら勝ち目はあるはずだ！　他の奴やつ等らの度ど肝ぎもを抜いてやろう！」

「わ、分かったコケー！　蓮に付いて行くコケ！」

　俺とココールは、がっちりと握あく手しゆを交かわしたのだった。

　あとは、レベルをガンガン上げるだけだ！

　フフフ――見てろよ、ジャイアントキリングしてやるからなぁ！

　そんなこんなで――この襲しゆう撃げきイベントで俺達はココールを護まもり切り、レベルの大おお幅はばアップに成功したのだった。







番外編　リアル蓮くんに会いにいこう！







　わたし達のギルド、悪魔の仕業デモンズ・クラフトのギルドハウス二階――

　土曜日の今日は学校はお休みで、わたし達は四人でテスト勉強中だった。

　週明けの月曜日からテストが始まる。

　今回のテストの学年一位の賞品は、マイ飛空艇ていだった。

　ギルド対たい抗こうミッションでのココールくん育成のためにも必要だし、わたし自身も普通に欲しい。

　マイ飛空艇で、このＵＷアンリミテツド・ワールドの世界を隅すみ々ずみまで見て回ってみたい！

　もちろん蓮れん君と一いつ緒しよに！　だからわたし、頑がん張ばります！

　毎日ちゃんと勉強してるし、自信は結構ある。

　負けるとしたら多分、琴こと美みちゃんかな。

　でも琴美ちゃんなら同じギルドだしセーフだ。

「あうう～わからんですし、つまらんですし、あたしもココール達と遊びに行けばよかったぁ～……」

　優ゆう奈なちゃんが机に突つっ伏ぷしている。

　今、琴美ちゃんが作った社会科の模も擬ぎテストの解答を終えた所だ。

　何とか頑張っているけど、元々勉強嫌いでなかなか頭に入ってこないらしい。

　頑張っているのに結果が付いてこないと、やっぱり愚ぐ痴ちの一つも出てしまうだろう。

　ちなみにココールくんは、勉強の邪じや魔まになってはいけないとリューくんを連れて街の観光に出かけている。

「優奈。そんなに一気に成績が上がるものではないわ。コツコツ努力して、前より良くなって行けばいいのよ。大だい丈じよう夫ぶ、前より正解率は上がっているから」

　と、採点を終えた琴美ちゃんが励はげます。

「説得力無い～！　メチャメチャ成績上がってる奴やつがここにいるし！」

　指差された蓮くんが自信満々に自分を指差した。

「フハハハハ！　アイアムやればできる子！」

「自分で言うなし！」

「あははは……まあ事実は事実よね」

「すごーい蓮くん！　入試の社会31点から40、50点上がりそうだね～」

　まあ、蓮くんの地頭は多分わたしより上だし、そんなに驚く程でもないかも知れない。

　だけど嬉しいな。わたしも勉強手伝ったし――

「おかげさまで！　ＭＥＰメリツトポイントのためなら、自分のやる気スイッチを連打しまくるぜ俺は！」

「見事に学校側の思うつぼだよね～」

「ウィンウィンの関係だから問題なし！」

　楽しそうで元気良くて、やっぱり蓮くんはいいなー、とわたしは思う。

　一緒にいるとわたしも楽しくさせてくれるから。

　その後も勉強会はメキメキ成績の上がる蓮くんの観察会と化し、無事終わった。

「今日はこの位にしましょう。皆お疲つかれ様さま」

　と、先生役の琴美ちゃんが告げる。

「あのさ、ゴメン俺明日用事あって来れねえから」

「あ、そうなんだ――」

　明日も四人でゲーム内勉強会のつもりだったんだけど――

「ごめんなさい、私もなの。テスト前日だから両親に勉強を見てもらうの」

「あ、あたしもあたしも～！　家の手伝いがあって～！」

「ホントかよ、矢や野のさんは勉強したくないだけな気がするんだが……」

「うっさい！　違うったら違いますし～！」

　わたし以外みんなリアル予定ありなのかあ。

　家で勉強してても堅かた苦くるしいし、わたし一人でログインしてギルドハウスで勉強してようかな……

　わたしの家はお堅かたいし、わたしを箱はこ入いり娘むすめにしようとするから自由が全然無い。

　自分の意志で自由に外出とかできないし……

　その点、希のぞ美みさんの赤あか羽ばねのお家の方が自由そうだなあと思う。

　何せ竜りゆう太た郎ろうさんがゲームの中とは言えあんな事やってるのに、お咎とがめ無しみたいだし。

「人の事言うけど高たか代しろ～。あんただって遊びに行く気ですし？」

「いや、俺は何か親父おやじと一緒にパーティーに行くんだ」

「パーティー？」

「親父がゲーム会社で働いててさ。新作ゲームの完成パーティーだと。何か赤羽さんとこのレッドフェザーソフトとコラボしたやつだそうな。実は俺もこっそり制作手伝ったりしたから、親父が呼んでくれたんだ」

「へえぇ～いいな～うまいもの食べさせて貰えそうですし！」

「だろ？　会場はでっかいホテルみたいだし、楽しみでさ」

「東京？　どこのホテルですし？」

「いや横よこ浜はま。何だっけな……横浜エンプレイスホテルだったっけ……？」

「!?　ああっ……！」

　と、わたしは思わず声を出してしまっていた。

　そこ！　その会場――！

　明日うちのおじいちゃんも、そこで何かパーティーがあるとか言ってた！

　おじいちゃん、政治家だからそっち関係で蓮くんのやつには関係ないだろうけど――

　同じホテルの別の階だきっと！

「ん？　何だよあきら？」

「あ、ううん。何でもないよー。わたしも明日、たぶん用事があったかもー」

「なら、明日は勉強会はなしね」

「そうだな」

「異議なしですし」

「う、うん。そうだねー」

　おじいちゃんにわたしも来ないかって誘さそわれたけど、断ってたんだよね。

　パーティーとかそういうのは、わたしは基本的に行かない派なので。

　青あお柳やぎの娘って事でみんな変にちやほやしてくるか、下心ありで近づいてくるか。

　遠えん慮りよのないおじさん達は、変な目で見てきたりするし――

　蓮くんみたいに何の遠慮も屈くつ託たくもなく素のわたしと向き合ってくれる人なんて、誰だれもいない。

　みんな何かしらの打算や計算があって寄ってくる。

　そういうのを相手にしていると、疲れてしまう。

　気分が乗れば行くこともあるけど、必ひつ須すのものを除けばデフォルトが行かない方になっている。

　その必須のものも結構多いから困るんだけど……

　ともあれ、今回は選べたので深く考えずに断ったけど――

　おじいちゃんについて行って、こっそり別の階に行けば――

　リアル蓮くんを見られるかもしれない！

　す、すごい……！　それってすごい！

　自由に外出もできないわたしには、こんなチャンス滅めつ多たに無いよ！

　リアル握手して、リアル写真撮とって、それから――それから――！

「よーし！　絶対行くからっ！」

　テンションの上がったわたしは、思わず立ち上がり声を上げていた。




「「「何が？」」」




　全員に、不ふ審しんそうな目で見られた。

「あはははは……何でもなーい。ねえねえ蓮くん、ゲームの開発はレッドフェザーソフトも一緒にやったんだよね？　レッドフェザーソフトの人も来るの？」

「ああ。多分な。ひょっとしてリアルお兄様が出てきたらどうしようって、ちょっと思ってた」

「うわー……！　それは嫌いやですし……！」

「さすがに普通の時は普通にしているんじゃないかしら……？」

「だとしても中身があれだとわかってるから、どう絡からんでいいか分からん」

「ま、まあそれはそうよね……」

「近づいても火傷やけどしかしないやつですし。距きよ離り置くしかないですし」

「だなあ。三年生達もみんなそんな感じだしな」

　なんて話し合うみんなを横目に、わたしは考えていた。

　なるほど、レッドフェザーソフトも一緒なら――

　ちょっと不安だけどこの間は一緒にクエストやったし、あの人に協力を頼たのめば……！

「じゃあわたし、用事あるから先行くね！　みんなお疲れさま～！」

　わたしはギルドハウスを急いで出て、ゲームのメッセージ機能を使って希美さんに連れん絡らくした。

　まだ希美さんもゲーム中だったので、わたし達はギルドショップ街を出た臨空公園で待ち合わせた。

「あ、ああああら……め、め珍めずらしいですわね、あなたがわたくしに連絡してくるなんて――」

「ご、ごめんなさい。迷惑でしたか？」

　希美さんは何だかぎこちなかった。

　一緒にクエストをしたのは、つい最近の事。

　それで少しは話しやすくなったと思ったけれど、折り合いが悪かった時期はその遥はるかに何倍も長い。

　そう簡単には――とは思うけど、今回はわたしも必死だし希美さんしか頼たよれる人はいない。

「い、いいえ！　むしろ大歓げ――んんっ！　もとい、別に構いませんわよ。それで、何の御ご用ようですか？」

「あのですね――」

　と、わたしは事情を説明する。

　希美さんは、なぜだか歓かん声せいを上げた。

「まぁ！　わたくしに恋こいのキューピッド役をお頼みになるなんて、これは紛まぎれもなく友人のような何かですのね……！」

「はあ？　友人……？」

「い、いいえ何でもありませんわ、お忘れになって！」

「……それでその――お手伝いいただけますか？」

「構いませんわ。人の恋こい路じの手助けをするのも、人生経験でしょう」

「こ、恋路……恋路かぁ」

　そう言われてしまうと、何だか照れる。

　胸もちょっと、ドキドキしてきた。

「あら、違ちがいますの？」

「違わない――と思います。でも何せ初めての事ですから――あ、蓮くんには言わないでくださいね？」

　蓮くんはゲームバカで、女の子を見て喜びはするけれど、彼かの女じよが欲しいとかはそこまで思っていなさそうに見える。

　わたしの事もめちゃくちゃ見るけど、触さわろうとはしないから。

　半分ゲームキャラを鑑かん賞しようする感じなんだと思う。

　やっぱりゲームの世界で思いっきり楽しむのが第一優先なんだよね。

　わたしは別に触りたかったら触ってくれていいけど……

　でも、無理に焚たきつけたり、引っ張ったりはしたくない。

　やっぱり素のままの蓮くんがいいし、一緒にいて楽しいから。

　だから基本的に一緒に楽しく遊んでいられれば、わたしは満足だ。

　だけど、今度はまたとない機会だから――

「うふふふ……共通の秘密――うふふふ……」

「？」

「な、何でもありません！　もちろん分かっていますわよ。わたくしも祖父の誘いであなたと同じパーティーに出ますから、協力できますわよ。別の階で高代君がいるパーティーにも入れるように、レッドフェザーソフト側から手配して差し上げます」

「やったー！　ありがとうございます！　うちはわたしの自由に出来る事なんてないし、希美さんにお願いして良かったです！」

「ふ、ふん……！　お礼ならうまく行ってからになさいませ！」

「そうですね――じゃあ明日！」

「ええ」

　そう約束して、わたし達はＵＷアンリミテツド・ワールドを後にした。

　リアルに戻もどるとわたしはすぐにおじいちゃんの所に行き、行かないと言っていた明日のパーティーにやっぱり行くと申し出た。

　珍しくわたしと一緒に行けるとあって、おじいちゃんは喜んでいた。

　おじいちゃんは家族の中では割とわたしに対して自由にさせてくれる方だ。

　今の学校に行けたのも、実はおじいちゃんに味方してもらったからである。

　おじいちゃん、政治家だけど経済産業と教育分野に造ぞう詣けいが深いから――

　うちの学校のＶＲＭＭＯの世界で学校教育という、新しい試みの事は知っていたのだ。

　と言うよりむしろ、学校の設立に政治の側からちょっと協力していたらしい。

　なので、その成果に興味があるみたい。

　だから、その最さい先せん端たんにわたしを行かせるのも一興と思ってくれたようだ。

　何はともあれ、明日はリアル蓮くんに会える――！

　驚かせたいから蓮くんには内ない緒しよだ。

　どうやって登場しようかなー。

　やっぱりあれかな？

　後ろから近付いて目め隠かくししてだーれだ？　ってやつ――！

　人生で一回くらいはやってみたいよね！

　よしそうしよう！

　わたしはそんな事を考えながら眠ねむりについた。




　そして翌日――




「おやおや、お孫さんはお美しくなられましたなー。いやあ羨うらやましい」

「はっははは！　そうですじゃろそうですじゃろ！」

　おじいちゃんは上じよう機き嫌げんだが、わたしはちょっと……

　だってこのおじさん、いやお爺じいさん位の年ねん齢れいの人だけど、わたしのドレスの胸むな元もとを凄すごく見るから。

　政治家の人って、お爺さんになってもバイタリティに溢あふれてるって言うか――まあ色々な意味で元気だと思う。

　蓮くんに見られるのと違って、やっぱりこういう場所は苦手だなあ……

　蓮くんなら、恥はずかしいけどちょっと嬉しいんだけど……その瞬しゆん間かんは、思わず怒おこっちゃうけど。

　だけど、今日は頑張ればご褒ほう美びがある。頑張ろう！

「お久しぶりにお目にかかれて、わたしも嬉しいです」

　笑え顔がおを取とり繕つくろってにこにこしておく。

　そんな事を何度も何度も繰り返すうちに――

　すっと、わたしの前に希美さんが現れた。

　彼女のお爺さんも政治家で、このパーティーに出ている。

　だから希美さんもそれに連れられて来ている。

　希美さんはわたしにそっと耳打ちした。

「準備はよろしくて？　始めますわよ？」

「はい、お願いします――」

　わたしの家の場合、わたしの自由に出来る事は殆ほとんど何もない。

　何かわたしが家で働いている人にお願いしても、必ず両親や祖父母に確かく認にんが入る。

　下の階でやっている蓮くんのパーティーに行って蓮くんに会いたいといっても、間ま違ちがい無なく却きやつ下かされるだろう。

　だけど希美さんはある程度自由なので、わたしについている警護の人を撒まいて下に行けるよう、手配してくれたのだ。

「では始めますわ……」

　と、希美さんが赤羽家の警護の黒服の人に目配せした。

　そしてこう命じる。

「ああ喉のどが渇かわきましたわ。飲み物を持って来て下さるかしら？　飲み比べてみたいので、全種類ね」

　という事で、いろんな種類のジュース類を満まん載さいしたお盆ぼんが運ばれて来た。

　そして差し出されたそれを――希美さんは思い切りひっくり返した。

「おっと何かに躓つまずきましたわ！」

　バシャン！　とそれはわたしに全部かかった。

　髪かみからドレスから全部、びちゃびちゃになってしまう。

　よし計算通り――！

「……希美さん？」

　わたしはわざと怒った表情を作る。

　周囲の注目が集まっているから、自然なリアクションが必要だ。

「ま、ままままあ！　わざとじゃありませんのよ……！　ごめん遊ばせ――シャワーをお浴びになって、それからお着替えも用意させますわ！」

「……おじいちゃん、行ってきます――」

「おお、そうじゃな……！　お前達あきらに付いて行け」

　と、おじいちゃんは警護の何人かに指示を出す。

「では参りましょう――」

　希美さんはわたしを会場の外に連れ出す。

　よし、第一関門の会場から脱だつ出しゆつが成功！

　無論わたしの家のＳＰも付いて来るけれど、希美さんの警護の人がわたし達二人とわたしの家の警護の人の間に入ってガードしていた。

　そしてわたし達は一つ階を昇のぼって、とある客室へ。

「中でシャワーを浴びて着替えをします。皆みな様さまは部屋の外でお待ちになっていて」

　希美さんはわたしだけを連れて客室に入る。

　扉とびらの前をいち早く希美さんの家の警護の人が固め、うちの警護の人は外で待つしかなくなった。

　もうこの部屋は密室だ。

「ささ、まずはシャワーをお浴びなさいな」

「はい、ありがとうございます。でも、どうやって蓮くんのいる階に行くんですか？」

「それは後のお楽しみ――と言いたいところですが、見せて差し上げます」

　希美さんが客室の大きなクローゼットを開く。

　そこには金属のポールが縦に走っていて――そして、下は吹き抜ぬけになっていた。

　ポールはかなり下まで、フロアぶち抜きで伸のびていた。

「わー！　穴が開いてる！」

「ええ。ブチ抜きましたの。これで三階下まで直通ですわ」

「こ、このために……!?」

「ええ。このホテルは我が赤羽家の持ち物ですし――工事は傘さん下かのレッドフェザーリフォームが一晩でやってくれました」

「ありがとうございます！　これなら見つからずに下に行けます！」

　わたしは思わず希美さんの手を握にぎって喜んでいた。

「うふふふ……うふ、うふ――はっ!?　いけませんわ、早く準備をなさいませ。あまり時間がかかりますと、あなたの家の警護の方がホテル中を捜し回りますわよ」

「わかりました！」

　速そつ攻こうでドレスと下着を脱ぬいで、シャワーを浴びようと――したけれど、お湯を出そうとしても水しか出なかった。

「わ、冷たい……！　あれお湯が出ない。希美さーん！」

　わたしは浴室から顔だけ出して希美さんを呼ぶ。

「何ですか？」

「お湯が出ないんですけど……」

「まあ！　急いで工事をしたせいで、どうにかなってしまったのかも知れませんわね――ですがここから出てしまえば、見つからずに移動は出来ませんわ……ごめんなさい」

「わかりました。じゃあ水でいいです、シャワー浴びちゃいます」

「構いませんの？　お風邪かぜをお引きにならないでくださいね？」

「大丈夫です！　リアル蓮くんに会うためならこの位平気ですっ！」

　というわけでわたしは水シャワーという荒あら行ぎようをこなす。

　蓮くんに会う前に、冷たい水で体を清めたと思おう。

「うー……さむーい！　でも終わりました！　希美さん、着替えは!?」
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「ええ、こちらにご用意してありますわよ？」

　と、希美さんが指し示すそれは――ゲームのソードダンサー装備!?

　それともう一着、こっちはあのエンジェルチャーム!?

　何でゲームの装備がここに……！

「えぇっ!?　こ、これゲームの装備ですよね――？」

「作らせましたの。高代君が喜ぶと思いまして」

「た、確かに喜びそうではありますけど……」

　でもリアルでこれはめちゃくちゃ恥ずかしいんだけど――

「ほ、他ほかの服ってありますか？」

「ありませんわ」

「うー……仕方ない、ならこっち！」

　と、わたしは普ふ段だんのソードダンサー装備の方を身に着けた。

　鏡に映ったわたしの姿は、髪の毛けがゲーム内のピンクじゃない以外は、ゲームそのままだった。

　だけどこのスースーする感じは、リアルの方がより強きよう烈れつというか……やっぱり恥ずかしいよぉ。

　でも――うん、蓮くんに喜んでもらうためだもん。頑張れ、わたし！

「よし……じゃあ行きましょう、希美さん！」

「ええ。このポールを下りますわよ！」

　わたしと希美さんは、ポールを伝って三階下の蓮くんたちのパーティー会場のフロアへ。

　このフロアの物置にポールが伝っていた。

　物置を出て会場へ入る。

　皆の視線が一いつ斉せいにわたしに集まる。

「ううう……すごい見られてます、希美さん――！」

「大丈夫ですわ。この会場はゲームの完成記念パーティーです。主しゆ催さい者しやが呼んだコスプレイヤーと思われるだけですわ」

「な、なるほど……！」

　わたし達たちは注目を浴びまくりながら、会場を回って蓮くんを探した。

　どこだろう？　できればこっそり近づきたいな。

　昨日寝ねる前に考えたあれ、やってみたいし。

「あれではなくて？」

　と、希美さんがわたし達に背を向けた人物を指差す。

　それは後ろ姿だけだけど、まさしく蓮くんだった。

　スーツなんか着て、今日はちょっと大人だね。

「わ、ほんとだ！　よーし……こっそり近づきましょう――」

　わたしは蓮くんにそっと後ろから近づいていく。

　こっちに向かないで、と念じながら。吃驚びつくりさせたいから、ね？

　そして、真後ろに最接近。

　よし行くよ伝説の奥おう義ぎ――！

「だーれだ？」

　後ろから目隠し！　わたしの方が結構身長が小さいから、背せ伸のびして、だけど。

「うわっ……!?　ええっ……!?　えーと――君達は？」

　と、振ふり向むいたのは蓮くんにそっくりだけど――

　蓮くんを何十年も大人にしたような人だった。

　ひ、人違いいぃぃぃぃっ!?

「れ、蓮くんじゃない……!?　ご、ごめんなさい間違えました！」

　わたしはがばっと頭を下げる。

　あーもう、すんごい恥ずかしいよーーーっ！

「蓮？　ああ君たち蓮の知り合いなのかい？」

　と、向こうから聞いてくる。

　あ、もしかしてこの人――蓮くんのお父さん!?

「は、はい……！」

「はじめまして、蓮の父です」

　と、名めい刺しをわたしと希美さんにくれた。

　高代祐ゆうさん――だそうだ。

　本当に蓮くんに似ているお父さんだ。後ろ姿なんてそっくり。

　対面すると、蓮くんより物もの腰ごしが柔らかいかなあって思う。

　大人になった蓮くんだね。うん、素す敵てきだと思う。

「あ、はじめまして！　わたし青柳あきらと言います！　蓮くんとはいつも学校で一緒にさせてもらって――」

「ああ、君があきらちゃんかい!?　いつも蓮と遊んでくれてありがとう」

「いいえこちらこそ――それで蓮くんはどこにいますか？」

「ああ蓮なら、今日は来ていないけど？」

　とお父さんが言った一言に、わたし達は衝しよう撃げきを受ける。




「「えええええええええぇぇぇっ!?」」




　じゃあ何のためにわたし達はこんな事を――!?

　希美さん、ホテルのフロアに穴まであけてくれたのに……！

「ど、どうしていらっしゃいませんの!?　体調でもお悪くて？」

　と、希美さんが尋たずねる。わたしもそこの所を知りたい！

「ああ、蓮じゃなくてうちの妻がね――看病するために蓮は家にいるんだ。テスト勉強もあるし、パーティーなんかまた行けるって言ってね」

「な、なるほど……そういう事であれば仕方ないですわね」

「……うう――そうですね、残念ですけど……」

　蓮くん、優やさしいんだね――

　それは素す晴ばらしいんだけど……間が悪いよおぉぉぉぉっ！

　わたしには今日が大チャンスだったのにーーー！

「はくしゅん！」

　ああ、なんだか急に水シャワーを浴びた影えい響きようか寒気が……

「……帰りましょうか？」

「そうですわね――次からは高代君の予定もちゃんと押おさえて下さるかしら？」

「そうですね……内緒にして吃驚させようとしたのが間違いでした。ごめんなさい」

　ちゃんと約束していれば蓮くんも来てくれたかもしれないし、少なくとも連絡はしてくれたはずだ。

　これはわたしのミス――ああ、やっちゃった……

　その後、勝手に警護を撒いたわたしはこっぴどく叱しかられた。

　その上風邪まで引いて、体調最悪の状態で学校のテストを受けることに……

　結果は――言うまでもないだろう。







あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　私事になりますが、本書にて通算十冊目の本になります。

　十冊も書いていると、それなりに慣れてきた感がしますね。

　いつまでラノベ作家を続けられるかは分かりませんが、それなりの人生経験として自慢していいかなあとか。昔は俺も本書いて出してたんやで……って感じで。

　まあ、できれば昔はとか言わずにずっとやれていればいいんですが。

　最近はもっと文章の生産力向上をと思って、小説家になろうさんで色々書いています。

　野球もオフシーズンなのでバリバリ書くぜ！　って感じで。

　もしよかったら見に来てくださいね。

　最後に担当編集Ｎ様、イラスト担当頂いた晃あき田たヒカ様、並びに関係各位の皆様、多大なるご尽力をありがとうございます。今回もイラスト好きです。続きも見たいです。

　それでは、また。







[image: ]




item/image/p161.jpg





item/image/cover.jpg
HIX[E





item/image/p197.jpg





item/image/p264.jpg





item/image/p109.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第１章　赤羽さんちのお兄様



		第２章　ナウでヤングなギルドショップ限定クエスト



		第３章　劇場版的な展開



		第４章　ボス戦と新奥義



		第５章　弱虫ココール



		第６章　狩場殺しの残虐ファイト



		第７章　ココール育成計画



		第８章　英雄候補拉致イベント



		番外編　リアル蓮くんに会いにいこう！



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p179.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/k004.jpg
-
"L

F1Q LH0RIONIZ {8250 1 20

S
B 7 R R

\ W -

| REREUR O U0 R

EERNER ‘

RN

= =

|

\





item/image/k003.jpg





item/image/p217.jpg





item/image/ok.jpg
|7'|3J XE http://www.hobbyjapan.co.jp/hjbunko/
9

VRMMO% B TH L VEHRED A X X 3
~IR§SY a TR A — VL THR~
20184E1H1H  #ISEAT

EBHE—INYT ¥

RERTRA
BRI R E— Y v 28
T151-0053
FEAR A X4 A2-15-8
i 03(5304)7604 (Wid)
03(5304)9112 (¥3%)
ENRIAT—K B AENRI Rl &t
#T—BEE-PEE /#HA&H L X b=

BRI - B

©Hayaken
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-1605-6  C0193

. — D] T151-0053 =FEEaRf<AR2-15-8
REG ARVl (i) — ) HUSTRIRSEES St
INPrY &/ REERD FE

https://questant.jp/q/hjbunko = -El

LT T @ L TN BDET
® 51 MADPHERIEDD BHBERIE CRB EEL

e © hFENTORSIE, REEDTEEETHSTEELEEL
F: UF3 P S Z EE LN
AR ST ® COBETAIIHORN SitE THEA 1 0848I,
HIX@EA U7 )UREH— FESHOLZUET.






item/image/p001.jpg
~

VRMMOZET
FULVEMUED AR X3

~BBEIVITTREIA—IJHLTHIE~

Ny g

HIXE

N

.






item/image/p242.jpg





item/image/p127.jpg





item/image/p009.jpg





